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　彼が初めて世界を救ったのは、小学生の頃ころだった。

「さあ来い、モンスター！　ボクが相手だ！」

　突とつ然ぜんの召しよう喚かん。目の前に広がる見知らぬ風景。

　勇者として選ばれた八や坂さか虎こ太た郎ろうには、説明もそこそこに、聖せい剣けんと使命が与あたえられた。

　戸と惑まどっても良かっただろう。押しつけられた使命など、無視しても構わなかったのだ。

　しかし、彼は正義感の強い少年だった。どうやって元の世界に戻もどるか、ではなく、どうすれば人々を救えるのかと考え、行動した。

　その末に、世界を救えたことは誇ほこらしかった。たとえ自分の世界とは違ちがっても、そこに住む人々の笑え顔がおを守れたのは、たまらなくうれしいことだった。

　ひと夏という短い間だったが、この大だい冒ぼう険けんは、きっと一生の思い出になる。

　そう思っていたのだが──。

「おお、勇者よ！　待っておったぞ！」

「え？」

　その翌年、虎太郎は再び異世界に呼び出された。

　以前、召喚された世界ではない。だが、元いた世界とも明らかに異なる。

　精せい霊れいが空を舞まう幻げん想そう的な世界で、虎太郎は再び、世界を救うことを求められた。

「こんなことってあるのかな……？」

　まさかの連続召喚に、さしもの虎太郎も面めん食くらっていた。

　それはそうだ。彼の中では、勇者虎太郎の物語は、もう終わったものだったのだから。

　昨年の夏の終わりに、めでたし、めでたしで幕を閉じたはずなのに──。

　しかし、困っている人がいるのなら、助けない理由などどこにもない。

　涙なみだを流す人々に胸を痛めた虎太郎は、再び、世界救済に乗り出した。

「世界の歪ゆがみは消えました。これで自然も元に戻るでしょう」

「やったー！」

　見み目め麗うるわしい精霊たちの助けを借りて、大冒険の末に、黒幕を討うち果たした虎太郎。

　達成感と思い出を胸に、彼は元の世界に帰っていった──のだが。

「いらっしゃいませー！」

「お待ちしておりました！」

「ささ、この中からお好きな武具をお選びください！」

「……んんんんん？」

　翌年も、その翌年も、翌々年も異世界に召喚されると──。

　流石さすがに、（あれ？　何かがおかしいぞ？）と思うようになった。

　普ふ通つうは行って、戻ってでおしまいだ。アニメや漫まん画がの主人公だって、そう何度も召喚されるわけじゃない。そもそも、それを言い出したら、勇者に選ばれること自体、滅めつ多たにあることではなく──。

（そういうものなんだろう、きっと）

　虎太郎は賢かしこい少年だった。

　若くして達観しているところもあった。

　異世界はある。そのいくつかが危機に瀕ひんしている。

　そして、それをどうにかするために、自分のような存在が呼ばれるのだ。

　虎太郎は、我が身に起きた出来事を素す直なおに受け止めようと思った。

　そして、決めた。

　求められるのならば応じようと。呼んでいるなら応こたえようと。

　自分にその力があるのなら、世界の一つや二つ、三つや四つ──。

　たとえそれが二ケタ、三ケタになろうとも、やれる限りのことはやろうじゃないか。

　思いやりの心と、人一倍の行動力を持つ虎太郎は、どこまでも前向きな少年であった。

　だからだろう。

「お願いします。私の世界を救ってください！」

　突然、このようなことを言われても、彼がさほど驚おどろかなかったのは。




　　　　※




「貴方あなただけが頼たよりなのです！」

（そうか。また、か）

　高校に入学してから、初めての夏休みを迎むかえた日のこと。

　虎太郎の前に金きん髪ぱつ美女が現れて、辺り一面が乳白色の霧きりで覆おおわれた。

　それに合わせて、地面も空も人ひと気けも失うせた。ここにいるのは虎太郎と美女の二人きりだ。

　一体、何が起きたのか。先ほどまで自分は、部屋でくつろいでいたはずなのに！

　と、なれば、熱ねつ中ちゆう症しようか幻げん覚かくか、まずは自分の頭の具合を疑うはずだ。

　だが、八坂虎太郎は勇者である！

　それもただの勇者ではない。何度も世界を救ったベテラン勇者だ。

　今回のようなこと──異世界の女め神がみに召喚されて救世を求められるなど、恒こう例れい行事のようなものだった。さして珍めずらしいことでもない。

「わかりました。魔ま王おうを倒たおす系ですか？　邪じや神しんを封ふうじる系ですか？」

「ふえっ!?　の、吞のみ込みが早くないですか？」

「慣れてますから」

　すっくと立ち上がり、白い歯を光らせて、余よ裕ゆうたっぷりに笑ってみせる虎太郎。

　歴戦の勇者である彼は、急に呼び出されて慌あわてるほど初心うぶじゃない。

「い、一応、魔王を倒す系なんですけど」

「そうですか」

「そうですかって……」

　麗うるわしの女神がぽかんと口を開いてしまうのも、仕方のないことだった。

　相手は仮にも魔物の王である。天を裂さき、地を割り、海を干ひ上あがらせるような恐おそろしい化け物だ。だというのに、目の前の少年には気負った様子もなく、かといって、現実逃とう避ひをしているようでもなかった。

（もしかして、微び妙みように言葉が通じていないのかしら？）

　金髪の女神、イリスは、まずは翻ほん訳やく魔法の不調を疑った。

　もしかすると、【魔王】という単語が【メタボおじさん】に置き換かわっているのかもしれない。それで会話が成立しているのであれば、それはそれで猟りよう奇き的だが──イリスはまず、その可能性を探さぐってみた。

「あの、魔王ですよ？　強くて、怖こわくて、火とか吐はいちゃう……」

「ええ、わかります。最初は余裕ぶっているけれど、いざ追いつめられると、なりふり構わず化け物に変身しちゃうヤツですよね？」

「それです！」

　どうやら言葉は通じているようだ。共通認にん識しきも間ま違ちがってはいない。

　だとすれば、彼は本気で魔王を倒すと言っているのか。

　それも、ゴブリンを倒す時のような気軽さで！

（もしかして、思った以上に凄すごい人が来てくれた……？）

　その通りであった。

　八坂虎太郎、十六歳。今年の春、高校に入学したばかりの少年であり、下ろしたての夏服にはくたびれた箇か所しよがない。整った顔には若々しさと自信が満ちており、しなやかな身体からだにはほどよく筋肉がついている。

　勇者らしく、腰こしに剣こそ下げてはいるが──そこに目をつぶれば、一見、どこにでもいそうな少年である。だが、彼こそは熟練の戦士であり、幾いく度どとなく世界を救った、信しん頼らいと実績のベテラン勇者なのだ。

（思えば色々あったな）

　小学生の頃は伝説の剣を片手に魔神と戦った。

　中学生の頃は能力者たちと激げき闘とうを繰くり広げた。

　そして、高校生となった今も、こうして女神に召喚されている。

　異世界に呼び出された数だけでも、なんと今回で十回目。

　嫌いやでも慣れて、たくましくもなるというものだった。

「さて、と。では、詳くわしい話を聞かせてもらえますか？」

「え、ええ。そうですね。では、魔王軍についての話を……」

　召喚した側だというのに、逆に呆ぼう然ぜんとしていたイリス。

　彼女はようやく気を取り直し、こほんと一つ咳せき払ばらいをしてから話を始めた。

「まず、事の始まりは三百年前。平和だった私の世界に現れたのが、魔王でした」

　よほど辛しん酸さんを舐なめさせられたのか、イリスは終始苦々しげに語った。

　異世界から魔王が攻せめてきたこと。平和だった世界が蹂じゆう躙りんされたこと。戦う力を持たなかった女神イリスは、三百年前も勇者を召喚したこと。そして見事、勇者は魔王を打ち倒し、世界には平和がもたらされたことを。

「と、思っていたのに、魔王に子どもがいたことがわかって、今度はその子どもが魔王を名乗って、世界中を荒あらし回って……！」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、あらましを嘆なげきと共に吐と露ろするイリス。

　そのうち胃に穴が開きそうな女神様は、荒あらい息を吐きながら、虎太郎の手をつかんだ。

「お願いします、勇者よ。どうか、どうか魔王を……！」

　切実な願いはいつものことだ。余程の事情がなければ、わざわざ異世界から勇者を呼び出すわけがない。それでも、ここまで憔しよう悴すいしているのも珍しい。そう思いながら、虎太郎は力強くうなずいた。

「お任せください」

「ああっ！」

　イリスは涙を流さんばかりである。

　彼女の気持ちは、人間である虎太郎にもわからないことはなかった。

　神にとって世界とは、手をかけ、丁てい寧ねいに整えた庭園なのだ。自分そのものと言っても過言ではない大事な空間。そこを侵しん略りやくする魔王など、ネズミかゴキブリのようなものだろう。そのうえ、駆く除じよしたと思った害がい獣じゆう、害虫が再び現れたとなると、取り乱してしまうのも無理のない話であった。

「それでは、よろしくお願いしますね」

「ええ」

　すっかり安心したのか、ほくほく顔のイリス。

　心なしか、動きまでが軽かろやかになったようで、彼女は軽い調子で二度、手を叩たたいた。

　すると、乳白色の霧の奥から、小さな影かげがやってきて──。

「は、はじめまして、勇者さま！」

　現れたのは、愛くるしい天使だった。

　ベビーブロンドの髪かみを二つに分けて結んだ、くりくりとした目の少女。

　見た目だけなら、虎太郎よりもずっと幼い。しかし、小学生にたとえるには、少し大人びたところがあった。子どもでもなく、大人でもない。「少女」という言葉がぴったりと当てはまる天使は、緊きん張ちようした面持ちで虎太郎の前に立っている。

「この子は？」

「天使のリリエルです。若じやく輩はい者ではありますが、導きの力を持っています。きっと魔王のもとへ、貴方を導いてくれるでしょう」

「それは……助かります」

　魔王退治に慣れているとはいえ、仲間がいるというのは、やはりうれしいものだ。

　思わず柔にゆう和わな笑えみを見せた虎太郎は、小さな天使に手を差し出して、

「これからよろしく」

「は、はい！　こ、こちらこそ……」

　緊張からか、それとも照れからか、頰ほほを染めるリリエルと握あく手しゆを交かわした。

「それでは、問題の世界への門を開きます。準備はいいですか？」

「はい。お願いします」

「イリスさま！　わたし、がんばりますね！」

「ええ、期待していますよ──では！」

　かけ声と共に、女神が両手を振ふり上げると、霧の空間に穴が開いた。

　中心へ向けて渦うずを巻き、ゆっくりと霧を吸い込んでいく黄金色の空くう洞どう。

　この先に件くだんの異世界があり、そして、世界を荒らす魔王が待ち構えているのだ。

（さあ、行くぞ！）

　まだ見ぬ敵を想おもい、虎太郎はグッと拳こぶしを握にぎり締しめる。
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　力強い一歩を踏ふみ出し、臆おくすことなく前へと進んでいく。




　そして、彼はお供の天使と共に空洞の中へと消えていき──。




　こうして、勇者虎太郎の新たな冒ぼう険けんが始まった。




　──のだが。
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　　　　１




　イリスの庭を意味する、幻げん想そう世界アイリスガーデン。

　かつて楽園と謳うたわれた世界は、平和と幸せに満ちていた。

　太陽は暖かく地上を照らし、月は優やさしく眠ねむりを見守った。

　人々は笑い、鳥ちよう獣じゆうは山野に遊び、豊かな自然は多くの恵めぐみをもたらした。

　永遠の安息が、ここには確かにあったのだ。

　──だが、それも昔の話である。

　魔王の侵略を受け、魔物が放たれた世界に、在りし日の平へい穏おんはない。

　太陽はかげり、月は姿を消し、暗くら闇やみで悲鳴が響ひびき渡わたる！

　か弱き生き物は引き裂かれ、野花は無残に踏み散らされ、大地は見る間に荒れ果てる！

　今のアイリスガーデンを見て、一体、誰だれが楽園にたとえるだろう。

　そう、ここはまさに地じ獄ごくだ。


　弱肉強食の法が支配する、暗黒の世界なのだ！






　──と、虎こ太た郎ろうは聞いていたのだが。




「……………………あれ？」

　通り抜ぬけた空洞を振り返っては、また、正面に視線を戻もどす虎太郎。

　彼の目の前には、なだらかな丘きゆう陵りようが広がっていた。夏草が揺ゆれる丘おかのそこかしこでは、いかにも警けい戒かい心しんが薄うすそうな羊が草を食はんでいる。晴れ渡った夏空には猛もう禽きんらしき姿があり、それは翼つばさを大きく広げ、ゆったりと上空を旋せん回かいしていた。

　平和な光景である。

　十人に見せれば、全員が「のどかだ」と断言するような、牧歌的な土地だ。

　イメージとのあまりのギャップにずっこけてしまいそうになったが──。

　強い疑問が湧わき上がってきて、虎太郎はもう一度、通ってきた道を振り返った。

「すみません、お待たせしました！」

　空間に空いた穴からピョコンと飛び降りてきて、おさげを揺らす愛らしい少女。

　輪を消し、羽をしまい、旅装束に身を包んではいるが、彼女が虎太郎をこの世界に連れてきた天使であることに変わりはない。

「さあ、いよいよ、旅の始まりですね」

　リリエルは神しん妙みような顔をして、グッと体に力を入れている。

　虎太郎のように戸と惑まどってはおらず、「あれ？　あーっ！　転移先を間ま違ちがえました！」と、騒さわいでいるわけでもない。だとすると、ここが件の異世界、アイリスガーデンということになる。

　──こんなにのどかなのに？

　事前に聞いていた話と、目の前にある現実がどうにも合がつ致ちしない。

　無視するには大きすぎる違いに、虎太郎はたまらずリリエルに問いかけた。

「えっと、リリエルちゃん？」

「リリィでいいですよ、勇者さま」

「じゃあ、リリィちゃん……その、聞きたいことがあるんだけど」

「はい！　なんでしょうか？」

（うっ……！）

　早々に頼たよりにされたことが嬉うれしかったのか、リリエルは目をキラキラと輝かがやかせ始めた。

　それだけではない。虎太郎を見上げる彼女は、わずかに頰を赤く染め、どんな質問にも答えてみせようと意気込んでいる。その表情、その姿勢からは、導きの天使としての誇ほこりが感じられたのだが──。

　そんな彼女に、「行き先、間違えてない？」と聞くのは抵てい抗こう感があるものだ。

　結局、虎太郎はやんわりとした口調で、遠回しに問いかけることにした。

「ここが、アイリスガーデンなんだよね？」

「はい、そうですが？」

　幸いにして、リリエルは真意には気づかなかったようだ。

　特に勘かん繰ぐるような様子を見せず、あっけらかんと、ここが予定通りの目的地だと──。

　それはそれで問題がある。

「魔ま王おうに侵略されているんだよね？」

「ええ、そうなんです」

「魔物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているんだよね？」

「嘆かわしいことですが……」

「……どこが？」

　辺りを見回し、平和を再さい確かく認にんした虎太郎は、今度こそ大きな疑問をリリエルにぶつけた。

「どう見てものどかな放牧地に見えるんだけど……」

　魔物の脅きよう威いに晒さらされているどころか、下手をすると子どもが昼ひる寝ねでもしていそうだ。

　マイペースに草を食む羊たちを横目で見ながら、虎太郎は明らかに困こん惑わくした表情を浮うかべていた。

「油断してはいけませんよ、勇者さま」

　そんな虎太郎に対し、リリエルは険しい顔をして、ゆるゆると首を横に振る。

「一見、平和そうな景色の中にこそ、魔物の脅威は潜ひそんでいるのです」

　親が子どもを諭さとすように。蒙もう昧まいな愚ぐ者しやの目を開かせるように。

　導きの天使が、そっと勇者に語りかける。

　すると、あれだけ穏おだやかに感じられた空気が、途と端たんに緊きん張ちよう感かんを孕はらんでいき──。

（──まさか！）

　間違っていたのは、自分だったというのか。

　この世界は、事実、女め神がみが震ふるえ上がるような地獄であり──。

　そのことに、自分だけが気づいていなかったとでも？

　なまじ場数を踏んだせいで、己おのれの中に慢まん心しんが生まれていた。

　ここが見知らぬ異世界であることを、完全に失念していた。

　そのことを悟さとり、振り返る刹せつ那なの時間。それは、致ち命めい的な隙すきとなった。

「っ！　勇者さま！」

　リリエルは叫さけんだが、もう間に合わない。

　気配なき襲しゆう撃げき者は、今や大きく体を広げ、虎太郎の視界を埋うめ尽つくしていた。

　彼は咄とつ嗟さに、腰こしに下げた剣けんに手を伸のばしたが──。

　もう、何もかもが手て遅おくれで──。




　べちょ。




　それから間もなく。

　やたら粘ねん着ちやく質しつな音を立てて、一いつ匹ぴきのスライムが虎太郎の顔に張りついた。

　棒立ちになった虎太郎の顔に、パイ投げを受けたかのように広がる水色の粘液。

　周囲の牧歌的な光景も手伝って、それはそれはシュールなものだった。

「いやぁぁぁぁぁ！」

　リリエルは騒いでいるが、虎太郎は落ち着き払はらったものだ。

　こんなもの、どうということはない。気配が感じられなかったのも当然だ。

　強酸で肉を溶とかすわけでも、猛もう毒どくを染しみ込ませるわけでもない。無限に増ぞう殖しよくするわけでも、人体を乗っ取るわけでもない。ただ人の顔に張りついて、窒ちつ息そくさせようとするスライムなど、雑ざ魚こもいいところだ。

　ただ、今の自分の姿を考えると、どうしようもなく虚むなしい気持ちになって──。

　虎太郎は無言でスライムを引き剝はがすと、それを空中に放ほうり投げた。

「わあっ」

　そして、剣を抜き放っての一いつ閃せん。

　その流りゆう麗れいな動きは、慌あわてふためいていたリリエルでさえ、思わず見み惚とれてしまうものだったが──どうにも締しまらないスタートを迎むかえてしまい、虎太郎は微び妙みように落ち込んだ顔を見せていた。




　　　　２




「あれが強い部類の魔物だった？」

　衝しよう撃げきの事実であった。

「はい。槍やりも剣も通用しない魔物……だったんですけど」

　怪け訝げんそうな顔をして、リリエルは何度も首を傾かしげる。

　彼女の常識では、スライムは火で炙あぶるか、魔法でダメージを与あたえるか、特定の手段でなければ倒たおせない部類の魔物だった。それを剣で倒してのけるとは、これが勇者の力というものか。感心するような、釈しやく然ぜんとしないような、不思議な気持ちを味わうリリエル。

「……ただのスライムが？」

　一方で、虎太郎も強い違い和わ感かんを覚えていた。

　これまでに、スライムが脅威と見なされた世界があっただろうか？

　天候を自在に操あやつる邪じや精せい霊れい。隊列を組んで迫せまる機械兵士。物理法則さえ捻ねじ曲げる魔神の眷けん属ぞくに、山のように巨きよ大だいな暗黒龍りゆう。「強い部類」とはそういった相手を指すのであって、決して、一ひと太刀たちで倒せるような魔物ではなかった。

　少なくとも、虎太郎の経験から言えばそうだ。

　これまで知り合った異世界人たちも、おそらく、同じように感じるはずだ。

　──もしかして。

　考えを進めるうちに、虎太郎の中に一つの懸け念ねんが浮かんでくる。

　彼はそれを振ふり払うかのように、どうにか現実を否定しようとして、

「この世界では、スライムが脅威なの？」

「え、ええ。そうですね」

「ああいったのがこの世界の魔物なんだ？」

「その通りですが……」

「もっとこう、波のように押し寄せる魔ま獣じゆうが！　とか、空を埋め尽くすドラゴンが！　とか、大地を焼き尽くすミサイルの雨が！　とか、そういうのではなく？」

「なんですか、その地じ獄ごく絵図は!?」

　考えるだに恐ろしいことを言われ、すくみ上がるリリエル。しかし、その地獄を何度も体験した虎太郎は、ここも似たようなものだと思っていたのだ。外部の人間に頼らざるを得ないほど、どうしようもなくなった世界だと。

　だが、現実にあるのは、想像とは大きく異なる穏やかな世界で──。

（もしかして、もしかすると……）

　決意を固めた勇者としては、考えたくもないことだったが。

　もしかすると、ここには──。




『別に勇者とかいらないんじゃない？』




　虎太郎の心境を代弁するかのように、どこからか声が響ひびいた。

「えっ？」

　一体、誰だれの声なのか。見晴らしのいい丘には隠かくれる場所もなく、また、遠くにも人ひと影かげはない。魔物の幻げん術じゆつかと勘かん違ちがいしたリリエルが慌てて周囲を警けい戒かいしているが、そのような気配は少しも感じられない。

　当たり前だ。彼女は最初からずっと、二人のそばにいたのだから。

「スライムが強いって……」

「わわっ!?」

　くすくすと笑い声を漏もらしながら、虎太郎の剣から一人の少女が現れた。

　剣が帯びた紫むらさき色いろの光。それが煙けむりのように立ち昇のぼり、少女の姿となったのだ。

「この様子だと、魔王も大したことないんじゃない？」

　長く艶つややかな黒くろ髪かみや、紫や黒を基調としたドレス。それらをふわりと揺ゆらしながら、虎太郎のそばでおかしそうに笑う少女。ランプの精を思わせる彼女こそが、先ほど、ぽつりと呟つぶやいた人物である。

「そんなこと言うなよ」

「あなたもそう思ってるくせに」

　突とつ然ぜん現れた少女に、虎太郎は驚おどろくことさえしなかった。

　むしろ、軽口をたしなめるなど、遠えん慮りよのない態度を取っている。

　きっと、長いつきあいなのだろう。気の置けない関係なのだと、一目でわかる。恋こい人びとというよりは、まるで兄きよう妹だいか家族のような二人の姿に、リリエルは強い絆きずなを感じていた。

「勇者さま、その方は」

　言いながら、リリエルは薄うす々うす感づいていた。

　勇者の剣の化け身しん。幻げん想そう的なまでの美しさ。漂ただよう気品と、この世ならぬ者の気配。

　間ま違ちがいない。彼女は、彼女こそは──！

「ああ、こいつは魔まじ……」

「守護天使さまですね!?」

「……んん？」

　虎太郎の答えを遮さえぎって、リリエルが興奮した声を上げた。

「うわぁ、感激です！　こんな場所で守護天使さまに会えるだなんて！」

　感かん極きわまったとは、まさにこの事。喜色満面、ぴょこぴょこと飛び跳はね始めたリリエルは、それでも興奮が収まらないのか、今にも辺りを駆かけ回りそうだ。

「しかも勇者さまの守護天使！　いいなあ、憧あこがれだなあ……」

「いや、あの」

「そうだ！　サインください！　あっ、ここに、リリエルちゃんへ、って！」

　虎太郎の言葉も、もう耳には入らない。鞄かばんからインクと羽根ペンを取り出したリリエルは、目を白黒させる少女に突とつ撃げきし、押しつけるように手帳を差し出した。

「エ、ク、セ、リ、ア……エクセリアさま！」

「え、ええ」

「素す敵てきなお名前！」

　サインを胸に抱だいたリリエルは、天にも昇る心地ここちであった。

　対照的に、虎太郎たちは啞あ然ぜんとしていたが──これは無理からぬ話なのだ。

　若い天使にとって、人を見守り、導く守護天使は、憧れの役職である。特に、偉い人じん、聖人を守護する者は、天使の中の天使として尊敬されていた。そのようなカリスマと、初心うぶな天使がばったり出会おうものなら、結果は推おして知るべしである。

　もっとも、エクセリアが守護天使だというのは、完全に誤解であったが──。

「いや、こいつは」

「ああ、思わぬところで家宝ができました……！」

「……う～ん」

　今のリリエルは、まともに話が聞ける状態ではない。

　また、守護天使というのも、あながち間違いではなかった。

　エクセリアは素す性じようこそいわくつきの少女であったが、この十年間、ずっと虎太郎のそばにいて、彼の助けとなっていた。彼女がいたからこそ、また、彼女が宿った剣があったからこそ倒せた敵も多い。

　怠たい惰だで意地悪なところもあるが、功績だけを抜ぬき出せば、立派な守護天使と言えるのではなかろうか。そう考えた虎太郎は、今はリリエルをそっとしておき、折をみて真実を打ち明けることにした。

「さあ、行きましょう！　冒ぼう険けんがわたしたちを待っています！」

　依い然ぜんとして興奮冷めやらぬ様子で、先導を始めるリリエル。

　近くに見える街かい道どうへ出て、どこかの村か街へ虎太郎たちを誘いざなおうというのだろう。

　小さな体にやる気をみなぎらせ、導きの天使はてくてくと歩を進めていく。

「可愛かわいいものね」

　その後ろを虎太郎が歩き、彼の背後にふわりと浮うかんだエクセリアが続く。

「私のことを、よりによって守護天使だなんて……ふふっ、本当のことを知ったら、あの子、どんな顔をするかしら」

「いじめるなよ」

　虎太郎のきつい視線をさらりと受け流し、目に愉ゆ悦えつの色を浮かべるエクセリア。

　剣に宿り、勇者と共に数々の世界を救ってきた彼女だが、その性質がまったくの善であるとは限らない。サディスティックに笑う少女の顔は、天使というよりは、むしろ、悪あく魔まに近いものがあり──。

「それにしても、ほんと平和ね。あなたがいる意味、あるの？」

「うっ……！」

　虎太郎の肩かたに寄りかかりながら、エクセリアが痛いところを指し摘てきする。

　そうだ、それは虎太郎も考えていたことだ。地獄と言われたその場所が、まさか、ここまで平和な世界だとは。勇者の存在意義さえ消えてしまいそうなのどかさは、これまでに経験したことがないものだった。

「『お任せください』。『お任せください』だって。このベテラン勇者様に任せてくださいってこと？　こんな、子どもでも救えそうな世界を？」

「ううっ……！」

　虎太郎の声こわ色いろを真ま似ねしながら、エクセリアはにやにやと意地悪そうな笑えみを浮かべる。

　基本的にものぐさであるが、虎太郎をからかう時だけは活いき活いきとするのがエクセリアという少女だ。長年のつきあいの気安さから、虎太郎の頰ほおを人差し指でつつきながら、面おも白しろそうに反応をうかがうエクセリア。

「もう放っておいてもいいんじゃない？　どうせ魔ま王おうも大したことないわよ。暑いし、不便そうだし、元の世界に帰りましょう？」

　更さらには、堕だ落らくに導こうとする悪魔に対し、勇者は──。

「いや、救うぞ。引き受けたからには全力を尽つくす！」

「ふうん？」

　気き炎えんを上げる虎太郎を、興味深そうに見つめるエクセリア。

　彼女の前で、なおも虎太郎は意気込みを語る。

「ここには救いを求める人がいて、俺には勇者としての力がある。それが全すべてだ。敵が強いか、弱いかは問題じゃない。それに……」

「それに？」

「最後まで投げ出さなかったから、お前を救うこともできた……そうだろう？」

「……」

　エクセリアは答えなかった。不意を衝つかれた彼女は、少しの間、固まって、

「まあ、好きにすればいいんじゃない？」

　とだけ言い残し、剣けんの中へと戻もどっていった。

　その際、彼女の耳が少し赤くなっていたのだが、

「……よし、行くか」

　幸いにして、虎太郎には気づかれなかったようである。




　かくして、勇者虎太郎の冒険は、本当の意味で幕を開けた。

　多くの死線を越こえてきた虎太郎にとって、この世界は行楽地のようなものだ。

　緊きん張ちよう感かんを保とうにも、どうにも気が抜けてしまう、張り合いのない平和な世界。

　しかし、勇者としての矜きよう持じと正義感から、彼はやる気の炎ほのおを燃やすのであった！




　──あった。

　あったのだが。

　アイリスガーデンの生なま温ぬるさ、そして、危機感のなさは、ただ事ではなかった。
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　世界広しといえども、フランセーズに比ひ肩けんする国はない。

　最さい先せん端たんの教育。華はなやかな文化。魔ま物ものを蹴け散ちらす軍事力に、国土に刻まれた長い歴史。

　東西南北あらゆる国に、その威い光こうを遍あまねからしめる。

　おお、素す晴ばらしきは我らが祖国。フランセーズに栄光あれ！




　という歌を、素面しらふで書き上げ、臆おく面めんなく国歌にするのがフランセーズという国だ。

　国こく威い発はつ揚ようのために、ことさら勇ましい歌を選ぶのは国家の常だが、それにしても誇こ張ちようが過ぎるのではなかろうか。そう高をくくっている者ほど、彼かの国を訪おとずれた際、その豊かさを知って驚くものだ。

　おお、素晴らしきは我らが祖国。フランセーズに栄光あれ！




　──ちょっと待て。

　──魔王に荒あらされてるって話はどこに行った？




　丘きゆう陵りよう地帯から歩くこと小一時間。

　街道の行き着く先にあったのは、フランセーズの王都、アヴァロンだ。

　古くから交通の要よう衝しようとして栄えてきた交易都市。今も増築が重ねられ、雪だるまのように膨ふくらんでいる巨きよ大だいな街は、それでも収まらないというように、多くの人で溢あふれており、

　──いやいや、気にしたら負けだ。

　──その道は、さっき通り過ぎた道だ。

　その街のにぎやかさを感じる度たび、虎太郎の胸中にはむくむくとツッコミが湧わき上がっていた。しかし、つい先ほど、その辺りのことは気にしないと決めたのだ。細かなことにいつまでもこだわっていても仕方がない。アヴァロンの正門脇わきで、虎太郎はぶるぶると首を振ふって気を取り直した。

「それで、これからの予定は？」

　この街に立ち寄ろうと決めたのはリリエルである。導きの力を持つという彼女のことだ。虎太郎には見えていない道が見えているのだろう。

「情報収集に努めようかと」

　思ったよりも見えていなかった。

「あれ？　あなた、導きの天使じゃなかったの？」

「すみません。わたし、まだ上手うまくこの力が使えなくって……精度を上げようと思ったら、現地での情報収集が欠かせないんです」

「行き当たりばったりもいいところね」

「すみません！　すみません！」

　ひょこっと剣から現れたかと思うと、面めん倒どう臭くさそうにため息を吐はくエクセリア。

　看板に偽いつわりあり、ではないが、欠点が明らかとなり、ぺこぺこ頭を下げるリリエル。

「まあ、ナビゲーターがいるだけありがたいよ。俺とエクセリアだけだったら、あの丘おかからどこに行けばいいのかもわからなかった」

「勇者さま……」

　優やさしい言葉をかけられたリリエルは、ジーンと胸を震ふるわせていたが、虎太郎は意識してフォローしたつもりはなかった。実際、案内役なしにこの世界に放ほうり出されたら、今ごろ途と方ほうに暮れていたはずだ。自分が動かなければ、何も起きず、そのまま一日が終わってしまいそうな、このアイリスガーデンでは──。

「それじゃ、情報を集めるか。聞き込みをすればいいのかな？」

「ああ、いえいえ！　それはわたしの仕事です！　勇者さま方を連れ回すわけにはいきません！」

「いや、リリィちゃんにだけ任せるわけには」

「わたしは戦いでは役に立たないので、これぐらいは！」

　配はい慮りよと遠慮がぶつかり合って、奇き妙みような均きん衡こうが生まれてしまった。

　往来から外れているとはいえ、「いやいや」、「いえいえ」と繰くり返す二人は、嫌いやでも衆目を集めてしまう。流石さすがに見かねたエクセリアが、

「適材適所ってやつでしょ」

　と、呆あきれ顔でぼそりと呟つぶやくと、

「そうです！」

　リリエルは、胸の前でパンと両手を合わせて、救われたような顔をした。

「勇者さま方は、この世界にいらっしゃったばかり。今日のところはゆっくりと過ごされて、この世界、この国に慣れていただいた方がよろしいかと」

「……それもそうか」

　今度は虎太郎がハッとする番だった。

　何かしよう、何かしなければという意識ばかりが先行し、ここが不慣れな異世界だということを忘れていた。まずはアイリスガーデンという世界に慣れなければならない。それがどの世界でも変わらない、被ひ召しよう喚かん者の基本である。

「それでは、わたしは行きますね？　夕暮れ時に、あの宿で落ち合いましょう」

「ああ、わかった。頼たのんだよ、リリィちゃん」

「はい！」

　任されました！　と笑顔で示し、リリエルは雑ざつ踏とうの中へと駆かけていく。

　その慣れた足取り、危なげない動きに、わずかに残っていた心配を消して、虎太郎は改めてアヴァロンの街に目を向けた。




「おう、どけどけ！　道を空けろ！」

「安いよ、安いよ！　持ち帰りもできるよ！」

「さあさ、お兄さん、寄っといで！　今夜の宿はうちで決まり！」




　石造りの町並みの中を、様々な人が行き交かっている。

　威い勢せいのいい声を上げ、荷馬車を問屋街へと走らせる者。食堂の入り口で手を叩たたき、腹を空すかせた旅人を引き寄せる者。恰かつ幅ぷくのいいおばさんは、きっと宿屋の女将おかみさんだ。人ひと混ごみの中でもよく通るその声は、親しみと安心を感じさせた。

　アヴァロンの門前広場、そのどこに目を向けても、同じような光景が見られる。暗く沈しずんだ顔の者などいない。まるでお祭り騒さわぎのように、皆みなが皆、街の陽気な雰ふん囲い気きを作り出している。その和なごやかさに、虎太郎は目を細め、

「これって普ふ通つう、エンディング後の光景だよな？」

「とうとうツッコんだわね？」

　どうしても、一言言いたかった。いや、言わずにはいられなかった。

　平和じゃん、と。勇者は必要あるのかな？　と。

「す、すまない。つい！」

「勇者も難なん儀ぎなものよねえ……」

　ある意味では見慣れた景色、救われた後の世界と同じ光景を目にし、ついつい、虎太郎の口からぽろりと本音が漏もれてしまった。それを耳みみ聡ざとく拾ったエクセリアは、ジト目で肩かたをすくめると、

「まあ、いいんじゃないの？　そこまで気を張らなくても。旅行に来たって思えば、さ」

「うーん、そうは言ってもな」

「……あなたってオンオフの切り替かえ方、下手っくそよね」

「ぐはっ……！」

　勇者虎太郎に、容よう赦しやのない言葉が突つき刺ささる！

　そのダメージたるや、先ほどのスライムが与あたえたものなど比ひ較かくにならない。相棒ならではの気安さで、痛いところを突くエクセリアであった。

　ただ、そんな彼女も、

「勇者にだって休息は必要でしょ？　これまで馬ば鹿かみたいに真面目まじめに働いてきたんだから。休める時は休んで、楽しめる時は楽しめば？」

「……ああ」

　たまには虎太郎を気き遣づかうことがある。

　それを知っている虎太郎は、パートナーの助言を素す直なおに受け止めることにした。

　確かに、最近は戦い続きであった。地下帝てい国こくの本部を爆ばく破はしたり、世界ワール調停ドル機関ーラーなる秘密結社に追われたり、魔ま法ほう少女に使い魔契けい約やくを迫せまられたりと散々だった。夕暮れまでの半日間だが、ここらでしばらく羽を休めるのも悪くはない。

　そう考えた虎太郎はにっこりと笑い、

「よし！　それじゃ、のんびり過ごそうか！」

「そうそう、その調子よ。それじゃ、まずはどうする？」

「そうだな………………………………」

「……ちょっと、虎太郎？」

「…………………………思いつかない」

「は？」

「え、いや、ちょっと待て。いや、でも……思いつかない……!?」

「はぁ？」

　景気のいいことを言ったかと思うと、すぐにも深く考え込んで、わなわなと体を震わせ始めた。そんな馬鹿な、何かあるだろうとぶつぶつ呟くその姿からは、普ふ段だんの余よ裕ゆうが感じられない。

「あなた、まさか……」

　もう長いつきあいである。エクセリアには、すぐにもピンと来るものがあった。

　まさか、そんなことはないだろうが──いや、それしか考えられない。

　要するに虎太郎は、

「ヒマ潰つぶしもできないの？」

　図星であった。肩を落とし、こくりと首を縦に振る虎太郎。

「こんなこと初めてだから、何をすればいいのか見当もつかない……」

　まるで、趣しゆ味みを持たずに定年を迎むかえたサラリーマンのようである。

　これだけ華はなやいだ街を前にして、よくもまあ、そんなことが言えたものだ。

　──ただ、仕方のないことではあった。

　長期休きゆう暇かになると異世界に呼び出され、日常生活においては非現実的な事件に巻き込まれる。それに備えるために、空いた時間は鍛たん錬れんに費ついやした。超ちよう勇者体質とも言える虎太郎の生活に、ゆとりや余暇など存在しない。

　そんな少年に、ぽんと自由時間を放り投げても、どうしようもないというものだ。助けを求める声を無視すれば、あるいは、違ちがった人生を歩めたのだろうが──無む慈じ悲ひな対応ができるようなら、今ごろここには立っていない。

「あなたってろくな青春送ってないわね……」

「うぐっ！」

　人を助けて三百六十五日。聞こえはいいが、まさに暗黒の青春時代だ。

　さしものエクセリアも、今ばかりは憐あわれみの情を抱いだいてしまった。

「まあ、今までの分、余計に楽しむって考えれば……」

「そ、そうだよな！　まだセーフだよな？」

　どちらかと言えばアウトである。

　年とし頃ごろの少年が「遊び方がわからない」とは何事であろうか。虎太郎の一本気なところは嫌きらいではなかったが、もう少し融ゆう通ずうが利きく性格に育てればよかったかしらと思うエクセリアであった。

「しかし、本当にわからないな。こういう時、みんなどうするんだ？　素す振ぶりか？」

「……あなたはもう黙だまってて」

　雑踏に目を向けて、出てきた答えがそれか。

　この中の誰だれが、どこで、素振りなどしているというのか。軍人や冒ぼう険けん者ならいざ知らず、相手は旅人や町人だ。腕うでに覚えのある者もいるだろうが、こんな街中で抜ぬき身の刃やいばを振り回せば、通り魔扱あつかいされてあえなく御ご用ようとなる。

　それがわからぬ虎太郎では──いや、もしかして、本当にわかってない？

　思い返してみれば、これまで訪おとずれた世界で、彼が常識を学ぶ機会があっただろうか。

『勇者よ、路銀に困ったら、人の家のたんすを漁あさりなさい』

『え、でも、それって悪いことなんじゃ……』

『よいのです。今は国難の時。魔王に対たい抗こうするための、臨時徴ちよう収しゆうというものです』

『りんじちょうしゅう！』

『目立たない位置にあるたんすほど狙ねらい目ですよ。遠慮なくむしり取るのです』

『はい、わかりました！』

　三度目の冒険の時点でこれだ。

　あの女王様も、よくもまあ、小学生に空き巣を勧すすめたものである。

『勇者よ、肝きもに銘めいじておくのだ。攻こう撃げきこそが最大の防ぼう御ぎよだとな』

『どういうことですか？』

『速すみやかに敵を無力化すれば、被ひ害がいが出ようがないということだ』

『理にかなってる！』

『先制攻撃を心がけよ。敵の話など聞く必要はない。出会い頭がしらに最大火力をぶち込んで、有う無むを言わさず決着をつけるのだ』

『はい、わかりました！』

　五度目の異世界も酷ひどかった。

　仮にも神が、勇者に奇き襲しゆうを教えるとはとんでもない話だ。

　正々堂々とか、王道という言葉は、どこに置き忘れてしまったのだろうか。

『甘いな。貴様は甘い、八や坂さか虎太郎』

『なにっ！』

『初対面から妙みように親身なお姉さんなど……敵に決まっているだろうがっ！』

『ば、馬鹿な……っ!?』

『あいつを信じた己おのれの未熟を恥はじるんだな』

『くそぉ、くそぉぉぉぉぉ！』

　虎太郎が中学生になってからも、非常識な師は尽つきなかった。

　その中でも特に、やたら斜しやに構えた超ちよう能のう力りよく者集団は、妙にひねくれた視点で世の中を見ていたように思う。彼らに虎太郎が感化されないよう、エクセリアも苦労したものだ。

　──仕方ない。ここは私がリードするか。

　物もの憂うげにため息を吐はいたエクセリアは、休日の過ごし方も知らない勇者様の腕を取り、大通りへと進んでいく。

「おい、どこに行くんだ？」

「とりあえず、何か美味おいしいものでも食べましょう。お腹なか空いたわ」

　滞たい在ざい費用は、事前にリリエルから受け取っている。

　彼女から、好きに使っていいと言われたのだ。食事の後、劇を見るのも悪くない。甘いものを屋台で買って、食べながら歩くのもいいかもしれない。几き帳ちよう面めんな虎太郎は、無計画な散財を嫌うであろうが──なに、休日とはそういうものだ。

「お店は虎太郎が決めて」

「はいはい」

　わがままなお姫ひめ様さまに振ふり回されながら。

　その実、彼女にリードされながら。

　勇者様は、苦く笑しようを浮うかべながら、良さそうな店を探し始めた。
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（ちょっと遅おくれそうかも）

　ポンチョのようなマントを揺ゆらし、夕暮れの街を一人の少女が駆かけていく。

　情報を集めるのに手間取って、意外と時間がかかってしまった。気づけばもう夕暮れ、待ち合わせの時間である。

　しかし、リリエルの顔に曇くもりはない。次の目標はしっかりと頭に浮かんでいた。情報のインプットが必要だったり、直近の道筋しかわからなかったりと、未熟で不完全な力ではあるが──ちゃんと結果を出せるのだ。そのことが嬉うれしくて、彼女は、くふふ、と小さな声を漏らして笑った。

（それにしても、すごいことになっちゃったな）

　まだ幼かったころ、母親に何度もせがんだ英えい雄ゆう譚たん。

　召しよう喚かんされた勇者が、美しい天使に導かれ、遂ついには魔王を討うち果たす物語。

　重要な場面は今でも諳そらんじることができるほど、リリエルはその話が好きだった。

　なぜならば、その物語は、アイリスガーデンで実際に起きた事であり──。

　しかも、物語に登場する天使とは、大好きな母のことなのだ！

　母は大らかで聡そう明めいな天使だった。子どもを産んだことで力を失ってしまったが、それでも多くの天使に慕したわれる良き先達だった。その母から受け継ついだ力で、母のように勇者を導いている。魔王の再来を喜ぶわけではないが、まるで自分が物語の登場人物に重なるようで、リリエルは密ひそかに胸を高鳴らせていた。

（勇者さまがいて、守護天使さまがいて、魔王がいて……そして、わたしがいる）

　スライムを一刀両断する勇者や、あの可か憐れんな守護天使、それに強大な魔王に比べると、自分だけ力不足な気がしたが──先代の導きの天使だった母も、同じぐらいの歳としで、見事、務めを果たしたのだ。

　その血と力を継ぐ自分も、やってやれないことはない。

「えーい、がんばるぞー！」

　沈しずみかけていた心を奮い立たせ、リリエルは力強く、大通りを駆けていった。




　昼間とは打って変わって、門前広場は人ひと影かげもまばらだった。

　もうすぐ夜の帳とばりが下りるのだ。それと同時に、アヴァロン各所の門は閉とざされる。

　今さら街の外に出て行く者などおらず、外から入ってくる者も少ない。反面、繁はん華か街がいや食堂、宿屋のにぎわいは相当なものがあり、待ち合わせ場所にたどり着いたリリエルは、二、三歩進むのにも一苦労していた。

「うわっぷ」

「おっと、ごめんよ」

「むー!?」

「あら、いたずらっ子ちゃん」

　待ち合わせの場所に指定した宿屋。

　その食堂で、おじさんのビール腹にはね飛ばされたり、お姉さんの豊満な胸に挟はさまったりと、人ひと混ごみの中でもみくちゃにされるリリエル。そのうち背は伸のびてくるはずだが、今ばかりはそれを前借りしたいと思いながら、小さな天使は虎太郎たちの姿を探す。

「ここにいるはずなんだけど……あっ！」

　窓から差し込む夕日と、淡あわいランプの光に照らされたホールの隅すみで。

　精せい悍かんな顔つきの少年と、ドレス姿の美少女が、向かい合って静かに語らっていた。

　何度見ても、お似合いという言葉が似合う二人だ。ただお茶に口をつけるだけでも、ただ相手の言葉に微ほほ笑えむだけでも、まるで絵画のように様になっている。そう考えているのはリリエルだけではないようで、彼女の周りでは、ほうっと感かん嘆たんの息が漏もれていた。

　──いけない、いけない！

　ただでさえ遅おそくなってしまったのだ。見み惚とれている場合ではなく、これ以上、待たせてしまっては申し訳が立たない。我に返ったリリエルは、ぱたぱたと足音を立てて、虎太郎たちへと近づいていった。

「すみません、お待たせしてしまい……」

「ああ、リリィちゃん。お疲つかれ様」

　ナビゲーターでありながら、相手を半日も放置してしまった。

　そんなリリエルに対しても、虎太郎は和なごやかな顔を崩くずさない。それどころか、優やさしいねぎらいの声をかけてくれる。彼の向かいにいるエクセリアもそうだ。特に気にした様子も見せず、涼すずしい顔をして報告を待ってくれている。やや盲もう目もく的な見方であったが、リリエルはそう思い込み、またまた、ジーンと胸を震ふるわせていた。

「それで、結果はどう？　次にすることはわかった？」

「あっ、はい！　バッチリです！」

「流石さすが、導きの天使様。頼たよりになるね」

「え、えへへ」

　小さな子に対するような──まあ、実際、リリエルは十二歳そこそこなのだが──態度が気になったが、それよりも褒ほめられた喜びが勝った。もじもじとするリリエルは、はにかみながら、早さつ速そく、結果を伝えようとするも、

「でも、俺たちも気になる情報を見つけたんだ。これは見過ごせないものだと思う」

「──えっ!?」

　思わぬ言葉に、びくりと体を震わせた。

　──まさか。そんな、まさか！

　この短時間で、しかも、次元を隔へだてた異郷の地で、自力で手がかりを見つけたというのか！　リリエルでさえ時間いっぱいかかったというのに、こんなにも余よ裕ゆうたっぷりに！

「リリィちゃんの意見も聞きたい。これについて、君はどう思う？」

「は、拝見します……！」

　神しん妙みような顔つきで、洋紙の束を差し出してくる虎太郎。

　それを震える手で受け取って、リリエルはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　──厚い。それに、重い。

　情報量だけで比べるならば、リリエルの完敗だ。まだ中身は見てもいないが、生半可な情報を勇者が重要視するわけがない。で、あるならば、これは未来を示す神しん託たく板だ。精度もおそらく、リリエルのそれを上回っている──。

　侮あなどっていたのかもしれない。少女が思い描えがく理想像。それさえも凌りよう駕がするのが、勇者というものなのかもしれない。そんな存在に、「がんばる」程度で並べると思っていたのか。自分の浅はかさに涙なみだしそうになりながら、リリエルは、そっとページをめくり、




『温泉特集！　フランセーズ南部を巡めぐる旅！』




「……………………あれぇー!?」

　そこに躍おどるカラフルなワードに、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

『家族でサマーバケーション！』

『古都を訪ねて』

『真夏の海かい鮮せん祭り！　夏は迷わず海に行け！』

　めくってもめくっても、現れるのは観光地の宣伝ばかりだ。

　どこをどう探しても、魔ま王おうのまの字も記されていない。

「これ、旅行雑誌だ!?」

　最後のページまでめくり終え、ようやくその結論に至ったリリエル。そんな彼女に、虎太郎は至って真面目まじめな顔で、

「温泉に行ってみたい気もするが、海鮮祭りも捨てがたい……どっちがいいと思う？」

「勇者さま、どうしちゃったんですか!?」

　見た目は同じでも、まるで別人になったようだ。

　この半日の間に、一体、何があったのだろうか。

　縋すがるような、問いかけるような目を、リリエルはエクセリアへと向けた。

　すると、先ほどから黙だまりこくっていた彼女は、重々しく口を開き、

「これまでの反動ね」

　と、呆あきれ顔で短く言い捨てた。




　　　　５




　──リリエルが異変に気づく数時間前。




　繁華街へと移動した虎太郎は、物もの珍めずらしそうに辺りを見回していた。

「すごいな。目が回りそうだ！」

　門前広場は、いかにも玄げん関かんという作りだった。人や物がよどみなく流れるように、機能面が重視され、空間的なゆとりを持って設計されていた。対して、繁華街はその名の通り、豪ごう華か絢けん爛らん──というより、混こん沌とんとしていた。

「ポーション安売り！　ポーション安売り！　限定特価大放出！」

「整理券をお持ちのお客様～。開場の準備が整いました～」

「おっと、お兄さん。この剣けん！　この剣の鋭するどさを見てやって！」

　道みち幅はばが狭せまい。路地が多い。通りに面した全すべての建物が、何かしらの店で出来ている。

　店員は大声を張り上げて客を呼び、興味を引かれた者は足を止め、そこかしこで小さな渋じゆう滞たいが生まれていた。

　気弱な者が見れば、近づくことさえはばかられそうだ。

　しかし、虎太郎はかえって面おも白しろそうに、あちらこちらに視線をやっていた。

「おっ、リア！　あれ、なんだと思う？」

「さあ？　そんなの、私が知るわけ……」

「おお！　すごいぞ！　魔ま法ほうってあんなことにも使えるんだな！」

「……は～」

　やれやれと嘆たん息そくし、エクセリアは飛び出していった虎太郎の後を追った。

　──あんなにまあ、目を輝かがやかせちゃって。

　ガラクタみたいな商品に食いついて、子ども騙だましのような大道芸に歓かん声せいを上げるなど、どれだけ娯ご楽らくに飢うえていたというのか。羽目を外せと言ったのはエクセリアだったが、思った以上に反応が大きい。

「おーい、美味おいしそうなものがあったぞ！」

　目を離はなした隙すきに、ちゃっかり食べ物まで買ってくるし──。

　──ちょっとテンションがおかしくない？　初めて遊園地に連れてこられた子どもみたいだ。そう思わないでもなかったが、これでまあ、日ひ頃ごろのストレスが解消されるのならば、

「うまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ!!」

「……うるさいっ」

　流石にちょっとイラッときた。

　暴走しかけている虎太郎の頭を叩たたき、エクセリアは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「……あら、でも、本当に美味しいわね？」

「だろ？　やけに美味うまいよな？」

「ええ……」

　道みち端ばたに移動し、虎太郎に渡わたされたものに口をつけたエクセリアは、ちょっとした感動を覚えていた。

　焼きたてのバゲットにハムと葉野菜を挟んだだけのサンドイッチ。それがまた、絶品だったのだ。パリパリ、サクサク、食感も楽しいし、何より、風味や味がいい。香こうばしい小麦の香かおりがたまらない。

　エクセリアには少し大きいサイズだったが、もくもく、もくもくと頰ほお張ばって、あっという間に食べてしまった。小食なくせにグルメな彼女にしては、珍めずらしいことだった。

「まさか異世界で、こんなに美味しいものが食べられるなんてね」

「驚おどろきだよな！　いい匂においがするとは思ったけど、まさかここまでなんて」

「良かったわね。少なくとも、食べるものがあって」

　通常、危機に瀕ひんしている世界には、ろくな食べ物がないものだ。

　味気のないパン。どろどろした穀物の粥かゆ。生きるか死ぬかの世界では、食べ物の味など二の次だ。まず、食べられることに感謝しなければならない。なぜならば、食しよく糧りようさえない世界もあるのだから──！

　いや、厳密に言えば、あの世界にも、食べ物があると言えばあったのだが、

『あれ？　どうしたんですか、勇者様？　召めし上がらないんですか？』

　現地人にしか意味のないものでは、どうしようもない。

　数年前訪おとずれた仙せん人にんの世界。そこに暮らす人々が「今夜はご馳ち走そうですよ！」と、霞かすみを吸い込んでいた光景は、今でも鮮せん明めいに覚えている。シュゴー！　という掃そう除じ機きみたいな音さえ、まだ耳にこびりついているのだ。

「あの時は世界を救うのが先か、餓が死しするのが先かって状じよう況きようだったな……」

「とんだチキンレースだったわね」

　そんな世界に比べれば、アイリスガーデンはまさしく天国であった。




「しかし、本当にすごいな。美食と文化の国っていうのも、うなずけるな……」

　軽く昼食を済ませた後も、虎太郎の興奮は冷めなかった。

　今はアクセサリーショップの店先で、ぼんやりと金属細工に見惚れている。

　まるで童心に返ったようだ──いや、事実、その通りなのかもしれない。

　勇者としての活動と引き換かえに、これまで犠ぎ牲せいにしてきた人生の楽しみ。それを今、虎太郎は取り戻もどそうとしているのだ。それは無意識的な動きであったが、彼が心のどこかで、確かに求めていたものだった。

（……少しばかりは大目に見てあげるか）

　エクセリアは知っている。

　いつか、小さな虎太郎が、アウトドア番組を羨うらやましそうに見ていたのを。

　だけども、自分は勇者だからと、途と中ちゆうでチャンネルを変えてしまったのを。

　困った人は見捨てられない、という性分はご立派なものだが、たまには自分自身の人生を楽しんでもいいのではなかろうか。ずっとそう考えていたエクセリアは、子どものようにはしゃぐ虎太郎を、あえてそっとしておいた。




　──どうも、それがよくなかったらしい。




「夏休みは長いようで短い。計画的に過ごさないと……」

「勇者さま!?　勇者さま！」

　繁はん華か街がいで遊び呆ほうけること、数時間。

　人生を大いに謳おう歌かした虎太郎は──すっかり平和ボケしてしまっていた。

（途中で引き止めればよかったかしら）

　と、後こう悔かいしても、後の祭りというものだ。

　これまでピンと張り詰つめて生きてきた者が、息いき抜ぬきを覚えるとどうなってしまうのか。たとえるならば、スリングショットを想像していただきたい。伸のびて、伸びて、伸びきったゴムは、パチンコ玉を遠くへ飛ばし──それと同じように、勢いよく彼方かなたへと飛んでいったのが、勇者や魔王に関する事こと柄がらだった。

「まおう？　まおうってなんだ……？」

「勇者さま!?　勇者さま！　お気を確かにー！」

　まだ童心に返っている──というよりは、幼児退行でも起こしていそうな虎太郎。

　彼を揺ゆさぶりながら、リリエルは悲痛な叫さけび声を上げ、

「はあっ……」

　エクセリアはやっぱり、ため息を吐はくのであった。
















　幕間劇「来訪者、現る」




「ええ、期待していますよ──では！」

　天界に開かれた、アイリスガーデンへと通じる空くう洞どう。

　その中へと、虎こ太た郎ろう、リリエルの両名が消えていくのを確かく認にんし、

「…………」

　確認して──。

「………………」

　いや、まだ早い。

　もしかすると、リリエルが忘れ物を取りに戻ってくるかもしれない。

　聞き忘れていたことを思い出し、虎太郎が引き返してくるかもしれない。

　もう少しだけ、このままでいるべきだ。

「……………………」

　女め神がみイリスは動かない。

　威い厳げんのある表情、姿勢、態度を崩くずさず、乳白色の霧きりの中、超ちよう然ぜんと立ち尽つくしている。

　しかし、時間が経たつにつれ、彼女はそわそわと体を揺すりだし──。

「……もう、いいよね？」

　空洞が消えたのを確認するや否いなや、どっと息を吐き出した。

「はああああ[image: ]、緊きん張ちようしたぁ～！」

　ギュッと目を閉じ、顔をくしゃくしゃにするイリス。

「成功してよかったぁぁぁぁ……！　私、苦手だもんなあ、召しよう喚かん術！」

　品位や貫かん禄ろくはどこへやら、むやみやたらと大声を出す女神様。

　しかし、それもむべなるかな、彼女が抱かかえていた重責は身に余るものだったのだ。

「私、創造神なのにさ。土いじりが専門なのに、まー、魔ま王おうを倒たおせだの勇者を召喚しろだの、みんなも無理言っちゃって」

　ぶつくさと文句を垂れながら、霧の中を歩き始めるイリス。神の中でも腕うでっ節の弱い彼女には、魔王に抗こうするだけの力がなかった。主神といっても大それたことは出来ず、小さな世界を細々と管理するので精せい一いつ杯ぱい。大だい洪こう水ずいを起こして地上をリセットしたり、神さえ殺す大だい怪かい獣じゆうを力でねじ伏ふせたり、引きこもっただけで太陽をかげらせたりと、そんな仰ぎよう々ぎようしいことはやろうと思ってもできなかったのだ。

　ただ、世界の手入れだけは上手うまかった。原初の混こん沌とんから世界を創つくり、楽園へと育て上げるその手しゆ腕わん。それだけは他ほかの世界の神々にも称たたえられ、「庭師」という異名で一目置かれていたのだが──。

　自分の庭に入り込んだ害虫を駆く除じよするため、外部の業者を頼たよるようでは、庭師も形なしである。更さらには、その勇者を呼び出す召喚術さえ、適性がないというのだから恐おそれ入る。虎太郎の前では取り繕つくろっていた彼女だったが、実は結構、いっぱいいっぱいだったのだ。

「ふんふんふふ～ん♪」

　そんなイリスだからこそ、勇者召喚がもたらした達成感、解放感は大きかった。

「あ～、肩かたの荷が下りたなぁ～」

　新たに開いた空洞を通り、小ぢんまりとした私室へと帰ってきたイリス。ドレッサーの前でコンタクトを外した彼女は、ぽいぽいぽいっと服もパッドも脱ぬぎ捨てて、着古したジャージに袖そでを通した。そして、全身の力を抜ぬいてのベッドへのダイブ。散らかしたものをクローゼットにしまうのも億おつ劫くうだ。今はただ、こうしていたかった。

「それにしても、思った以上に強そうだったな、あの人」

　ごろりと仰あお向むけになり、イリスは先ほど出会った少年の姿を思い浮うかべた。

　引き締しまった体。自信に満ちた顔つき。経験者としての知識。

　──それに、あの妙みように強い力を感じる剣けん。

　彼に任せておけば、何とかなりそうだという安心感があった。それこそが勇者の特とく徴ちようであり、そして、虎太郎から感じるそれは、以前の勇者をも上回っていた。

「ふふふ、魔王め、覚かく悟ごしなさい。今、勇者の剣が迫せまりますよ！」

　シュッ！　シュッ！　と、天てん井じように向かってジャブを繰くり出しながら、不敵な笑えみを浮かべるイリス。仮に魔王がここにいたら、盛大に失禁して泣き喚わめき、毛虫のようにあちこちを這はい回った末に、呼吸困難を起こして勝手に死んでしまうであろう女神様も、想像上の相手には勇ましい。

　──だが、油断するのは、まだ早いのではないか？

　勇者召喚に成功したとはいえ、まだ何も終わってはいない。むしろ、魔王討とう伐ばつの旅は始まったばかりであり、これから先、何が起こるのかもわからない。例えば、父親の仇かたきを取るべく、魔王の子どもが天界に攻せめてきても、なんらおかしくは──。

「はー、何はともあれ、これで一安心ィィィィッ!?」

　イリスがうーんと伸びをした瞬しゆん間かんだった。

　部屋の壁かべが爆ばく発はつし、彼女が吹ふき飛ばされたのは！

「な、何が……」

　爆発の衝しよう撃げきで意識を失う瞬間、イリスが見たものとは。

　壁に開いた大穴から、銀色のゴーレムが侵しん入にゆうしてくる光景だった。
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『愚おろかな……人間風ふ情ぜいが我に敵かなうと思うてか』

「思うな。強く思う。貴様はここで討うたなければならないと」

　モグゥ！

『ふむ、大した自信だ。だが、よいのかな？　見たところ、聖水も聖遺物もない。徒と手しゆ空くう拳けんで我に挑いどむのは、いささか無む謀ぼうがすぎるのではないか？』

「いいや、手ならあるさ」

『──ほう？』

　ムシャア！

『ならば、見せてみるがいい！　貴様の力を！　人間ごときの切り札を！』

「ああ、望むところだ──さあ、覚悟を決めろ！　これが貴様を滅めつする輝かがやきだ！　万ばん魔まを退ける勇者の剣だ!!」

『ククク、フフフ……フハハハハハハ!!』

「はあああああああああああああああ！」

　ムシャアァァァァ！

『………………ちょっとよいか？』

「ん？　なんだ？　今ごろ恐れをなしたのか？」

『いや、違ちがう。そういうことではなく、な』

「では、なんだ！」

『……戦いの時ぐらい、物を食べるのを止やめたらどうだ？』

「…………？」

　指し摘てきされて初めて、虎こ太た郎ろうは自らの手に視線を落とした。

　すると、左手には食べかけのワッフルが！　右手には長く細いバゲットが……！

「──────ッ!?」

　虎太郎の背筋に戦せん慄りつが走った。

　馬ば鹿かな、なんだこれは。自分は剣を抜き放ったはずなのに！

「おのれ、死霊リツチ！　死してなお、魔ま法ほうで人心を惑まどわすか！」

『わ、我のせいではない！　我のせいではないぞ!?』

「ごもっともです！」

　バゲットを振ふり回しながら幽ゆう霊れいに難なん癖くせをつける虎太郎と、彼の後ろで必死に頭を下げるリリエル。そこから少し離はなれた場所で、我関せずとばかりに、気だるげにふわふわと浮かぶエクセリア。

　とても英えい雄ゆう譚たんの一幕とは思えない場面であった。




「勇者さま、いけませんよ。たとえ相手が魔物だろうと、礼を失した態度を取るのは」

「す、すまない」

　転移から一夜明け、日も昇のぼり切らないお昼前。郊こう外がいの廃はい屋おくに巣食うリッチを退治した虎太郎たちは、アヴァロンへと戻もどる道を歩いていた。

「お母さまは教えてくださいました。食事は品よく、行ぎよう儀ぎよくと。人が話している前でワッフルをもぐもぐするなんて、小さな子が真ま似ねをしたらどうするんですか」

「申し開きもありません……」

　その小さな子に叱しかられて、背中を丸める勇者様。

　お説教を受ける彼の後ろ姿には、そこはかとない哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。

「ま、仕方ないでしょ。相手が雑ざ魚こだったんだし」

「ええ、リッチですよ!?　魔法を操あやつる、エリートアンデッドの！」

「別に苦戦なんてしなかったでしょ？　いつの間にか死んでたじゃない」

「そういえば……」

　仕切り直しの後、特に何かをされたという記き憶おくがない。

　魔法を使うために、なにやら魔力を溜ためていたようだが、

『ファ』

　と、口を開いた瞬間に、虎太郎に斬きられて雲うん散さん霧む消しようしていた。

　印象にさえ残らない、あまりにもあんまりな惨ざん敗ぱいだった。

「でも、それにしたって、油断しすぎなんじゃ……」

　圧あつ倒とう的な力を見せられても、まだ、リリエルの顔は晴れない。

　それはそうだ。ワッフルを頰ほお張ばりながら、片手間のように魔物を倒そうなど、とんでもない話である。油断大敵とは、誰だれもが口にする戒いましめの言葉だ。今こそそれを送ろうと思い、リリエルは話を続けようとしたが、

「そうね……ねえ、リリィ。あなた、この景色をどう思う？」

「景色、ですか？」

　緑の草原。人や馬に踏ふみ固められた道。ぽつぽつと咲さいている花には蝶ちよう々ちようが止まり、近くでは小鳥が遊んでいる。

「街に近いからか、魔物も見当たりませんね。心が落ち着きます」

「でも、ほら、そこ。蟻ありがいるわよ」

「あっ、そうですね。かわいいです。でも、それがなにか？」

「怖こわいでしょ？　命の危険を感じるんじゃない？」

「まさか！　そんなわけないじゃないですか」

「でしょう？」

　エクセリアは、我が意を得たりとばかりにうなずくと、

「虎太郎がずっと感じているのは、その感覚よ」

「えええええええええっ!?」

　とんでもないことを言い出した。

　魔法生物の代表格。蠢うごめく粘ねん液えきの化け物、スライム。

　死してなお人に仇あだなす、高位魔術師の亡ぼう霊れい、リッチ。

　どちらも邪じや悪あくでおぞましい、魔王の尖せん兵ぺいである。それを蟻んこ扱あつかいするなど、リリエルにはちょっと理解しがたい感覚だ。

「ま、またまた、ご冗じよう談だんを」

　動どう揺ようを隠かくせずに、ぎこちなく笑うリリエル。

　しかし、彼女の目の前、エクセリアが黙だまって指し示す先では、

『ピュギィィィィィィィィィ！』

「おっと」

『ゲェェェ……！』

「[image: ]っ!?」

　空から急降下してきた怪かい鳥ちようを、虎太郎がバサッと斬り捨てていた。

「な、なななっ、な……！」

　たとえ話の通りであった。

　旅人に恐おそれられている、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの怪鳥ブラインドホーク。それを、腕うでに這い上がってきた蟻んこをパッと払はらうかのように、あっさり片づけてしまうだなんて。信じられないことだったが、偶ぐう然ぜんは三度も続かない。

　つまり、虎太郎にとって、ベテラン勇者にとって、この世界は──。

「ぬるま湯ですか！」

「そうね」

「蟻んこですか！」

「そう言ったじゃない」

「おーい、この鳥、焼いたら食えるかな？」

　今度こそ、合が点てんがいった。

　虎太郎の戸と惑まどう姿。エクセリアからの説明。あっけなさすぎる強敵の最さい期ご。

　それら全すべてが繫つながっていき、一つの真実が浮うかび上がってきた。

　虎太郎にとって、今回の旅は楽勝もいいところなのだ。身構える必要はなく、敵を前にしても気が抜ぬけてしまうほどに。当然、苦難もありえないわけで、そうすると、リリエルの助けなど必要ないことになり──。

「あああぁぁぁ…………」

「まあ、世界は余よ裕ゆうで救われるからいいんじゃない？」

　誇ほこりも使命感も、存在意義さえ失って、がっくりとうなだれるリリエル。

　心中を察したエクセリアは、彼女に優やさしい言葉をかけたが──でも、そういう問題ではなかった。
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『リリィ。いよいよ旅立つのね』

『はい、お母さま！　お母さまのように、立派に務めを果たしてみせます！』

『そう……でもね、気をつけて。魔王の力は底が知れないの。あなたが思う以上に、旅は辛つらく苦しいものになるはずよ』

『お母さま……』

『だけど忘れないで。私がいつも見守っているということを。強く信じて。あなたが受け継ついだ導きの力を』

『……はい』

『あなたが勇者の羽となるの。いいわね？　リリィ……』

『わたし……わたし、がんばります！　この力で、きっと勇者さまを支えてみせます！』




　……………………。




「けーっ！」

　さてさて、時は戻って、旅の二日目。

　ペッと唾つばを吐はくふりなどしつつ、食堂のすみっこでくだを巻いているリリエルを、虎太郎たちは困った顔をして見つめていた。

「どーせわたしなんて、役立たずなんです。ゴミ虫、毛虫の三流天使なんです」

「やさぐれてるなぁ……」

「どうするの、あれ？」

　アヴァロンに戻ってきてからというもの、ずっとこうだ。

　すっかり自信を失ってしまったリリエルは、自分は不必要な天使だと思い込み、悪わる酔よいしたように据すわった目つきをしていた。今も雑な手つきでコップを口元へ運び、ぐびり、ぐびりと音を立てて、琥こ珀はく色いろの液体を飲み込んでいる。ただ、まあ、飲んでいるものがアプリコットティーなので、かえって可愛かわいらしいというか、なんというか──。

「すみません、能なしで。生まれてきてすみません……」

　自分で言っていて悲しくなったのか、とうとう涙なみだぐんでしまったリリエル。このままではどこまでも落ち込んでいき、そのうち蒸発してしまいそうだ。そっとしておこうと決めていた虎太郎だったが、流石さすがに見かねて、声をかけることにした。

「そんなことないよ。リリィちゃんは大事な仲間だ」

「いいんですよ、勇者さま。無理に慰なぐさめてくれなくても」

「こんな時、噓うそは言わない。俺は心の底から、君が必要だと思っている」

「……なんでですか？　勇者さまはお強いから、わたしなんていなくても平気なんじゃないですか？」

「昨日も言ったじゃないか。ナビゲートされなければ、どこに行けばいいかもわからないって。リリィちゃんがいてくれて助かったって」

「……っ！」

　そうだ。そうだった。

　あの時はお世辞だとばかり思っていたが、これまでにリリエルが蔑ないがしろにされたことなどなかった。虎太郎もエクセリアも、彼女の言葉に耳を傾かたむけ、案内によって動き、ここまで来たのではないか。

　旅はまだ始まったばかりであったが、虎太郎の言葉に偽いつわりはなかった。彼は想像を絶する力を持つ勇者だったが、確かに、リリエルを頼たよりにしていて──。

「俺は戦うことしか能がない人間だ。勇者っていっても、何でもできるわけじゃない。いつだって、誰かの助けが必要だった」

　リリエルは勇者という存在を神格化していたことに気がついた。

　完全無欠の英えい雄ゆうじゃない。【必ず世界を救う】という現象でもない。彼もまた、不完全な存在なのだ。そのことを自覚する、一人の人間なのだ。

『あなたが勇者の羽となるの。いいわね？　リリィ……』

　母の言葉が、再び、リリエルの脳のう裏りに蘇よみがえる。その真意が、今なら彼女にも理解できる。

　勇者が戦い、天使が導く。それこそはまさにリリエルが憧あこがれ、実現を母に誓ちかった、英雄譚たんの構図であった──。

「今回はそれがリリィちゃんなんだ。不必要だなんて、思うわけがないよ」

「……本当ですか？」

「本当だよ」

「……本当に、本当ですか？」

「ああ。本当さ。リリィちゃんは俺たちの立派な仲間だ！」

「も、もうちょっとだけ言ってください」

　意外と面めん倒どう臭くさい子であった。

　先ほどまでべそをかいていたというのに、話が進むにつれてチラッ、チラッと虎太郎の顔色をうかがうようになって、次し第だいに頰ほおが緩ゆるんでいった。泣いたカラスがなんとやら、というやつだ。「仲間だ！」、「もっと！」、「頼りにしている！」、「もう一声！」、「よっ、導きの天使様！」、「ああ～！」というやり取りに浸ひたっているリリエルに、先ほどの悲ひ愴そう感は微み塵じんも残っていなかった。まあ、リリエルはまだ幼い。子どもとは、泣いたり笑ったり、心の動きが忙せわしないものだ。

（ちょろい）

　と、エクセリアは思わないでもなかったが、もちろん、口には出さなかった。

　そんなことを言ってしまえば、また拗すねてしまうのは目に見えている。

　辛しん辣らつなツッコミと大人のスルー力を兼かね備えるエクセリアは、素知らぬ顔をして紅茶など注文していた。




「よーし、次の目標に向かいますよー！」

　石いし畳だたみの上で軽かろやかにステップを踏み、先導役を務めるリリエル。

　花のような笑え顔がおを虎太郎たちに向ける彼女に、もう憂うれいの影かげはない。

「ちょっと予想外のペースですが、早いことはいいことです。この調子で、どんどん進んでいきましょう！」

「ああ！」

　なんだかんだでリリエルも順応したようだ。

　現実を直視し、割り切った考えを持つようになった彼女に、もう迷いはない。

「もしかすると、三日三晩寝ねずにがんばれば、魔ま王おうを倒たおせちゃうかもしれませんね！」

「流石にちょっと無理かな？」

　やや勇み足なところはあったが、それもしばらくすれば治まるだろう。

　存在意義を取り戻もどしたリリエルは、導きの力を存分に用いて、虎太郎たちを魔王のもとへと案内してくれるはずだ。彼女のナビゲートに従えば、何も問題なく、魔王討とう伐ばつの旅を続けられるというわけだ。

（………………）

　ただ、エクセリアにはどうしても解げせないことがあった。

「さあ、ついてきてください！　この通りは左です！」

　迷うことなく進んでいるが、本当にあの道で合っているのだろうか？

　自分たちは本当に、言われるがままについていっていいのだろうか？

　リリエルに導かれ、アヴァロンへとやってきて、リッチなる魔物を倒したが──。

　現状、特に何も起きていない。そう、何も起きなかったのだ。

　掲かかげられた目標を達成したことで、魔王に繫がる手がかりを得られていたのなら、まだ話は違ちがっていた。街が魔王の話で持ちきりだったり、リッチが魔王の腹心だったり、そういうことならエクセリアも納なつ得とくできたのだ。

　しかし、現実は違う。街に来ました。リッチを倒しました。それで終しゆう了りようだ。

　どうしてそこに行くのか？　どうしてそうするのか？　という必然性、必要性がまるで感じられない。見知らぬ土地で、正しく動作するかも定さだかではない、音声のみのカーナビに頼っているような気分だ。

　どうにも不安になってきたエクセリアは、ここで一度、話を聞いておくことにした。

「ねえ、ちょっと。水を差すようで悪いんだけど……」

「あっ、はい。なんでしょう？」

「あなたの導きの力について、教えてくれない？」

「わたしの力について、ですか？」

　問いかけるエクセリアに、リリエルはきょとんと首を傾かしげる。何を答えればいいのかもわかっていなさそうな顔だ。そんな彼女にだからこそ、エクセリアはちゃんとした話を聞きたかった。

「どこまでできる力なの？　どんな風に進むべき道がわかるの？」

「どこまで……どんな風に、ですか？　えっと、どうしてそんなことを……」

「女め神がみに案内役だって紹しよう介かいされたから、今までついてきたけど……ここまで何も起きなかったでしょ？　なんだか、思いつきで連れ回されてるようでイヤなの。ざっくりとでいいから、力について説明してくれない？」

「え……ああっ！　す、すみませんっ！」

　自分の常識が他人の常識とは限らない。リリエルは、勇者を導ければそれでいいと思っていたが──それがどういう原理によるものなのかわからなければ、案内される方も落ち着かないはずだ。そのことに思い至り、彼女は慌あわてて頭を下げた。

「すみません、言葉足らずで……」

「いいわよ。それで、あなたの力って」

「何か問題があったか……？」

「ちょっと黙だまっててくれる？」

　人を疑うことを知らない勇者様は放ほうっておいて、エクセリアはリリエルの話を聞いた。

「ええと、説明するのがちょっと難しいのですが……簡単に言うと、導きの力とは、未来予知の一種なんです」

「へえ、すごいじゃない。なかなかレアな能力よ、それ」

「いえいえ！　違うんです！　そんなに便利なものじゃなくて……その……ひじょーに限定的な能力と言いますか……」

「どういうこと？」

「未来が『見える』わけじゃないんです。どちらかと言うと、『わかる』というのが正しくて……まず目的を決めるとですね、そのために何をすればいいのか、段々と頭に浮うかんでくるんです」

「それで十分でしょ。何が問題なの？」

「わかるのは、『次に何をすればいいか』だけなんです。力には無む駄だがありません。その目標には必ず意味があるはずなんです。でも、どうしてそれをするべきなのか、とか、それをするとどうなるのか、とかは、後になってみないとわからなくて」

「え……じゃあ、リッチを倒した理由とかは」

「わたしが聞きたいぐらいです……」

　大変申し訳なさそうな顔をして、上うわ目め遣づかいに見つめてくるリリエル。

　大変頼りにならなそうな案内人である。聞けば聞くほど不安がいや増す能力だった。

「あ、でもでも！　安心してください！　導きの力は精度１００％です！　目標を一つ一つクリアしていけば、必ず、魔王のもとへたどり着けます！」

　エクセリアの「こいつ、マジかよ」という態度に気づき、あわてて手を振ふるリリエル。

　しかし、エクセリアは、

「１００％ねえ……これまでの実績は？」

「【町内のアイドルになりたい！】ご近所のパミエルちゃんや、【脱だつ走そうした犬を捕つかまえたい】お隣となりのゼゼリエルさんを、見事、目的達成まで導きました！」

「本当に大だい丈じよう夫ぶかしら」

　やはり、どうにも不安感が拭ぬぐえないのだった。

「す、すみません……使いこなせれば、ずっと先のことまでわかって、とても細かく道を示せるようになるのですが……先代のお母さまとか、すごかったんですよ」

「へえ、そうなの？　どれくらい？」

「最終的に、分刻みで目標がわかったって言ってました」

「それはそれでイヤね」

　零れい時じ零分に魔王城へとたどり着き、零時五分までこれまでの苦労を仲間たちと語り、零時十分には鉄門を開いて中へと入り、零時十五分、いよいよ大幹部と激げき突とつする。そんな最終決戦など、こちらから願い下げである。

　使いこなせないというのも問題だが、使いこなせてもろくなことにはならない。

　導きの力とは、本人も言う通り、非常に限定的な能力であった。

「ねえ、そのお母さんは呼べないの？　足して二で割ればちょうどいいんじゃない？」

「す、すみませーん！　お母さまは引退してて、そもそも、これは一子相伝の力で～！」

「まあ、いいじゃないか」

「虎太郎」

　腹いせにリリエルのほっぺをぷにぷにしていたエクセリアを、虎太郎がたしなめた。

　彼はすっかり涙なみだ目めの天使を背中にかばい、自分なりのフォローを入れる。

「俺も剣けんからビームとか出せるけど、どうして出せるかはわかってないぞ」

「わからず使ってたの、あなた？」

　衝しよう撃げきの事実であった。

　これまでにさんざっぱらぶっ放してきた必殺技わざが、まさか、本人もよくわかっていない代しろ物ものだったとは。そのような怪かい光線で倒された者たちも、真実を知れば浮かばれまい。誰だれかに原理を聞かれても、黙っていようと決めたエクセリアだった。

「それはともかくとして、大事なのは、そういう力があるってことだ」

「細かいことは気にするなってこと？」

「まあ、そういうことだな。仲間の力を信じるんだ」

「相変わらず純真ねえ……」

　まず信じる虎太郎と、まず疑うエクセリア。

　対立することも多い二人だが、今日のところはエクセリアが引き下がる形となった。やれやれと首を振って、そのまま口をつぐんだ相棒に微ほほ笑えんで、虎太郎はリリエルにも優やさしい顔を向ける。

「そんなわけだから、リリィちゃんもあんまり気にしないで。俺は信じてるから」

「勇者さま……いえっ、いけません！　ここで甘んじてしまえば、導きの天使の名折れ！　きっとエクセリアさまにもご満足いただける結果を出してみせます！」

「どうやって？」

「う、そ、それは……」

　深く追つい及きゆうすることは止やめたが、チクリと刺さすのは忘れない。

　能動的なようで、その実、極きわめて受動的な導きの力では、劇的な場面を都合よく引き寄せられるわけがない。できることがあるとすれば、次の目標が『わかりやすいもの』であることを祈いのることのみであったが、

「……お、おお～？　す、すごいですよ！　次の目標はすごいです！」

　どうやら、リリエルには運が味方しているようだ。

「なんと、この先で、新しい仲間が待っているそうです！」

　仲間。新しい仲間。なるほど、確かにこれはわかりやすい。

　勇者の旅に仲間はつきものだ。志を同じくする者が集結し、力を合わせ、強敵に挑いどむという伝統的な構図。それを幾いく度ども経験したからこそ、虎太郎は仲間の重要性を知り、これを尊ぶようになった。

　ならば、今回の旅でも、仲間が増えるのは歓かん迎げいすべき事こと柄がらである。

　そして、そこへ導いたリリエルの力は、やはり有用なものということになり、

「いや、別に仲間とかいらないし」

「ええ～っ!?」

　冷れい徹てつな一言だった。

「あんなに敵が弱いなら、虎太郎だけで片がつくでしょ？　戦力はもう必要ないわ」

「いーえ、導きの力に無駄はありません。【新しい仲間と出会う】のが次の目標なら、きっと、その人は旅に欠かせない逸いつ材ざいです！」

「ほんとかしら……」

「まあまあ、まずは会ってみてください！　ささ、こちらです！　新しい仲間を迎むかえ入れましょう！」

　ようやく目に見える成果を出せるのがうれしいのか、興奮気味にリリエルは路地へと駆かけ出した。その背中を見守るように虎太郎が続き、最後に、しょうがないとばかりにエクセリアが追いかける。

「新しい仲間か。楽しみだな！」

「ねえ、それって遠いの？」

「いえ、もうすぐです！　もう、そこを抜ぬけた先！」

　息を切らせながらも、リリエルは足を止めない。

　額に玉のような汗あせを浮かべ、頰ほおを赤く上気させ、小さな天使は駆けていく。

「あっ、あっ、わかります！　います！　感じます！」

　自分の姿や言動を顧かえりみないのは、やはり幼さ故ゆえだろう。

　しかし、今はただ、喜びだけが彼女の中にあった。

　お役に立てる。力になれる。それが相手にわかってもらえる。

　うれしい！　うれしい！　うれしい！　泣きたくなるほど、うれしい！

　止まるものか。止まれるものか。仲間はすぐそばにいる。

　自分の後ろに。加えて、今、目の前に！

「あの人が新しい仲間です!!」

　そして、輝かがやくような笑え顔がおで、リリエルが指し示したのは、




「うわあああああああああああああああゴーレムだあああああああ!!」

「きゃああああああああああああああなんでええええええええええ!!」

「に、逃にげろ！　殺されちまうぞおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「もうダメだああああああおしまいだあああああああああああああ!!」




　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくであった。

「……………………え？」

　笑顔のまま固まったリリエルが、ピンと立てた人差し指の先。

　憩いこいの場と思おぼしき円形広場には、泣き叫さけびながら逃げ惑まどう人々と──街の中にはいるはずのない、銀色に光るゴーレムがいた。

『ウィィ……チュイッ……キュッ……』

　ドラム缶かんに手足をつけた──と形容するには、いささか可愛かわいげに欠ける機械兵器。

　ずんぐりむっくりとしたゴーレムは、現れた虎太郎たちに、つるりとした目を向ける。

「素す敵てきな仲間ね」

　誰もが余よ裕ゆうを失う窮きゆう地ちでも、皮肉を忘れないエクセリアだった。
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　どうすれば異世界に行けるのか？

　招かれるのではない。呼び出されるのではない。自分の意思で、自分の力で、能動的に行う世界間移動。神かみ隠かくしなど、偶ぐう発はつ的に異世界へ迷い込む者もいるが──あのように不安定で再現性のないものではない。やろうと思えばできる方法こそ、古今東西、多くの世界の者たちが追い求めてきたものだ。

　ある者は魔ま法ほうに頼たよった。複雑な術式を組み上げ、異世界への門を開いた。

　ある者は奇き跡せきに頼った。偉い大だいな神に祈りを捧ささげ、願う結果を引き出した。

　そしてある者は邪じや法ほうに頼り、あえなくその身を滅ほろぼした。

　世界間移動は極めて繊せん細さいな分野である。たとえは悪いが、人様の家の鍵かぎをこじ開け、無理やり押し入るようなものだ。その強ごう引いんさが、「招かれて」、「望まれて」転移する召しよう喚かん術と大きく異なる点である。

　召喚術は失敗したとて、転移者に危害は及およばない。安定した術なのだ。精々、不発に終わるか、違ちがうものが呼び出されるか、それぐらいだ。生首だけ転移したり、転移の衝撃で死んでしまったり、といった事故は起こらない。

　対して、能動転移は危険性が高い。縁えんも所縁ゆかりもない世界に侵しん入にゆうするのだ。危なくないわけがない。主神には侵略者扱あつかいされ、世界そのものには異物扱いされ、失敗すれば先ほど挙げたような凄せい惨さんな事故が起きる。

　そういった諸問題を全すべて潰つぶしたのが、召喚術というものなのだが──やはり、やりたいことは、自分の意思での転移なのだ。選ばれなければ、招かれなければ、異世界に行けないなんてイヤだ！　自分は、自分の意思で、望む通りの世界に行きたいんだ!!

　狂くるおしいほどの異世界への渇かつ望ぼう。抑おさえきれない好こう奇き心しんや探究心。

　そして、侵略や避ひ難なんの一手段として──転移技術は研究され続けてきた。

『……転移、確かく認にん。次元間航行シーケンス、完かん了りよう』

　昨日、イリスの部屋を襲おそったゴーレムもそうだ。

　正式名めい称しようを【次元間航行ユニット】とする人型機械は、その名の通り、世界間移動のためだけに生み出された代物である。

『探査開始……完了。最適化……完了。システム、オールグリーン』

　神も悪魔も魔法もない。サイキックやテレパシーなど、超ちよう常じよう的なものは何もない。

　厳然たる物理法則のみが支配する世界。そこで作り上げられた彼かの機械は、元々、救難艇ていとして設計されたものである。

『進路設定。状じよう況きよう、開始します』

　ただひたすらに破は壊かいを続ける機械に襲われ、荒こう廃はいし切ったその世界では、あらゆる対応策が考えられた。

　最終兵器を作り出し、敵を殲せん滅めつする。移住船を建造し、別の惑わく星せいへと飛び立つ。シェルターを増強し、未み来らい永えい劫ごう引きこもる。どれも実現の可能性は低かったが、考えずにはいられなかった。生き残る道を。続く未来を。薄うす々うすは、そのようなものはないと気づいていたが──それでも、考えずにはいられなかったのだ。

『反重力装置起動。ブースター、オン』

【次元間航行ユニット】も、そうした状況で考え出されたものだ。

　故郷を放ほう棄きし、違う世界へと逃げ出すための装置。これさえ完成すれば、敵が追って来られない場所まで行ける。異次元についての研究は、確立された分野とは言い難がたいものだったが、考え方を変えれば、新天地を開かい拓たくするようなものだった。既き存そんの技術であがくよりは、まだ希望が見えると考え、担当者は研究に没ぼつ頭とうした。

　──まあ、結局、間に合わなかったのだが。

『接せつ触しよくまで五十二秒……』

　救難艇として設計されたものが、別の用よう途とに使われている。

　全てが終わった後で完成させられ、自分以外の誰だれかに運用されている。

　それを知れば、彼はどう思うだろうか。次元間航行の基き礎そ理論を完成させ、遂ついには力ちから尽つきた、あの研究者は──。




「うおおおっ!!　な、なんだあれ!?」

「ゴーレム!?　ゴーレムが降ってきたぞ!?」

「に、逃げろっ！　殺されるぞぉぉぉぉっ!!」

　さて、元の世界で起動され、世界間の壁かべを越こえ、ついでに天界を突つき破ってきた【次元間航行ユニット】は──。

『マーカー確認。照合開始……』

　ゴーレムと見み紛まがうばかりの巨きよ体たいをもって、虎太郎たちを見下ろしていた。

「ねえ、あれを仲間にすればいいのかしら？」

「いいいいいいいえええええ……!?　あ、あれはどう見ても魔王の手先」

「よね」

　二メートル超ちようの巨体。ゴツゴツとした金属製の手足。

　のしかかられただけでも即そく死ししそうだ。ましてや、ぶん殴なぐられようものなら、やたらスプラッタな花が咲さくこと請うけ合いである。

『誤差修正。データ更こう新しん……』

「あわわわわわわわわ……!?」

　気弱なリリエルなど、今にも失禁しそうである。

　いや、もしかすると、ちょっぴり漏もらしてしまっているかもしれない。生まれたての小鹿じかのようにガクガク脚あしを震ふるわせている少女は、いかにも下が緩ゆるそうであった。

「……ん？」

　対して、虎太郎は豪ごう胆たんなものだ。

　流石さすが、勇者といったところか。ゴーレムの出現にも臆おくすることはなく、むしろ、興味深そうにその巨体を見つめている。それどころか、無防備にもふらふらと近づいていって、更さらに細部を確認しようとしている。

　ゴーレムの対処など、お手の物ということだろうか？

　このようなもの、身構えるほどの相手ではないと。

「あれ？　この声、もしかして……」

　──いや、そういうわけではなさそうだ。

「プリム！　プリムじゃないか！」

　何かに気づいた虎太郎が、パッと笑顔になって、異形のゴーレムに声をかける。

　すると、蕾つぼみが開くように、ゴーレムの体が展開していき──。

「照合完了……お久しぶりです、マスター」

　中から、小こ柄がらな少女が現れた。


「「「「ええええええええええええええええええっ!?」」」」



　見上げるほどの巨体から、可か憐れんな少女が現れるなど──。

　まさかまさかの展開に、その場にいた全員が驚おどろきの声を上げていた。

「いやー、ほんとに久しぶりだな！　一年ぶりぐらいだっけ？」

「三百二十六日と六時間十二分、五十一秒ぶりの再会です」

「もうそんなに経たつのか！　あははっ、元気だったか？」

　虎太郎と少女、そして、エクセリアは、何事もなかったかのように話を始めていたが、

（だ、だ、だ、誰だれぇ[image: ]？）

　リリエルなどは、ぺたんとへたり込んで、現れた少女を見つめるのであった。
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　大衆とはタフなものである。

　とんでもない事故を目もく撃げきしようが、とてつもない出来事に遭そう遇ぐうしようが、我が身に危害が及ばなければ、文字通り他人ひと事ごとで済ませてしまう。

「新しい劇団だって？」

　アヴァロンの市民もそうだ。

　のど元過ぎればなんとやら、あれだけ騒さわいでいた人々も、今では遠巻きにしてゴーレム見物と洒落しやれ込こんでいる。

「じゃあ、ありゃ着ぐるみか」

「いや、オレは鍛か冶じ屋やの宣伝だって聞いたぞ」

「誰が言ったんだよ、誰が」

　アヴァロン中心部にほど近い、円形状の憩いの広場。ベンチや街路樹が備えられ、落ち着いた雰ふん囲い気きのある空間は、散策の途と中ちゆう、ちょっと足を休めるにはちょうどいい。ここには客引きのがなり声も、大道芸人の仰ぎよう々ぎようしい口上もない。

　ただ、どんな事にも例外はあるもので、

「あれだけのものを浮うかべるとは、大した浮ふ遊ゆう魔ま法ほうだな」

「いやいや、お前も見たろう？　ハリボテだよ、あれは。見た目はああだが、中身はすかすか、骨組みもきっと木か骨だ」

　この時ばかりはお上品な市民も群れを成し、広場のあちこちでざわついていた。

　彼らの関心事は、もちろん、少女を入れたゴーレムである。現れた時こそ驚きはしたが、被ひ害がいらしい被害もなく、警備兵の取調べにも素す直なおに応じている。どうやら害はないようだ。そう判断した彼らは、ここぞとばかりに考察、論議、おしゃべりに興じていた。

「次からはちゃんと許可を取れよ」

「ご迷めい惑わくをおかけしました」

　市民が市民なら、警備兵も警備兵だ。

　相手が恭きよう順じゆんと見るや、調査もそこそこに切り上げてしまった。平和ボケしているというか、なんというか。常識的に考えれば、空から降ってきた不ふ審しん物など押収して然しかるべきであるが──彼らには、それが何であるか、少しも理解できなかったのだ。

「あれ、何だと思います？」

「さあな。劇の小道具かなんかだろ」

　隊長からしてこれだ。

　魔法の反応もない。呪じゆ物ぶつのようでもない。少なくとも、規定に引っかかるような代しろ物ものではない。少女は乗り物だと言っていたが──人型の乗り物などあるものか。おおかた、王都で一発当ててやろうと夢見た芸人が、許可も取らずにやらかしたのだ。百聞は一見にしかずだと。まずは私の考えたものを見てくださいと。

「ふんっ、くだらん」

　そういった輩やからは、ここには掃はいて捨てるほどいる。その一人一人に構っていては、とてもじゃないが身が持たない。これまで適当にあしらってきて、問題など起きたことがないのだから──今回もまた、そうするべきだ。

　多た忙ぼうな日々を過ごす警備兵は、処理速度が何より肝かん要よう。とにかく数をこなさないと、問題は山積みになる一方だ。そのことが身に染しみてわかっている隊長は、部下を引き連れて、さっさと詰つめ所へ戻もどっていってしまった。

「……ふ～、なんとかなりましたね」

「融ゆう通ずうの利きく隊長さんでよかったね」

　広場の中心、取調べから解放された虎太郎は、ほっと肩かたの力を抜ぬいた。

　その隣となりでは、リリエルが同じように安あん堵どの息を吐はいている。

「さっさと逃にげればよかったのよ」

　エクセリアだけは、だるそうにあくびをしながら、そう独りごちていたが──。

　ともあれ、騒そう動どうも一段落ついたのだ。これでようやく、少女とも話ができる。

「えっと、プリムちゃん……だっけ？」

　初めに声をかけたのはリリエルだった。

「わたしよりちょっと下……うーん、十歳ぐらい？」

　短めの銀ぎん髪ぱつ。灰色の瞳ひとみ。陶とう磁じのような肌はだはいかにも滑なめらかそうで、手足は小さく、可愛かわいらしい。肩や腹など露ろ出しゆつが多く、ぴっちりとした服こそ見慣れないものだったが──自分より背が低く、どうやら歳としも近そうだ。虎太郎、エクセリアという「お兄さん、お姉さん」に挟はさまれていたリリエルは、同年代の仲間の登場を素直に喜んだ。

「わー、うれしいな！　わたしだけ子どもだから、ちょっと気になってたんだぁ」

「………………」

「新しい仲間がプリムちゃんでよかった！　これから仲良くしようね！」

「………………」

「え、ええと……」

　少女は答えなかった。表情さえ変えず、ただじっと、リリエルを見つめている。

　警けい戒かい──いや、これは観察だ。見知らぬ生き物に対して、まず観察するというプロセス。友好的とは言いがたく、これまで経験したことのない無機質な対応に、リリエルは次し第だいにたじたじとなっていった。

「こら、プリム。ちゃんと挨あい拶さつをしないとダメだぞ」

「マスター。それはご命令ですか？」

「礼れい儀ぎってやつだ」

「レイギ……なるほど、了りよう解かいしました」

　プリムと呼ばれた少女は、虎太郎の言うことは素直に聞いた。

　主マスターと呼んでいるからには、彼の従者か使い魔なのだろう。すると、ここに現れたのは、主が心配で会いにきたからか。動きや表情に乏とぼしいので面めん食くらったが、これでどうして、可愛いところもあるじゃないか。うろたえていたリリエルも、二人の関係性が見えてくるにつれて頰ほほを緩ませていき、

「私の名前はプリムローズ。汎はん用よう人型兵器プリムローズ。特技はハッキングと殲せん滅めつです」

「物ぶつ騒そうだ!?」

　毛を逆立てて、ザザッと大きく引いた。

　すると、広場にいた市民たちが、「物騒？」、「やっぱり物騒なのか？」、「あんなに可愛いのに？」とざわつき始め──。

「場所を移そうか」

　それに気づいた虎太郎が、さりげなくメンバーをつれて、その場を離はなれていった。




「それで、勇者さまとプリムちゃんって、結局どういう関係なんですか？」

　広場からほど近い食堂に移動して、軽く注文を済ませた後のことだ。

　リリエルの口から、当然あるべき疑問が出てきたのは。

「去年、召しよう喚かんされた世界で知り合ってね。いっしょに敵と戦ったんだ」

「パーティーメンバーだった、ってことですね？」

「まあ、そうだね。今のリリィちゃんと同じだ」

　汎用人型兵器プリムローズ。戦争に終しゆう止し符ふを打つべく開発され、前線で戦い続けていた少女。彼女は去年の夏、虎太郎と出会った。そして二人は、轡くつわを並べて戦った。

「あの時は大変だったなあ……倒たおしても倒してもロボットが出てきてさ」

「おまけにさび臭くさくって、油臭くって……もう二度とごめんだわ、あんなとこ」

　一年前ということで、まだ記き憶おくに新しいのか、虎太郎とエクセリアはつい昨日のことのように語った。軽い調子で話してはいるが、実際、大変だったのだろう。リッチを瞬しゆん殺さつするような勇者が苦戦するとは、よほどのことだ。リリエルは二人の話を聞きながら、想像を絶する死し闘とうの場面を思い浮かべようとして、

「でもでも、世界は救われたんですよね？」

　そうだ。重要なのはそこだ。笑い話で済ませているからには、プリムローズの世界は救われたに違ちがいない。ここに比べればずっと殺さつ伐ばつとした世界であったようだが──それでも、虎太郎はやり遂とげたのだ。

　だとすれば、プリムローズがやってきた理由は、

「じゃあ、プリムちゃんは恩返しにきたのかな？」

　それ以外に考えられなかった。

「そうなのか、プリム？」

「きっとそうですよ！」

　遊びにきた、用事があってきた──と、いうよりも、恩返しの方がしっくりとくる。

　わざわざ世界間の壁かべを越こえてやってきたのだ。軽い理由であるはずがない。それに、かつての仲間と邂かい逅こうし、再び手を結ぶのは英えい雄ゆう譚たんのお約束だ。図はからずしてお決まりの場面に立ち会ったリリエルは、楽しげに持論を述べていたが、

「………………」

　対照的に、プリムローズは淡たん々たんとしたものだった。

「マスターには恩があります。世界を救ってもらったという大きな恩が。私はそれを返しにきたのですが……」

「やっぱり！」

「ですが」

　陰いん鬱うつと言ってもいい。無表情の中にも暗さを漂ただよわせ、リリエルの言葉を冷たく遮さえぎったプリムローズ。彼女は険しい目つきで虎太郎をにらみつける。

「マスターは何をされているのですか？　このようなところで油を売っているヒマはないはず。この世界を救い、日常に戻るためにも、今は行動あるべきでしょう」

　正論だった。

　勇者として召喚され、要よう請せいに応じたからには、その責務を全まつとうするべきだ。わき道に逸それてはならない。道草を食ってはいけない。やるべきことをきちんとこなし、優先順位を間ま違ちがえるなとプリムローズは言っている。

「いや、だけどな」

　もちろん、虎太郎たちにも言い分はあった。

　フランセーズが戦時下ではないこと。そもそも魔ま王おうが姿を見せていないこと。おかげでナビゲーターを必要とし、今はその指示に従っていること。

　話したいことはたくさんあったが、やや特とく殊しゆな案件なので、どれから伝えればいいのか迷ってしまう。その躊ちゆう躇ちよをどう判断したのか、プリムローズは不ふ機き嫌げんそうに席を立つ。

「わかりました。マスターにその気がないのなら、私が代わりに行動しましょう」

「ええっ!?　プ、プリム!?」

「マスターはここで待っていてください。さほど時間はかけません」

「待て！　待てって！」

　必死に引きとめようとする虎太郎。その場を去ろうとするプリムローズ。

　二人の引っ張り合いが、そのうち諍いさかいになりそうなタイミングで、

「お待たせしました～♪」

　ウェイトレスが料理を運んできた。

「ほ、ほら、料理が来たぞ？　これでも食べながら、もう少し話を……」

「見るからに非効率的な食料ですね」

「プリムゥ……」

　にべもないとはこのことだ。皿に盛られたクレープやタルト。お菓か子しでも食べながら、と虎太郎たちが注文した品々を、プリムローズは侮ぶ蔑べつの言葉で切り捨てる。
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「このようなものを食べているから……」

　栄養に偏かたよりがあり、保存性にも難がある。このようなものを食べて喜ぶのは、未開の蛮ばん族ぞくぐらいのものだ。言外にそう匂におわせながら、プリムローズはひょいとタルトをつまみ上げ、これで話は終わりだとばかりに大きくかぶりついて、




　────────ビシッ!!




「……ん？」

　今、すごい音がした──ような気がする。

　世界が丸ごと凍こおりつくかのような音だ。それはタルトを口にした、プリムローズの方から聞こえてきた。

「………………！」

　虎太郎がそう錯さつ覚かくするのも道理である。

　甘あま酸ずっぱいリンゴの蜜みつ煮に。底に敷しかれた濃のう厚こうなカスタード。それに何より、サクサクと香こうばしいタルト生き地じ。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった焼き菓子を口にし、プリムローズは見事に固まってしまっていた。

「こ、このようなものっ」

　虎太郎たちの視線に気づいたプリムローズは、残りの部分も急いで食べ終え、ぷりぷりと怒おこりながら出ていった。それが照れ隠かくしのためのふりであることは、その場にいた全員がわかっていたことだが──それを指し摘てきする野や暮ぼなど、ここには誰だれもいない。

「行っちゃいましたね……」

　しばらくして、少し寂さびしげにリリエルが口を開いた。

　すると、すぐにもエクセリアが疑問を投げかける。

「どうするの？　あの子を仲間にするのが目標だったんでしょ？」

「い、いえっ。わたしもそれを考えていたのですが……目標は【新しい仲間と出会う】なんです。【プリムちゃんを仲間にする】ではないので、一応、これで目標達成……で、いいんじゃないかな～、と」

「なにそれ。じゃあ、顔見せのためにあんなに大おお騒さわぎしたの？」

「多分、そうだと……す、すみませんっ！」

　ぺこぺこと頭を下げるリリエルと、お冠かんむりのエクセリア。

　しかし、虎太郎だけは泰たい然ぜんと構え、少女が去っていった方を黙だまって見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。いつかきっと、俺たちとプリムの道は重なる」

「勇者さま」

「あの子はかつての俺だ。勇者としての誇ほこりと使命感だけで、ゆとりのなかった頃ころの……人生の楽しさを知らなかった頃の俺なんだ」

「虎太郎……」

「出来れば、あの子にもここで幸せを見つけてほしい」

「先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせるにはまだ早くない？」

　虎太郎がこの世界へやってきて、まだ二日目である。人生の楽しさとやらを見つけたのも昨日今日の話だ。だというのに、達観したような顔で、「先達としての助言」らしきものを口にするとは──。

　面おも白しろいゲームを見つけ、自じ慢まんげにそれを友だちに教える小学生のようだ。気持ちとしては、まさにその通りなのだろう。

　勇者然とはしているが、やはりこの子はまだまだ子どもなのだと、

（はぁ）

　エクセリアは、仕方なさそうに頭を振ふった。
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　そんなつもりじゃなかった。

　あんな悪態をつくつもりはなかった。

　ただ、虎太郎のたるんだ姿を見て、どういうわけか腹が立ってしまった。

（……いけませんね）

　彼プリム女ローズの中では、虎太郎は完全無欠の英雄だった。

　いつだって隙すきがなく、理路整然としており、敵に対しては容よう赦しやのない死の戦士。

　そのくせ、情や優やさしさも兼かね備え、誰に対しても分け隔へだてなく接する好人物。

　八や坂さか虎太郎は、勇者という言葉がぴったりそのまま当てはまる少年だった。

（でも……）

　それが、一年ぶりに会ってみたらどうだ。すっかり緊きん張ちよう感かんをなくし、心なしか、隙が多くなっているように見えた。この世界に満ちる「ぬるい」空気に毒されたのか、今の彼は牙きばが抜ぬけ落ちた獣けものだ。

　機械よりも機械らしかった側面も、すっかり、鳴りを潜ひそめている──。

「【次元間航行ユニット】、起動」

「おおっ、動いたぞ！」

『反重力装置起動。ブースター、オン』

「「「おおおおお───……っ！」」」

　原因はやはり、この雰ふん囲い気きなのだ。

　このような異物を、本気で劇の小道具だとでも思っているのか。浮うくことしかできない代しろ物ものだと？　今もプリムローズが乗り込み、宙へと浮かび上がったユニットを見て、手を叩たたいて喜んでいる人々は──致ち命めい的に、危険察知能力が欠けている。

『巡じゆん航こう進路設定。レーダー起動。エネルギーサーチ、開始』

　この世界も悪い。脅きよう威いらしい脅威がない。どうして虎太郎が呼ばれたのかわからない。

　ランダムに飛行しながら、広域レーダーで探さぐってみても、引っかかるのは取るに足りない小物ばかりで──。

『……？』

　一いつ瞬しゆん、パネルにノイズが走ったが、それも結局、気のせいだった。

　衛星や通信施し設せつのない異世界では、できることも限られる。先ほどのような微び細さいな不具合も生じるだろう。しかし、それを差し引いても、このユニットの性能は十分すぎるものなのだ。魔王とやらがどれほどのものかは知らないが、どこにいようと、必ず見つけ出せる自信があった。もちろん、それを倒たおせる自信も──。

『これからどうしようか？』

『少し待っていてくださいね。そろそろ浮かんできそうです』

　物思いに耽ふけっていたところで、通信が飛び込んできた。

『五秒だけ待ってあげる。はい、ごー、よん、さん、にー……』

『ええーっ!?』

　パネルを操作すると、映像も現れた。

　どちらも密ひそかに置いてきた、ユニットの子機が送ってきたものだ。

『こらっ、リア。いじめるなよ』

『はいはい』

　バッタかトンボほどの大きさしかない、スタンドアローンの小型偵てい察さつ機。

　ステルスやカモフラージュ機能も備えるこの子機は、現在は虎太郎を追いかけるようにセットされている。幸いにして、誰も気づいていないようだ。この世界の住人は元より、あの勘かんが鋭するどい虎太郎でさえも──。

『………………』

　それはそれで複雑な気持ちがしたが、プリムローズは黙って映像を見つめていた。

『うーん、うーん……あっ、見えっ、見え……！』

『……思春期の男子中学生みたいね』

『ぶほっ!?』

　飲みかけていた紅茶を噴ふき出し、けんけんと咳せき込む虎太郎。それをおかしそうに笑うエクセリアと、あわててハンカチを差し出すリリエル。彼らは一体、何をしているのだろうか？　魔ま王おう討とう伐ばつを掲かかげながら、あの場に留とどまる意味とは──。

　カッとなって飛び出さず、もう少し話を聞けばよかった。だが、今さらのこのこ姿を見せるのも決まりが悪い。ここはもう、さっさと魔王を倒し、会うのはそれからにした方がよさそうだとプリムローズは考えた。

（しかし……）

　映像の端はし。テーブルの上に並べられた皿の数々。

　そこには先ほど彼女も口にした、お菓子や軽食が並べられている。

（あれは美味おいしかった……）

　衝しよう撃げき的な味だった。滅めつ多たに驚おどろくことのないプリムローズが、思考停止に陥おちいるほどの味だった。味気ない合成食材や、ぱさぱさの保存食とは全く違ちがう。栄養価の偏りこそ感じられたが、そんなものはまるで気にならなかった。プリムローズの世界にも、食文化があることはあったのだ。しかし、それも戦火に焼かれ、生活が困こん窮きゆうしていくうちに、段々と「味より栄養」へと変わっていった。虎太郎の手により戦争が終結しても、食に関しては依い然ぜん、元のままだ。とにかく、腹が膨ふくれて栄養になればいいと、全世界の人間がもそもそとクッキーの出来損そこないを食べている。原点回帰を掲げる集団が、土ど壌じようや海洋の浄じよう化かを行い、自然で体にいい食材を取り戻もどそうとしているようだが、どれほどの時間がかかることやら。十年、二十年ではきかないはずだ。下手をすると、百年先でも汚お染せんは除去できていないかもしれない。だとすれば、今日、味わったような料理は、金輪際、口にできないかもしれないのだ。そう考えると、やはりあの場に残っていればよかったという後こう悔かいが浮かんでくる。せっかく虎太郎がご馳ち走そうしてくれたのだ。残さず食べるのが彼の言うレイギにも適かなうだろうし、何より自分の舌と胃い袋ぶくろが幸せになれる。あの芳ほう醇じゆんな香かおりは、まだ、鼻び腔こうに残っている。その余よ韻いんだけで、嗅きゆう覚かくセンサーが喜びの舞まいを踊おどりそうだ。ああ、それにしても、あのお菓か子しは美味しかった。この世界を去る前に、必ず、もう一度、望むままに頰ほお張ばって──。




『──ハッ!?』




　わずか数十秒の間であったが、意識が完全に飛んでいた。

　ついでによだれも垂れてしまっている。どちらも初めての経験だ。

『リンゴのタルト、おそるべし……』

　口元を拭ぬぐいながら、プリムローズは戦せん慄りつさえ覚えていた。

　もしかすると、この世界の物質には、精神的な弛し緩かん作用でもあるのではなかろうか。そうでなければ、このような現象はありえない。自分が美食の──それも回想に耽たん溺できし、我を忘れてしまうなど。

　虎太郎もそれにやられたのかもしれない。未知の物質に汚染され、タガが外れてしまったのだ。そう考えると辻つじ褄つまがあってくる。こののどかな世界も、のん気な人々も、あの美味しいタルトの味も──。

『いけない、まだ任務中……』

　また思考がわき道に逸それてしまった。プリムローズは映像を消し、音声のみの通信に切り替かえる。近きん況きようを知るには声だけで十分だ。目に毒となるものを、いつまでも映しておく必要はない。

　食べ物なら、ユニット内に備えつけの保存食があるではないか。空腹を感じたのであれば、それをかじればいいのだ。そのことに気づくまでこれほど時間を要するとは、やはりこの世界はどこかおかしい。これ以上、思考がバグってしまう前に、早いところ魔ま王おうを倒してしまわなければ。プリムローズはパネルを操作し、レーダーの感度を上げて──。

『ええっ？　ご馳走したいですって？』

『──ッ!?』

　ご馳走という言葉に反応し、彼女のお腹なかがキュウ、と鳴った。
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「ご馳走したいって、なんでまた……」

　虎太郎は困こん惑わくしていた。

　それもそのはず、見知らぬ男性から「晩ばん餐さん会に招きたい」と声をかけられたのだ。警けい戒かいしないわけがなく、身構えるには十分な理由となった。

「ああ、私は怪あやしいものではありません」

「いや、怪しいでしょ」

「いえいえ、身元も確かなものです。モントール伯はく爵しやくはご存じでしょう？」

「知らないわね」

「こらっ！」

　執しつ事じ服を着た初老の男。ロマンスグレーのなでつけ髪がみを、端まで綺き麗れいに整えている不審者は──人あしらいに長たけたエクセリアに、見事に袖そでにされていた。だが、それでも笑えみを崩くずさないのがプロフェッショナルというものだ。若じやつ干かん、口の端をひくつかせながらも、一通の手紙を取り出した執事は、それを恭うやうやしく虎太郎に差し出した。

「今朝方、リッチを倒されたのは貴方あなたですね？」

「あっ、はい」

「あの死し霊りようには我が主あるじ、モントール伯爵も手を焼かされていたのです。何度も討伐隊を送ったのですが、その度たびに返り討うちにされ」

「ざっこ」

「リアッ！　……す、すみません。続けてください」

「はいぃ」

　モントール伯爵の使いの顔が強こわ張ばってきている。

　これ以上煽あおればどうなるか、さしもの虎太郎にも理解できた。エクセリアは彼が気に入らないようだったが──とりあえず、話だけでも聞いてみよう。そう目で語りかけ、虎太郎は相棒を黙だまらせた。

「こほん。とにかく、リッチについては、忌いま々いましく思いながらも、どうにもできなかった案件なのです」

「なるほど！　それを勇者さまが倒されたので、お礼にご招待したいと！」

「はい」

　今度こそ老執事はにっこりとうなずいた。

　筋は通っている。いかにもありそうな話だ。ただ、どうにも動きが早すぎる。

　虎太郎がリッチを倒したのは、ほんの数時間前の話である。郊こう外がいの廃はい屋おくまでもそれなりの距きよ離りがあった。監かん視し員いんがいて、その者が馬を飛ばし、伯爵に報告したとも考えられるが──それならばなぜ、現地で接せつ触しよくがなかったのか。そこはかとない違い和わ感かんを覚えた虎太郎は、手紙こそ受け取ったものの、その場での返答を避さけた。

「それでは、今晩、お待ちしております」

　しかし、相手はすっかりその気になっていた。

　平民が貴族の誘さそいを断るなどありえない。手紙を受け取った以上は、必ず、屋や敷しきに来てもらう。まさか、伯爵の面めん子つを潰つぶしはすまいな──？　と、言動の端はし々ばしからにじみ出ているようだった。

「厄やつ介かいなことになったわね」

「だな……」

　豪ごう奢しやな紋もん章しようが押された赤い封ふう蠟ろうに、手て触ざわりのいい封ふう筒とう。いかにも金がかかっていそうな招待状で手遊びしながら、虎太郎はきゅっと眉まゆを寄せた。

「どうするの？　行くの？」

「何もなさそうなら、喜んでお呼ばれするんだけどな」

　言葉を濁にごしながらも、これは怪しいと主張する虎太郎。

　彼としては、誘いをなかったことにしたかったが──無視したり、断ったりすれば、件くだんの貴族に何をされるかわからない。最悪、身に覚えのない罪を着せられ、投とう獄ごくされるかもしれないのだ。

　するべきことが残っている以上、動きに制限をかけられるのはよろしくない。ここは火中の栗くりを拾う気分で、晩餐会に出向くのもいいのではないか。そう割り切るには、やはり、拭い切れないいかがわしさが残っていた。

「勇者さま！　ここは行くべきです！」

　虎太郎たちが不安を感じている中で、リリエルだけは不思議と前向きだった。

「ぜひ、歓かん待たいを受けましょう！」

　ふんふんと鼻息荒あらく、興奮気味のリリエル。虎太郎の活かつ躍やくが人に認められたことが、我がことのようにうれしいのだろうか？

「前々から思ってたけど、あなたって悪い男に引っかかるタイプよね？」

「ええーっ!?」

「あんなに怪しいのに、目の前にぶら下げられたニンジンに食いついちゃって……」

「違います！　違うんですー！　ちゃんと根こん拠きよはあります！」

　手をぶんぶんと振ふって、そうではないと言うリリエル。

　彼女は自信満々に胸を張ると、伯爵を信じるに足る理由を述べた。

「導きの力が示しました。次の目標は、【モントール伯爵の招待を受ける】、です！」

「………………ええ～……」

　あからさまに渋しぶい顔をするエクセリア。

　何のためにプリムローズと出会ったのか、それさえわかっていないのだ。

　だというのに、目標だけを次々と提示されても困る。彼女の目はそう語っていたが、

「まあ、虎こ穴けつにいらずんば虎子を得ずってことだな」

「楽観的ねえ……」

　依然として、虎太郎は導きの力を信じるようだ。

「怪しい気配がぷんぷんしますけど、きっと、本当はいい人なんですよ。もしかすると、旅の支し援えんを約束してくれるのかもしれません」

「ないない。それはない。まだ魔王の罠わなって方が自然でしょ」

「それならそれで当たりだろ」

「それもそうね」

　ああだこうだと言いながら、最終的には誘いに乗った勇者一行。

　果たして、鬼おにが出るか蛇じやが出るか──。




「ブヒヒヒヒヒッ！」

　豚ぶたが出た。

「ブヒィ！　ようこそ、ようこそ。今夜は楽しんでいってくださいねぇ」

　それも生半可な豚じゃない。純じゆん粋すい培ばい養ようされた生きつ粋すいのブランド豚だ。

　暴飲暴食のせいなのか、体は醜みにくく肥え太り、手足はハムのように膨ふくらんでいる。口の中では金歯が光り、目はどろりと濁って見える。それに何より、全く似合っていない、両サイドがカールしたかつら！

　本物の豚に貴族の服を着せた方がまだマシだ。モントール伯爵家当主、シャルル・ド・モントールは、虎太郎さえも思わず引いてしまうような醜ぶ男おとこだった。

「前言撤てつ回かいします」

「うん、まあ……仕方ないよ」

　リリエルの淡あわい期待など木っ端ぱ微み塵じんだ。あれが善人であるはずがない。

「うう、絶対、悪人ですよぉ……裏で奴ど隷れいメイドとか侍はべらせてそうです」

「なかなか言うわね」

「しー……」

　見た目で人を判断するな、とはよく言われることだが、外見は内面を映す鏡にもなるのだ。今回ばかりはそれがぴったりと当てはまるようで、シャルルからは邪よこしまな気配しか伝わってこなかった。

「さあ、次々と料理が運ばれてきますからねぇ」

　そう言って、シャルルはベルを鳴らした。すると、壁かべ際ぎわに控ひかえていた侍じ従じゆうたちが、ちょこまかと動き始めたのだが、

（広い……）

　いかんせん、食堂が広すぎた。

　それもそのはず、ここは噂うわさに高きモントール邸ていだ。アヴァロンのお屋敷町で一ひと際きわ目立つ大だい豪ごう邸ていである。庭があり、薔ば薇ら園があり、噴ふん水すいがあり、三階建ての屋敷があり──と、要素だけを抜ぬき出せば、他ほかのフランセーズ貴族の館やかたとさほど変わりない。

　ただ、サイズだけは規格外だった。縦にも横にも大きいシャルルに合わせ、どこもかしこも広く、ゆとりのあるように作られている。そのせいで小こ柄がらなリリエルなどは、まるで自分が小人にでもなったかのように錯さつ覚かくしていた。

　加えて、内装の豪ごう華かさときたら、目が眩くらむようだった。もちろん、悪い意味で、だが。

　長く大きいダイニングテーブルはウォルナット。煌きらめくシャンデリアはクリスタル製。壁にかけられたランプも、テーブルに並んだ銀食器も、全すべてが一流の素材で作られている。それがかえって下げ卑びた印象を与あたえることに、シャルルはどこまで気づいているのだろうか。手当たり次し第だいに高級品を揃そろえ、自身もまた、金銀財宝で飾かざり立てているお貴族様は。

「世界一高級な豚小屋ね」

「しっ！」

　ここにいると、それだけで美的感覚が損そこなわれてしまいそうだ。エクセリアはうんざりしたように頰ほお杖づえを突ついたが、シャルルは気にせず、にたにたと笑っていた。

「それでは、勇者様の活躍を祝って……かんぱーい！」

「「「乾かん杯ぱい」」」

　愉ゆ快かいそうなのはシャルルだけだ。彼の対面に座る虎太郎たちは、愛あい想そ笑いもぎこちなく、水の入った杯さかずきをそっと上げるだけだった。

　しかし──。

「あれ？　こ、これ、やけに美味おいしくないか？」

「……ほんと」

「高級な味がします！」

　シャルルは胡う散さん臭くさい、屋敷は悪あく趣しゆ味みだ。だというのに、料理だけは洗練されていた。

　フォアグラのテリーヌから始まり、グリーンサラダで口をさっぱりさせ、ジャガイモの冷製スープ、焼きたてのパンへと続く流れは完かん璧ぺきだ。こればかりはエクセリアも感心し、口元を押さえ、ううんと唸うなり声を上げている。

「私は美食家でして、料理にだけはこだわっているんですよぉ」

　にたにた笑いはそのままだったが、この時だけは、シャルルから害意を感じなかった。

　自じ慢まんできるたった一つのものを打ち明ける時、人は彼のような無む邪じや気きさを出すものだ。そこには他意も企たくらみも入り込む余地はない。今のシャルルは、自分がいいと思うものを、人に共感してもらえる喜びを味わっている。

（もしかして、いい人なのかも……？）

　見ようによっては幼子のように、屈くつ託たくなく笑うシャルル。

　彼の笑え顔がおを見ているうちに、また、彼にふるまわれた料理を食べるうちに、リリエルの考えが段々と変わってくる。いかにも悪人という見た目に惑まどわされてしまったが、見ず知らずの相手を、こうも歓かん迎げいしてくれるのだ。根は善人なのかもしれない。見かけによらず、いい人なのかもしれない。虎太郎たちを招待したのはあくまで善意からで、リッチを倒たおしたからという名目も、実は本当のことで──。




　まあ、そんなこと、あるはずもないが。




「あばばばば……!?」

　数分後、虎太郎たちは床ゆかに倒れ伏ふしていた。

　体が痺しびれる。思うように動かせない。古典的な方法であるが、まさかこれは──。

「こ、これは毒か……料理に、盛った、のか……」

「ピギィ！　そんなことはしませんよ！　私は美食家ですからね」

「じゃあ……」

「料理ではなく、水に少々……遅ち効こう性の毒を、ね。ブヒッ！」

　席を離はなれ、ぶるんぶるんとあご肉を震ふるわせながら、シャルルがゆっくりと虎太郎に近づいていく。その顔には、もはや取り繕つくろうような笑みはない。ただただ、嗜し虐ぎやく的な愉ゆ悦えつのみが浮うかんでいる。

「それにしても、勇者、ですかぁ」

　わざと足音を大きく響ひびかせ、シャルルは虎太郎たちの近くをうろつく。

「時々、いるんですよねぇ……自分を勇者だと勘かん違ちがいした愚おろか者が」

　ねっとりとした声をなすりつけるかのように、シャルルは虎太郎たちに囁ささやきかける。

「困るんですよ、あんなことをされては。リッチさんはよきビジネスパートナーでしたのに……ブルルッ、それも貴方あなたのせいで台無しです」

「ビジネス、だと？　なんのことだ……」

「……マッチポンプってことでしょ。どうせ」

「プヒィ！　ご明察！　いやはや、お嬢じようさんは賢かしこそうだ」

　シャルルは愉快そうに手を叩たたいた。

　マッチポンプ──そう、リッチはシャルルにとっての火付け役だったのだ。

「リッチさんが適度に騒さわぎを起こし、それを私直属の兵が食い止める。これがね、ちょっとした点数稼かせぎになるんですよぉ」

　安あん穏のんとしたアヴァロンの周辺地域では、問題自体が起きにくい。

　魔ま物ものも出ることには出るが、基本的には平和で、穏おだやかで、過ごしやすく──それでは困る人間が、ここにいたということだ。

「まっ、いずれリッチさんには消えていただく予定でしたが……」

　功績を上げるために魔物を利用し、価値がなくなれば情なく切り捨てる。

「それでも、予定を狂くるわせた貴方を放ほうっておくことは出来ませぇん」

　邪じや魔ま者ものを表立っては始末せず、あくまで密ひそかに葬ほうむり去る。

「手前勝手で申し訳ありませんが……ブヒッ！　これでさようなら、ということで」

「くっ……！」

　彼こそが悪人だ。骨の髄ずいから黒く染まった、極ごく悪あく人にんというものだ。

　このままでは三人とも、秘ひ密みつ裏りに処理されてしまう。それだけは避さけねばならないが、いかんせん、手も足も痺れて動かない。

（リアの力を借りるか？　……いや、危険すぎる）

　手がないこともなかったが、それは最後の最後、どうしようもなくなった時の切り札だ。安易に頼たよるようなものではなく、使わないにこしたことはない。他に可能性があるならば、少しでもそちらにかけるべきだ。そう思って、虎太郎は辺りを見回すが、

（……ダメだ！　ここはやつの巣なんだ！）

　虎太郎はモントール邸を虎穴にたとえたが、ここはそんなに生易しい場所ではない。

　シャルルを王とする、悪人たちの巣そう窟くつ──何十人といる従者たちは、ぴくりとも眉まゆを動かさず、黙だまって壁際に控えている。料理を運んできた給きゆう仕じでさえも、空いた皿を片づけて、早々に厨ちゆう房ぼうへと去っていった。このようなことは日常茶さ飯はん事じなのだ。一々大げさに驚おどろく者などおらず、また、口を挟はさむ者もいなかった。

「あのリッチさんを倒すとは、相当の手て練だれ。私も油断せずに参りますよぉ！」

「いやぁぁぁ！　勇者さまぁぁぁ!!」

（万事休すか……！）

　虎太郎が逡しゆん巡じゆんしているうちに、シャルルは従者からハンマーを受け取って、それを勢いよく振ふり上げた。これで頭を潰つぶしてしまおうというわけだ。それを許し、スイカのようにかち割られてはたまらない。虎太郎は覚かく悟ごを決め、剣けんの柄つかに手をかけたが──。

「……ぅわぁぁぁぁぁっ!!」

　重じゆう厚こうなドアを突き破り、先ほど出て行ったはずの給仕が転がり込んできた。

「ひいいっ!?」

　次いで、ドアそのものが吹ふき飛んで、奥から何か巨きよ大だいなものがやってきた。

「な、なにぃ……？　あれはぁ……！」

　銀色の装そう甲こう。太く重々しい手足。ゴーレムと見み紛まがうばかりの巨きよ体たいが、のっそりと食堂へと入ってきた。そして、それは花開くように、一人の少女を取り出して──。

「まったく、見ていられませんね」

「プリムちゃぁん!!」

　現れたのは、去っていったはずのプリムローズだった。

　彼女は颯さつ爽そうとユニットから降り立つと、周囲の目など気にせず、虎太郎へと歩み寄っていく。その手には丸薬の入ったケースが握にぎられており──それが解げ毒どく薬であろうことは、呆ほうけていたシャルルの頭でも理解できた。

「させるかぁっ！　者ども、かかれっ、かかれぃっ!!」

　主あるじの声で正気に戻もどった従者たちは、まず、停止しているユニットに飛びかかった。

　乗り込んで操あやつるなど珍ちん妙みようなゴーレムであるが、押さえ込んでしまえばどうしようもあるまい。侵しん入にゆう者を縛しばり上げるために、魔ま法ほうの縄なわも用意してある。いくら力ちから自じ慢まんのゴーレムとはいえ、ここまでされれば──。

「救いようがありませんね」

　従者たちが勝利を確信した時、プリムローズの冷たい声が響いた。

「それはあくまで乗り物です。兵器ではありません」

「……はったりだぁ！」

「いいえ、違ちがいます。なぜならば」

　プリムローズがすっと右手を上げると、ユニットは光に包まれて消失した。

　続いて彼女が右手を横に滑すべらせると、その両りよう腕うでが光に覆おおわれていき──。

「私こそが兵器にして、唯ゆい一いつ絶対の戦力なのです」

　やがてライトグリーンの光も消える頃ころ。プリムローズの両腕には、無骨なガントレットが装着されていた。いや、それだけではない。彼女が再び右手を振ると、今度は巨大なハンマーが転移してきて──。

「汎はん用よう人型兵器プリムローズ。戦せん闘とうモード起動」

　身の丈たけを超こえる大だい鉄てつ槌つい。緑を基調とした色は、プリムローズの服と同じものであり、それだけであれが彼女の専用武具だと見て取れる。

「状じよう況きよう、開始します」

「ひぃぃっ!?」

　──見せかけだ！

　一いつ瞬しゆん、シャルルや彼の従者たちは、あれがハリボテなのだと思った。今しがた消えたゴーレムのように中身は空で、軽い素材で出来ているのだと。しかし、淡あわい願望は床の木材と共に粉々となって、たまらず彼らは悲鳴を上げた。

　ただ床に落としただけなのに、あの衝しよう撃げき。ずしんと腹に響く重低音。間違いない。あれは本物で、それを操る少女の膂りよ力りよくも本物なのだ。

「う、うわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

「ピギィッ!?」

　一人が逃にげ出せば、次々と後へ続くものだ。開け放たれた入り口から、従者たちが雪崩なだれを打って逃げていく。主のことなどお構いなしだ。振り返る者さえいない。肥満体のシャルルは、走ることさえできなかったので、結局、一人取り残されて──。

「……さて」

「ブルウウウッ!?」

　足音が遠ざかっていくのを確かく認にんし、プリムローズはシャルルに向き直った。

「貴方は首しゆ謀ぼう者しやです。当然、逃がしませんよ」

「ひっ、ひぃ、ぃぃ……！」

　自分が縋すがりついているものとは全く違う。もっと、ずっと暴力的で、破は壊かい以外に用よう途とがない巨大ハンマー。そのヘッドでぴたぴたと腹を叩かれたシャルルは、カエルのように引きつった声を上げた。

「マスターもうかつでしたが、だからと言って貴方の罪が許されるわけではありません。このまま警備兵に引き渡わたさせてもらいます」

「ひっ、ひぃ、ブヒッ、ひっ、ひひひっ」

「……？　気でも触ふれましたか？」

　恐おそれ戦おののき、観念し、涙なみださえ流していたシャルル。その彼が、どうしたことか、笑い声を上げ始めた。プリムローズは精神状態を疑ったが、

「警備兵！　警備兵ぃ!?　プフーッ！」

　シャルルはたまらないとばかりに、ゲラゲラと笑い始めた。

「やつらの上司は私の友人だ！　裁判官や教会にも根回し済みぃ！」

　こいつは自分を殺しに来たのではない。捕つかまえに来たのだ。そう判断したシャルルは、途と端たんに強気になって、プリムローズの無力さを嘲あざ笑わらった。

「ここで私を捕まえても、何も変わらん！　その大おお槌づちを振り下ろそうものなら、伯はく爵しやく殺しの大罪人だぁ！　どちらにせよ、貴様らに未来はない！　私の勝ちだ！」

　己おのれの権力を誇こ示じし、更さらには相手がやけになるのも防ごうとするシャルル。

　よく回る舌でべらべらとまくしたてる相手に──しかし、プリムローズは揺ゆるぎない。

「そうですか。でも、どの道、貴方は終わりですよ？」

「ブヒッ？　それはどういう……」

　問いかけには答えず、プリムローズは窓まど際ぎわへと移動する。

　そして、カーテンを開き、黙って窓の外を指し示した。すると、そこには、




『リッチさんが適度に騒ぎを起こし、それを私直属の兵が食い止める。これがね、ちょっとした点数稼ぎになるんですよぉ』




　夜空に立体映像が浮かび上がっていた。

「パァァァァァァ─────ッ!?」

　大きく、ぼんやりと光るそれは、悪だくみを披ひ露ろうするシャルルの姿だ。見間違えようがないほど鮮せん明めいに映し出された立体像に、屋や敷しきの外ではざわめきが大きくなっていく。

「ホログラムです。ここで撮さつ影えいした一部始終を、王都の空で上映させていただきました」

「な、なななななな……!?」

「もちろん、リピート再生です」

「ピギィィィィィッ!?」

　密かに虎太郎をつけさせていた子機。バッタにも似た小型偵てい察さつ機を手のひらにのせて、プリムローズは無む慈じ悲ひに言い放つ。

「少し寄り道をして、裏うら帳ちよう簿ぼまで見つけました。これで言い逃のがれはできませんね」

「ピッ、プククククク……」

　チェックメイトであった。

　ここまで事が大きくなると、伯爵家の力をもってしても揉もみ消せない。

　市民や王は激げき怒どし、道連れを恐れた仲間たちは、きっと素知らぬふりをする。

　そのことを悟さとったシャルルは、とうとう泡あわを吹きながら失神し、それを確認したプリムローズは、構えていたハンマーを下ろした。

「状況終しゆう了りよう。戦闘モード、解除します」

　その言葉に合わせ、ガントレットとハンマーが消失した。

　プリムローズが備える【ガレージ】に収納されたのだ。各種装備や武器弾だん薬やく、【次元間航行ユニット】も収められた四次元空間。そこにアクセスできる彼女は、いつでも身軽な存在だ。今もふわりとマフラーを揺らしながら、虎太郎たちへと近づいている。

「助かったよ」

「いえ。元々、そのためにこの世界に来たのですから。お気になさらずに」

　そして、解毒薬を虎太郎たちに与あたえたプリムローズは、

「ですが、あまりに不注意です。私がいなければどうするつもりだったのですか」

　たしなめるように、虎太郎をじろりとにらみつけた。

「うっ、す、すまない……」

　確かに、彼女の言う通りだ。

　導きの力が示したものとはいえ、それが安全な道であるとは限らない。あくまでリリエルが提示するのは、『何をすればいいか』だけなのだ。目標の周りに潜ひそむ危険にこそ気を配らなくてはならず、今回の一件は、避けることもできた窮きゆう地ちであった。

「なんとかなるだろう。なんとかできるだろう。そのように不安定な旅を続ければ、いつかまた、同じあやまちを繰くり返します」

「おっしゃる通りです……」

「貴女あなたも貴女です。共に行動するだけが仲間ではありません。時には一歩引いて、苦言を呈ていすることも必要なのです」

「か、返す言葉もありません……」

　淡たん々たんと説教を続けるプリムローズの前で、虎太郎とリリエルは自然と正座になっていた。エクセリアだけはさりげなく剣の中へと姿を消していたが──同じことができるはずもない二人は、ただただ、背中を丸めてきつい言葉を受け止めていた。

「はぁっ……」

　親に叱しかられた子どものようにキュッと体を縮めた二人を見て、プリムローズは小さくため息を吐ついた。その小さな吐と息いきにさえ、びくりと体を震ふるわせる虎太郎たちに、とうとう彼女は我が慢まんし切れなくなって、

「これでは放ほうっておくこともできません。非効率的ですが、私も同行します」

　と、言い出した。

「えっ？　それじゃあ……」

「仲間になるということです」

「本当か!?」

「やりましたね、勇者さま！」

　文字通り、もろ手を上げて喜ぶ虎太郎とリリエル。

　喜き怒ど哀あい楽らくの変化が激しく、バイタルサインも一定しない。やはり人間とは不安定な生き物だ。自分が寄り添そって、しっかりサポートしなければ。呆あきれ顔で二人を見つめつつも、そう決意したプリムローズは、彼らからふっと視線を外し、

「それにしても、このようなもので気を緩ゆるめるとは……どうかしていますね」

　手つかずの料理が並ぶテーブルを見た。

　メインディッシュの肉料理。まだほのかに湯気が立つ合あい鴨がものコンフィ。塩やハーブをすり込み、油ゆ脂しに漬つけ込む独自の技法は、肉を柔やわらかく、風味豊かにするものだ。そうして手て間ま隙ひまかけられた料理を、プリムローズはひょいとつまみ上げる。

「このようなもので……」

　そして、そのままがぶりと嚙かみつき、不ふ愉ゆ快かいそうに咀そ嚼しやくする。

　ほら、大したことはない。とでも言うつもりなのだろうか。

　それにしては様子がおかしく、次から次へと皿に手を伸のばしている。

　プリムローズは何も話さないまま、黙もく々もくと料理を食べ続け──。

　それに気づいた虎太郎は、街の食堂での彼女の姿を思い出し、あっと声を上げた。

「やっぱり、お前も食べたかったんだろう！」

「違います。そんなことはありません」

「いや、でも、そんなに頰ほおを膨ふくらませて！」

「資源を大切にしているだけです。他意はありません」

　一心不乱に料理を詰つめ込んで、ハムスターのように頰をパンパンにするプリムローズ。

　小さな最終兵器は、今だけは、幼子のようにぷるぷると首を振ふるのであった。
















　幕間劇「ご縁えんがありまして」




　悪徳貴族シャルルが、めでたくお縄なわになった日の夜のこと。

　湯ゆ浴あみを終え、寝ね巻まきに着き替がえ、布ふ団とんに潜もぐり込んだリリエルは──。

　同じ部屋で寝ねている新しい旅の仲間に、そっと話しかけた。

「プリムちゃん、プリムちゃん。まだ起きてる？」

「動作確認。スリープモード解除。通常モードに移行します」

「え、ええっ？」

　ウィンウィンと機械的な音が響ひびいたかと思うと、横になっていたプリムローズが体を起こした。続いて向けられる、つるりとした灰色の瞳ひとみ。予想とはだいぶ違ちがうパジャマトークの始まりに、リリエルはたじたじだ。

「ご、ごめんね？　起こしちゃった？」

「問題ありません。兵器に睡すい眠みんなど不要です。寝ているように見えても、いつでも応答可能な状態にあります」

「その割にはめちゃくちゃ不ふ機き嫌げんそうだよ？」

「問題ありません」

　あからさまに嫌いやそうな顔をしているプリムローズ。いかにも寝ね起おきが悪そうな生体兵器ちゃんは、目をしょぼしょぼさせていた。

「ね、寝つきがいいんだね？」

「……この布団が柔らかいから……」

　ぶつぶつと恨うらめしげに呟つぶやきながら、プリムローズはベッドをぽふぽふ叩たたいた。その姿は幼い見た目相応のものであり、なんだかリリエルは、彼女に親近感を覚えてしまう。

　しかし、同時に気になった。何の変へん哲てつもない宿屋のベッドに、ここまで癒いやされるだなんて──彼女はどういう生活を送ってきたのだろう？

　どうにも気になったリリエルは、本人に直接聞いてみることにした。

「ねえ、プリムちゃんがいた世界ってどんなところだったの？　やっぱり怖こわいとこ？」

「怖い、という感情はわかりませんが、敵には事欠かない世界でした」

「敵？」

「人類の天敵。ただ壊こわすためだけに活動する狂くるった機械群。私はそれに対たい抗こうするべく生み出された生体兵器であり、日々、戦い続けていました」

「え……」

「戦って、戦って、戦って、戦って。気が遠くなるほど戦って……」

　淡々と語られているからこそ、リリエルは怖おぞ気けをふるってしまった。

　もしもこの世界に、何億、何十億という魔ま物ものがいたとしたらどうだろう。人間は当然、生き残るために剣けんを取るはずだ。しかし、魔物の数は多い。兵隊だけじゃ足りない。女も子どもも老人も、みんなで戦わなければどうしようもなくなってしまう。それでもやっぱり魔物の数は多くて、倒たおしても倒しても全然減らなくて、だけども手を止めたらみんな死んでしまって──。

　虎こ太た郎ろうの言う地じ獄ごくが、今やっと、理解できたような気がした。同時に、押し寄せるような、大きな恐きよう怖ふを感じたリリエルは、布団の中でギュッと体を抱だきしめた。

「ですが、マスターが戦いを終わらせてくださいました。機械群のマスタープログラムは破は壊かいされ、私は戦いから解放されたのです」

「そっか……」

　どこか嬉うれしそうに語るプリムローズに、リリエルは曖あい昧まいな笑え顔がおを向けた。

　そして、努めて明るくふるまおうとして、違う話題を持ちかけた。

「でも、すごいんだね。機械？　それを使えば、別の世界にも行けるんだ？」

　神ならぬ身で別世界へ移動するとは、おとぎ話のようなものだ。道具を用いたとはいえ、それはいかほどのものなのか。それがどうにも気になった。

「通常は不可能です。次元間航行は、とてもデリケートな領域です。自由自在に別次元を行き来することは、少なくとも私には出来ません」

「え？　でも、プリムちゃんはここにいるよね？」

「マーカーがありましたので。それがあれば、次元間航行の難度は大きく下がります」

「まーかー？」

「自らと関係の深い人や物。それが目印……マーカーとなるのです」

「へえー……！」

　なるほど、プリムローズは、縁をたどってここまでやってきたのだ。

　そう考えると素す敵てきな気がして、なんだかリリエルは頰が緩んでしまい、

「え、でも、勇者さまがまーかーなら、これからも誰だれかが来るんじゃないの？」

「その術を持つ者に限りますが、可能性はあります」

「で、でも、それがみんな味方とは限らないよね？」

「稼か働どう限界を確かく認にん。軀く体たい維い持じのため、スリープモードに移行します」

「ちょ、ちょっとぉ!?」

　もしかすると、ライバルや宿敵まで現れるのではなかろうか──。

　世界平和のためにも、旅を早く終わらせようと誓ちかうリリエルだった。
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　翌朝の街は騒そう然ぜんとしていた。

　繰くり返し流れた立体映像。ばら撒まかれた裏うら帳ちよう簿ぼや不正の証しよう拠こ。元より「臭くさい」と思われていたモントール伯はく爵しやくは、誰もかばうことができず、あえなく御ご用ようとなってしまった。

　悪徳貴族が召めし取られる、その一連の流れに、アヴァロン市民は大おお騒さわぎだ。

「義ぎ賊ぞくかな？」

「怪かい盗とうかな？」

「もしかすると、暴れん坊ぼう殿でん下かかもしれん」

　劇や物語ではお馴な染じみの、正義の味方が現れたのだと彼らは語る。

　根こん拠きよも何もない話だったが、「シャルル逮たい捕ほ」がお上による大おお捕とり物ものなら、また違った反応を見せていたはずだ。噂うわさ話ばなしに興じるにしても、もう少し現実味のある話をしただろう。

　しかし、誰がやったのか、どうやったのか、皆かい目もく見当がつかないのだ。公式な発表は未いまだになく、処理に当たった警備兵でさえ首をひねっている。と、なると、義心に富める者たちが、夜よ闇やみに乗じて悪代官を討うったのだ──という考えが出てくるのは、なんらおかしいことではなかった。

「不ふ摂せつ生せいが祟たたってぽっくり逝ゆくかと思っていたが……そうか、あの豚ぶた、暗殺されたか」

「いやいや、死んでないってば」

　あまりにセンセーショナルな出来事に、誤解や流言飛語まで横行していたが──こちらは、大事件にはつきものというやつだ。今は乱れ飛んでいる突とつ飛ぴな意見も、そのうち無難な落としどころへ集約されていくだろう。

「今日もにぎやかだなあ」

　さて、アヴァロン市民が大いに沸わいている中。

　モントール伯爵逮捕の立たて役やく者しやは、のん気に街を歩いていた。

「おおっ、プリム！　あそこでわんこが芸をしてるぞ！」

「見に行きましょう、マスター」

　中央市街の目め抜ぬき通り。馬車が四台、五台と並走しても、まだ余よ裕ゆうのある道を、勇者一行は北に向かって進んでいく。

「へー、アイスも売ってるんだ。ちょっと買ってみるか？」

「お供します、マスター」

　虎こ太た郎ろうとプリムローズが一々足を止めるため、歩みは遅ち々ちとして進まなかったが──。

「～♪」

　この旅の案内人、リリエルの顔は、不思議と晴れやかだった。

「ねえ、いいの？」

「何がですか？」

「昨日まで『寄り道しないでくださーい』みたいなこと、言ってたでしょ？」

「ああ、そのことですか。いいんです、いいんです。ちょっとぐらいは！」

「ええ……？」

　今にもスキップを始めそうなほど浮うかれている。足取りも軽かろやかなリリエルは、これまでとは打って変わって寛かん容ようだった。

「とうとう吹ふっ切れたの？　制せい御ぎよできないって」

「違います、違います！　そうじゃなくって……えへへ」

「……さっさと答えなさい」

「みぎゃーっ!?　いだだだだだっ!?」

　リリエルは頭を鷲わしづかみにされ、そのまま片手で持ち上げられた。人に聞かれたことに答えずに、一人でへらへらと笑っていれば当然そうなる。ましてや相手はエクセリアなのだ。無視するにはあまりに危険な少女であった。

「す、すみません。ちょっとはしゃいでました」

「わかればいいのよ」

　恐怖のアイアンハングから解放され、四つん這ばいになるリリエル。

　荒あらい息を吐はく彼女に、エクセリアはあくまで優ゆう雅がに問いかける。

「で？　どういうわけなの？」

「そ、それはですね……」

　あわてて姿勢を正し、リリエルは身み振ぶり手振りを交えて話し始めた。

　浮かれていたわけを。少しぐらいの寄り道は構わないと判断した理由を。

「思い返してみてください。わたしの導きの力ですが……これまで示した目標が、見事に繫つながっていませんか？」

「そうだったかしら」

「そうですよ！　リッチを倒したことで伯爵に目をつけられました。彼の誘さそいに乗ったことで、プリムちゃんが仲間になってくれました」

「そういえば……」

　そうかもしれない。エクセリアが気まぐれだ、思いつきだと評した目標が、一つの道となっている──かもしれない。

「だから、やっぱり、導きの力は正しかったんですよ！」

　不安だったのはエクセリアだけではなかったようだ。それらしい道筋が見つかって、リリエル本人が誰よりほっとしていた。力が示した目標には意味があるのだと、自信を取り戻もどした彼女は、もう勇者の寄り道など気にならなかった。

「安心してください。多少、よそ見をしようとも、わたしがバッチリ導きますから」

　えっへん！　と胸を張るリリエル。得意げに鼻を高くする少女に、エクセリアは、

「いひゃいいひゃい!?　ひーん！　なんれれすかー!?」

「ちょっとむかついたからよ」

　当たり前のように頰ほほをつねっていた。

　ぷにぷにの頰をつまみ、ぐにぐにと動かすエクセリア。調子に乗った人が何より嫌きらいなサディストは、憂うさ晴らしのように天使のほっぺたをこね回していた。

「それで？　あなたの力が本物だとして、これからどうなるのかしら？」

「うう……わ、わたしが思うにですね」

　エクセリアの魔まの手から解放されたリリエルは、頰を押さえながら問いに答えた。

「昨日の晩、【ヴォルヴィスへ向かう馬車に乗る】と浮かんできました。プリムちゃんを仲間にして、初めて示された目標です。なので、ヴォルヴィスにはプリムちゃんがいないと倒たおせない敵、越こえられない壁かべが待っているのではないかと」

「ふうん……」

　この平和な世界に、それほどの敵がいるとは思えないが──昨晩の例もある。

　油断や慢まん心しんが招いたミスが、虎太郎を危険にさらすこともあるだろう。機械のように冷静なプリムローズがいれば、そのような危機を回かい避ひすることもできるはずだ。

「マスター。にゃんこです。野の良らにゃんこが友好的接せつ触しよくを図はかってきました」

「おおっ、人ひと懐なつっこいなあ」

（……大だい丈じよう夫ぶかしら？）

　早くもこの世界に毒されてはいるが、虎太郎よりはオン、オフがしっかりとした少女だ。何より強さは折り紙つきである。若じやつ干かんの不安を残しながらも、エクセリアはリリエルの導きに乗ることにした。




「さて、馬車に乗ったわけだけど……リリィちゃん、次の目標は浮かんできた？」

「少し待ってくださいね」

　王都で駅馬車に乗り込み、街かい道どうに出たところで虎太郎が切り出した。

　それを受けて、リリエルはこめかみに指を当てて考え込む。導きの力がこれから何を示すのか。次の目標は何なのか。虎太郎とエクセリアは、固かた唾ずを吞のんでこれを見守る。

「なるほど、これが彼女のナビゲート能力……効果があるのかないのか、客観的にはまるでわかりませんね」

「でしょ？」

「こらこら」

　新参者のプリムローズの口からは、さらっときつい言葉が飛び出たが──そこに悪意がないことを知っているリリエルは──でもやっぱり微び妙みように傷ついた導きの天使は、青い顔をしながらも、必死に目標を探さぐり続けた。

「出ました！」

　集中の甲か斐いもあり、すぐにもリリエルは顔を上げた。

　真しん剣けんな表情だ。つられて、虎太郎たちも気を引き締しめる。

　しんと静まり返った仲間たちに見つめられ、リリエルはグッと拳こぶしを握にぎり締め、

「次は【彼かの地にて待つ試練を越える】です！」

　と、高らかに言い放った。

「試練を越える、か」

　物々しい響ひびきに、虎太郎の表情が硬かたくなる。

「試練っていっても、どうせ大したことないんじゃない？」

「いえ、試練は試練です。導きの力は、生半可なものを試練とは表現しません。極きわめて難度の高い目標だと思われます」

　エクセリアが軽口を叩たたいたが、リリエルは険しい顔で首を横に振ふる。

「少なくとも、プリムちゃんがいなければ達成できないような……」

「そうか……」

　これまで通ってきた道は、一つの線で繫がっていた。

　と、なれば、これから進むべき道も、その延長線上にあるのだろう。

　プリムローズを仲間に加えるために、わざわざ二日もかけたというのなら──件くだんの試練を越えるために、必ず、彼女が必要となる。そう判断した虎太郎は、キーパーソンたるプリムローズにうなずきかけた。

「期待しているぞ、プリム」

「尽じん力りよくします」

　虎太郎の目を真っ直すぐに見つめ、プリムローズはこくりとうなずき返した。

　言葉ではない。行動をもって信しん頼らいに応こたえるのだと、彼女の目は言っている。

「試練が待つ地、ヴォルヴィスか……」

　向かい合わせの四人席、箱状の車両の外には、ヒナゲシの咲さく野原が広がっている。

　赤く小さな野花に見送られながら、馬車はヴォルヴィスへと向かっていく。

　その先に大いなる試練を予感しつつ、虎太郎は仲間たちを激げき励れいした。

「よし、みんな！　力を合わせてがんばろう！」

「おーっ！」

　元気よく応えたのは、リリエルだけであったが──。

　虎太郎は、他ほかの二人の固い意思も、しっかりと感じ取っていた。

　幻げん想そう世界アイリスガーデン。エクセリアがぬるま湯と断じた平和な楽園。

　しかし、確かな脅きよう威いを孕はらんでいる異世界で、勇者は今こそ試練に立ち向かう。

「着きましたよ」

「ようし、行くぞ!!」

　半日ほど馬車に揺ゆられ、いよいよ目的地に着いた勇者一行。

　彼らは弾はずみをつけるべく、勢いよく馬車から飛び出して──。


「「「ヴォルヴィスにようこそ！」」」



　妙みよう齢れいのご婦人方に出で迎むかえられた。




「………………は？」




　ゆったりとしたワンピースに、厚地のエプロン。色こそ違ちがえど、同じような服を着た女性たちは、にこやかな笑え顔がおで虎太郎たちに近づいてくる。

「宿はもうお決まりですか？」

「うちなら四人部屋でも、二人ずつでも用意できるよ」

「いえいえ、ヴォルヴィスに来たのなら、うちに来ない手はありませんよ」

　よく見れば、駅馬車の停留所、山の麓ふもとのロータリーでは、あちこちで同じ光景が展開されていた。馬車を降りる老ろう若にやく男なん女によと、それを歓かん迎げいする女たち。彼らはすぐにもいくつかのグループにわかれ、いずこかへと去っていく。

　馬車の中からはわからなかったが、どうやらヴォルヴィスは谷間にできた街らしい。

　奥へ向かって連なる山々、その間を流れる川に沿って、いくつもの家が建っている。

　都会のように狭せま苦くるしくはない。押し合いへしあいしながら、ぎゅうぎゅう詰づめに造られているアヴァロンの街並みより、ずっと余よ裕ゆうが感じられる。これはゆとりというものだ。都市部にはない田舎いなかの開放感だ。その証しよう拠こに、道行く人、石橋を渡わたる人、街角に佇たたずむ人、その全すべての顔に柔やわらかな表情が浮うかんでいる。切り立った岩がん壁ぺき、木々が生おい茂しげった緑の森、そして、あちらこちらで揺れる湯けむりを、誰だれもがのんびりと見つめていて、


「温泉街だ!!」



　端はしから端までじっくりと確かく認にんし、ようやく声を上げた虎太郎。

　彼の隣となりで、一様に目を見開いている少女たち。

　そう、ここは温泉街。フランセーズ屈くつ指しの保養地、ヴォルヴィス。

　勇者一行が覚かく悟ごを決めて赴おもむいたのは、その名も高き観光スポットだった──。




　　　　２
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「気持ちいいわね……」

　夜空には数あま多たの星が瞬またたいて、地上にはランプの光が淡あわく灯ともる。

　谷間の街には涼すずやかな風が吹ふき、森の香かおりは昼間の暑さを忘れさせてくれる。

　湯に浸つかるには絶好の夜だ。山の斜しや面めんから見下ろす景色も素す晴ばらしい。屋根が抜ぬけ、壁が崩くずれた神しん殿でんも、こうして湯をかけ流せば立派な露ろ天てん風呂ぶろだ。歴史を感じさせる礼拝堂の跡あと地ちで、虎太郎とエクセリアは、うっとりと湯に体を沈しずめていた。

「温泉ってこんなにいいものだったんだなあ……」

「あら？　あなた、はじめてだったの？」

「そうだよ。銭湯にも行ったことない……って、リアは違うのか？」

「私はヒマな時にちょくちょく、ね」

「ずるくないか？」

「あら。一応、誘さそったわよ？　でも、鍛たん錬れんがあるからって断ったのはあなたでしょ？」

「そうだったっけ？」

「そうよ」

「そうだったか……」

「そうよ」

　並んで湯船に浸かりながら、取り留めのない話をする二人。

　虎太郎は縁ふちにもたれて夜空を見上げ、エクセリアは彼を微ほほ笑えみながら見つめている。

　いつの間にか会話は途と切ぎれてしまったが、気心の知れた二人には、沈ちん黙もくさえも苦にならない。心地ここちよい静せい寂じやくに包まれて、ゆったりとした時間が流れていく──。

「って、試練って結局、何なんだろうな？」

「さあ？」

　急に真面目まじめな顔になって、エクセリアに問いかける虎太郎。そのようなこと、聞かれても困るというものだ。なぜならば、まだ何も起きていないのだから。

「あっ、プリムちゃん！　待ってよー！」

「ほら、案内人が来たわよ。あの子に聞けば？」

「そうだな」

　露天風呂となった神殿、その更こう衣い室は、今でも同じ用よう途とで使われている。

　礼拝堂と繫つながる扉とびらの向こうから、虎太郎たちの聞き慣れた声が近づいてくる。

「ほう、ここが露天風呂。古い施し設せつを流用しているのですね」

「わあっ、ステキだね！　ほら！　あそこから向こうの山が見える！」

　やがて木製のスイングドアが開き、二人の少女が大浴場に現れた。

　すっぽんぽんでつるぺたなプリムローズ。少女らしい体にタオルを巻き、髪かみを下ろしたリリエル。前者は興味深そうに露天風呂の構造を確認し、後者はうれしそうに崩れた外がい壁へきに駆かけ寄っていく。
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　銀ぎん髪ぱつと金きん髪ぱつ。鉄仮面と百面相。機械兵器と純白の天使。正反対なところばかりが目立つ二人だが、かえって気が合うのだろう。歳としが近いのも影えい響きようしているのかもしれない。揃そろってかけ湯を始めた二人は、まるで姉妹のようだった。

「あー、いいお風呂……天界にもこんなとこなかったよぉ」

「そうなのですか？」

「うん、そうなのです。イリスさまが綺き麗れい好ずきの新しいもの好きだから、あんまり古いものは残ってないの」

「小まめにバージョンアップを図はかる方なのですね」

「ばーじょんあっぷ……？」

　先客である虎太郎たちに気がつかず、湯に浸かってガールズトークを始める二人。

　ちゃぷちゃぷと軽い水音を立てながら、あれこれ世間話をしている少女たちは、いかにも楽しげだ。いや、そう見えるのはリリエルだけなのだが──プリムローズも満まん更ざらではなさそうで、自らも話題を振っていたりした。

　裸はだかのつき合いとはまさにこのこと、二人は同じ湯に浸かって親しん睦ぼくを深めている。

　話しかける機を逃のがしたのもあるが、彼女らの間に割って入るのもいかがなものか。

　そう思った虎太郎は、黙だまってリリエルたちを見つめていたが、

「……おや」

「あ……」

　ふと、視線をずらしたプリムローズと目が合った。

「マスターもご入浴中でしたか」

「へっ？　マスターって……」

　羞しゆう恥ち心しんとはいかにも無む縁えんそうな少女が、いつもの調子で声をかける。すると、それにつられたリリエルが、視線を横に滑すべらせて、

「って、えええええええええっ!?」

　すぐにも虎太郎を見つけ、大声を上げた。

「えっ、えっ!?　な、なんで勇者さまがっ!?」

　ゆでだこのように顔を真っ赤にして、タオルで胸むな元もとを隠かくすリリエル。あまりの恥はずかしさに、湯船から立ち上がることもできない彼女は、なおも悲鳴のような声を上げる。

「ここ、女湯ですよっ!?」

「いや、混浴だから」

「ええええええええっ!?」

　騒さわがしい少女である。先ほどまでまったりとしていたエクセリアも、興が削そがれたとばかりに眉まゆをひそめていた。声には出さないが、プリムローズも同じように感じているのか、彼女は両耳を手で塞ふさいでいた。

「わ、わたし、てっきり女湯だと！」

「湯着もバスタオルも用意されてたでしょ？　どっちか使って体を隠しなさいってことは、つまり混浴ってことよ」

「いや、わたしみたいな、恥ずかしがりやの人用かと思ってて……」

「どんだけ純情なのよ」

　エクセリアも、異性の前では肌はだを隠す。つきあいの長い虎太郎が相手でもそれは変わらない。照れや気恥ずかしさは確かにあるが、これはむしろ、淑しゆく女じよの嗜たしなみというものだ。女たるもの、みだりに素肌を見せるものではないと彼女は考えている。

　しかし、同性が相手なら話は別だ。大おお股またで歩くような品のないことはしないが、別段、胸や尻しりを隠したりはしない。過去、何度か訪おとずれた温泉でも、彼女は同性の目を過か剰じように意識することはなかった。

「うう……」

　それに比べてリリエルはどうだ。体にしっかりとタオルを巻きつけ、胸から膝ひざまで隠してしまっている。一体、誰の目を気にしているというのか。女湯と思っていた割には万ばん全ぜんの重装備に、エクセリアは思わず呆あきれてしまった。

　ただ、まあ、リリエルは清純や貞てい淑しゆくを尊ぶ天使だ。加えて、人目や性せい徴ちようを気にする年とし頃ごろである。エクセリアにとっては大げさに思えるラッピングも、天使の少女ならば仕方のないことと言え、

「ゆ、勇者さまの裸。勇者さまの裸が……」

「意外とませてるわね」

　羞恥で頰ほほを染めているのかと思いきや、多分に興奮も混ざっていた。リリエルは恥ずかしそうに身をすくめながらも、目だけはしっかりと虎太郎に向けている。

　まあ、こちらも仕方のないことだ。引き締しまった体。ほどよくついた筋肉。男を感じさせる彼の体は、エクセリアから見ても魅み力りよく的だった。それでいて顔も悪くないとくれば、免めん疫えきのない生き娘むすめなどコロッといってしまうだろう。

「マスター。筋肉の質が上がりましたね」

「ん？　ああ、そうなんだ。最近はストレッチに力を入れててさ」

　中には、例外もいるようだが──。

「ダ、ダメだよ、プリムちゃん！　男の人に裸を見せちゃ！」

　堂々と裸ら体たいをさらし、虎太郎の肩かたや腕うでをぺたぺたと触さわっているプリムローズ。慎つつしみを知らず、あまりに大だい胆たんな彼女を、あわててリリエルが引き剝はがす。しかし、それが不可解だったのか、プリムローズは首を傾かしげ、リリエルに問いかけた。

「どうしてですか？」

「どうしてって……その、男の人が獣けものになっちゃうから」

「なったら逆に怖こわいわ」

　思わずツッコミを入れるエクセリア。

　扇せん情じよう的な大人の女性ならまだしも、毛も生えていない少女が何を言っているのか。まさしく、十年後に出直してこいというものだ。

「気になるようなら俺は出るけど」

「い、いえっ！　そんな、勇者さまを追い出すような真ま似ねは！　わたしが出ますので！」

「ダメだって。来たばっかりだろ？　ゆっくり浸かっていきなよ」

「ひやぁぁぁ……!?」

　腰こしを上げようとしたところ、がっしりとした手に肩を押さえられ、奇き妙みような悲鳴を上げるリリエル。耳の先まで真っ赤に染めて、湯あたりとは違ちがう理由でのぼせそうな少女を、虎太郎は心配そうに支えている。

「エクセリア。これが羞恥プレイというものですか？」

「違うけど……まあ、似たようなものね」

　自然といちゃつくような形となった二人を、プリムローズとエクセリアが冷めた目で見つめていた。




「はふぅぅぅ[image: ]……」

　案の定、リリエルはのぼせてしまった。

　温泉と勇者の裸体の相乗効果は、年頃の少女には刺し激げきが強過ぎたようだ。あっという間に倒たおれてしまった彼女は、今、部屋で介かい抱ほうされていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　またお茶でも飲む？」

「ら、らいじょうぶれふ……」

　ツインルームの奥のベッドで横になり、熱のこもった息を吐はくリリエル。まだ上気している彼女の顔を、虎太郎はハンドタオルでパタパタと扇あおぐ。

「天使とはクールダウンに時間がかかるものなのですね」

「今だけよ」

　もう一方のベッドには、エクセリアとプリムローズが腰かけていた。

　二人は虎太郎、リリエルと同じく、用意されていたバスローブに身を包み、何とはなしに虎太郎の動きを見ている。

「でも、また聞きそびれちゃったわね」

「何をですか？」

「試練のことよ。指示通りに来たのに、何も起きなかったでしょ？」

「そうですね」

　回想するまでもない。ヴォルヴィスに到とう着ちやくし、半日ほど探たん索さくしたというのに、それらしいことは何も起きなかった。それどころか、街や周辺地域が問題を抱かかえているわけでもないのだ。行けばわかる、自おのずと見つかる、試練が待ち構えていると考えていた一行は、肩かた透すかしを食くらった気分だった。

「ねえ、そろそろ話せそう？」

「いけまひゅ！」

「無理みたいね」

　まだろれつが回っていないうえに、立ち上がることも難しそうだ。

　上体を起こそうとしてバランスを崩くずしてしまったリリエルは、虎太郎にそっと元の位置に戻もどされていた。

「まあ、明日あしたになればわかるさ。近い未来のことを示すんだから、ずっとこのままってことはない。そうだろ、リリィちゃん？」

　横になったまま、こくりとうなずくリリエル。彼女は以前、力を使いこなせなければ、先のことはわからないと言っていた。未熟であることが幸いしたなど、素す直なおに喜べないことだが──今はよしとしておこう。そう思うエクセリアであった。

「それにしても、静かね」

　話に一区切りをつけたエクセリア。彼女は、ふと、気になっていたことを口にした。

　防音に力を入れているようには見えない。だというのに、廊ろう下かからは足音さえも聞こえてこない。神しん殿でん跡あと地ちに併へい設せつされた、四階建ての木造建築。何かあった時に対処しやすいようにと、虎太郎たちはあえて街外れにある宿を選んだ。ならば、ここが静かなのも当たり前で──それにしても、いくら何でも人ひと気けがなさ過ぎる。

「露ろ天てん風呂ぶろにも誰だれも来なかったし……流行はやってないのかしら、この宿」

「そういうわけではなさそうですよ」

「どういうこと？」

「先ほど、軽く生体反応をサーチしたところ、特異な点が見つかりました」

「特異な点？」

「他ほかの宿は多くの部屋が埋うまっています。酒場も同じようににぎわっています。しかし、この宿だけは、私たちしか客がいません」

「なんだって……？」

　プリムローズに指し摘てきされ、一同は耳をすましてみた。

　すると、確かに、外からはかすかな喧けん騒そうが聞こえてくるが、宿屋の中からは何も聞こえてこない。まるでここだけ、ぽっかりと空くう洞どうができているようだ。

「なんで俺たちしかいないんだ……？」

　返事はない。答えは返ってこない。遠くでは依い然ぜん、人の声がざわめいている。

　虎太郎は何やら、段々とうすら寒い気持ちになってきて──。




「私が人ひと払ばらいを頼たのんだからです」




「誰だっ!?」

　いつの間にか開け放たれていたドアの向こう。

　暗い廊下に立っている少女を見て──虎太郎の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「あ、貴女あなたは……！」

　彼が驚おどろくのも無理はなかった。彼女は、ここにいるはずのない人物なのだから。

　少なくとも、ここで再会するとは、虎太郎は夢にも思わなかった。

「モニカさん!?」

「はい。お久しぶりです、虎太郎さん」

　白地を青と金で彩いろどった法衣。さらりと長い水色の髪かみ。慈じ愛あいを宿した緑の瞳ひとみまで、間ま違ちがえようもなくモル＝モニカだ。こことはまた違う異世界で聖女モルと呼ばれていた少女が、どうしたことか、虎太郎の前に立っている。

「うわー、どうしたんですか？　なんでこの世界に？」

「そういう虎太郎さんこそ、なぜ、この地に？」

「ええとですね……」

　仲間たちがいぶかしげな顔をする中、虎太郎だけはうれしそうにはしゃいでいた。

　それもそのはず、彼はモニカに何度も命を救われたのだ。力を合わせて邪じや神しんに立ち向かった経験もある。警けい戒かいすべき理由がなく、優やさしげに微ほほ笑えむ一つ年上のお姉さんに、虎太郎は嬉き々きとして事情を打ち明けた。

「そうですか。試練を越こえるために……」

　しばらくして、虎太郎の話を聞き終わったモニカは、ゆっくりとうなずいた。

「試練というぐらいだから、厳しい戦いになると思うんですよ」

「でしょうね」

「でも、よかった！　ここでモニカさんと会えて！　これも導きの力のおかげかな……モニカさんがいてくれれば百人力です！」

　モニカは虎太郎に匹ひつ敵てきする力の持ち主だ。人を傷つけることこそできないが、死者すら蘇よみがえらせると言われる癒いやしの奇き跡せきは、旅の大きな助けとなる。そう思って、虎太郎はモニカを誘さそったのだが──彼女は、ゆるゆると首を横に振ふって、

「きっと、その試練とは私のことです」

「……え？」

　虎太郎が笑え顔がおのまま固まった。漂ただよい始めた剣けん吞のんな空気に、プリムローズが身構えた。

　そして、聖女モニカは──。

「虎太郎さん。貴方あなたの旅はここで終わりです」

　キッと虎太郎をにらみつけた。
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「ダメですよ、虎太郎さん。そんなにもぞもぞしちゃ」

「い、いや、でも……」

「うふふ、じっとしててください。すぐに済みますから」

　モニカがベッドの縁へりに腰かけ、その太ももに虎太郎が頭をのせている。

　いわゆる膝ひざ枕まくらの体勢だ。その状態で、モニカは虎太郎の耳みみ掃そう除じをしている。

「やっぱり俺……」

「ああ、危ないですよ。ベッドから落ちちゃいます」

「す、すみません」

　体を起こそうとしては、やんわりと押し戻される虎太郎。

　その度たびにむっちりとした太ももを頭で感じ、彼は頰ほほを赤くした。

　虎太郎も健全な少年だということだ。きれいなお姉さんに膝枕をされ、優しく耳の中を掃除され、おまけに子どものように甘やかされているのだ。気き恥はずかしくないわけがない。それに、近くに感じるモニカの体。ゆさゆさと揺ゆれる大きな胸が、柔やわらかな太ももが、香こう木ぼくを焚たいたような甘い香かおりが、サラウンドのように包み込んでくる。体の向きもまずい。外側を向いているならまだしも、虎太郎は内側、モニカの腹を見つめる形となっており、


「いや、なんで？」



　エクセリアはたまらずツッコミを入れた。

「あなた、敵に回ったんじゃなかったの？」

　先ほど、ふらりと現れたモニカは、何やら物ぶつ騒そうなことを言っていたはず。

　試練とは私のことだ、貴方の旅はここで終わりだと、悪役のようなセリフを吐いていた。だというのに、始めたのは虎太郎の耳掃除だ。まさか、耳かきで鼓こ膜まくを突つき破って殺すわけでもあるまいに、モニカは一体、どういうつもりなのだろうか。

「敵、ですか？」

「そうよ。虎太郎を倒しにきたんでしょ？」

「いいえ。私はいつだって虎太郎さんの味方です」

「はあ？」

　わけがわからなかった。

　モニカの言動の不ふ一いつ致ちに、エクセリアはなおも疑問を彼女に投げかける。

「でも、私たちの前に立ち塞ふさがるんでしょ？」

「はい」

「虎太郎の旅を終わらせるつもりなんでしょ？」

「その通りです」

「じゃあ、私たちの敵じゃない」

「いいえ、味方です」

「はああぁぁぁ？」

　とんちか何かだろうか。邪じや魔まをするが悪意はない。試練となるが敵ではない。相手が聖職者だけに、禅ぜん問もん答どうをしているような気分だ。頭がくらくらしてくるようで、たまらずエクセリアは額に手を当てた。

「ちょっと、一から説明して。いきなり出てきて好き勝手しないで」

「……それもそうですね。初対面の子もいるのに、少し性急でした」

「そうよ。あなた、仮にも聖女でしょ？　落ち着きを持ちなさい」

「すみません。でも、虎太郎さんに会えたのがうれしくって……」

「……チッ！」

　ポッと頰を染めるモニカに、エクセリアは不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをした。

　どうも、この女は苦手だった。天然でおっとりしている聖女だなんて、エクセリアが最も苦手とするタイプの人間だ。早いところ事情を聞き出し、可か及きゆう的てき速すみやかにご退場願おうと、彼女は態度で話をうながした。

「申し遅おくれました。私の名前はモル＝モニカ。次元を隔へだてた異郷の地、エル＝クリオで聖女を務めている者です」

　虎太郎を解放したモニカは、少女たち──特に面識のないリリエル、プリムローズと目を合わせ、自己紹しよう介かいを始めた。

「虎太郎さんとは三年前に知り合って……邪神を倒たおすため、力を貸していただきました」

「なるほど。私と同じ立場ということですか」

「あら、貴女も？　ええと……」

「プリムローズです」

「プリムローズちゃん。そうなの、貴女も虎太郎さんに……」

　モニカはうれしそうにも、悲しそうにも見える微笑を浮うかべた。

「どうかされましたか？」

「いいえ、なんでもないの」

　不ふ審しんに思ったプリムローズが声をかけるも、モニカは誤ご魔ま化かすように首を振った。

　人情の機き微びがいまいち理解できない少女と、複雑な表情を見せる聖女様。二人が語らっている横で、リリエルが小声で虎太郎に話しかける。

「聖女さまですって。すごい人とお知り合いなんですね、勇者さま」

「リリィちゃんだって天使じゃないか」

「あっ、そうでした」

　常人ではない、という意味ならば、リリエルもなかなかの逸いつ材ざいだ。

　導きの天使など、そうそうお目にかかれるものではない。

「あら、天使様でしたか。お初にお目にかかります」

「ああ、いえいえ、こちらこそ。えっと、リリエルです。わたしは勇者さまを導く天使で……あっ、えっと、まだ全然未熟なんですけど！」

　ただ、本人さえも時々そのことを忘れるほど、彼女はらしくない天使だったが──聖女らしく寛かん容ようなモニカは、特にそれを指摘することはなかった。その大らかさに緊きん張ちようが解ほぐれたのか、とちっていたリリエルも落ち着いて話を続けた。

「プリムちゃんと同じってことは、モニカさんも恩返しにきたんですか？」

「ある意味ではそうかもしれません」

「ある意味では？」

　首を傾かしげるリリエルから視線を外し、モニカは虎太郎をしっかと見つめる。

　普ふ段だんの彼女からは考えられない厳しげな態度に、虎太郎はたじろいでしまう。

「風の噂うわさで聞きましたよ。私の世界を救った後も、魔ま王おうと戦ったり、邪神を封ふう印いんしたり、機械群を掃そう討とうしたり」

「わあっ」

「学校を襲おそったテロリストを撃げき退たいしたり、空から降ってきた女の子とボーイミーツガールしたり、能力に目覚めて秘密結社に追われたり、前世の恋こい人びとを名乗る少女と壮そう大だいな旅に出たりしたそうですね！」

「そんなことまで!?」

　途と中ちゆうまでは英えい雄ゆう譚たんとして聞いていたリリエルも、あまりの多さと珍ちん妙みような内容に愕がく然ぜんとしてしまった。ベテランだとは聞いていたが、まさかこれほど手広かったとは──呆あきれにも似たその気持ちは、どうやらモニカも同じのようだった。彼女は憤ふん慨がいしながら、虎太郎を指差して言った。

「もう見ていられません。このままでは過労死してしまいます。虎太郎さんには、無理にでも休んでいただきますからね！」

　そう言うや否いなや、モニカは虎太郎の頭を抱だきしめた。

「むーっ!?」

　突とつ然ぜん、豊満な胸に包まれ、虎太郎は慌あわてふためいた。

　彼女は急に何をするのであろうか。このように破は廉れん恥ちな真ま似ね、聖女としてあるまじき振る舞まいだ。胸の谷間に男の顔を埋うずめさせ、柔らかく包み込むなど、今すぐ止やめさせなければならない。そうだ、この極ごく上じようのクッションから顔を上げ──上げて──。

「…………ふぁぁぁぁぁぁ……」

「五秒で堕おちましたよ!?」

　抵てい抗こうの意思を見せてはいたが、すぐにも弛し緩かんし、虎太郎はがくりと膝ひざをついた。

　接せつ触しよくからわずか五秒の瞬しゆん殺さつであった。勇者を一瞬で骨ほね抜ぬきにした驚きよう異いの抱ほう擁ように、リリエルは途と端たんに震ふるえ上がる。

「やれやれ。仕方ないですね」

「プリムちゃん！」

　青ざめた仲間の肩かたをぽんと叩たたき、プリムローズが一歩前に出た。

「やはり、試練とは貴女あなたのことでしたか」

　虎太郎を抱きしめたままのモニカを見すえながら、プリムローズは油断なく身構える。

「どうやら、私たちを無力化するのが目的のようですね」

　だらりと両りよう腕うでを垂らした虎太郎を視界の端はしに映しながら、彼女はモニカの前に立つ。

「ですが無む駄だです。私に精神操作は効きません」

　キリッとした顔で、彼女がそう言った瞬間だ。

　モニカが虎太郎をベッドに寝ねかせ、標的をプリムローズに変えたのは。

「もふっ」

「プリムちゃん！」

　リリエルが短く悲鳴を上げる。モニカがプリムローズの頭を胸に抱かかえ込む。

　しかし、機械に感情はない。虎太郎を蕩とろけさせた抱擁も、プリムローズにとっては単なる肉体的な接触に過ぎない。温ぬくもりとは体温だ。柔らかさとは脂し肪ぼうのものだ。突き詰つめてしまえばその程度のことでしかなく、彼女にはなんら影えい響きようを及およぼすものではなく──。

　そうだろうか？　果たしてそれが全すべてだろうか？　この温もりは、物理や科学で説明のつくものなのか？　どこまでも沈しずみ込んでいくような柔らかさ。身も心もゆだねたくなる安心感。これは……これは、プリムローズがついぞ知らなかった、母の温もり……！

「…………ママー！」

「プリムちゃーん!?」

　モニカの胸に顔を埋めたまま、プリムローズは叫さけんだ。

　そして、そのまま手足を弛緩させていき──。

「ふふっ……」

　遂ついには聖女様の腕の中で、すやすやと寝ね息いきを立て始めた。

「ミイラ取りがミイラになったわね」

「落ち着いている場合じゃないですよ！」

　虎太郎とプリムローズ。勇者一行の主戦力たる二人が、ものの数秒で無力化された。

　残されたのは非力なリリエルと、実力未知数のエクセリアだ。自分たちだけであの聖女に立ち向かえるのか？　圧あつ倒とう的な癒いやしと慈いつくしみを持つ、モル＝モニカに──。

「わっ、わぁぁぁっ!?」

　モニカに微ほほ笑えみかけられたリリエルは、不安に駆かられて、一人逃にげ出してしまった。

　しかし、部屋のドアを開けるよりも早く、彼女は後ろから抱きしめられ、

「ふわぁぁぁぁぁぁ……」

　胸の谷底に消えていき、あえなく陥かん落らくしてしまった。

「うふふ……」

　聖母子像のようにリリエルを抱き上げ、くるりと振ふり返るモニカ。

　剣けんの中に逃げ込んだのか、エクセリアの姿はすでになかった。虎太郎とプリムローズは目を覚ますことなく、無む邪じや気きな顔で眠ねむっている。それを満足げに確かく認にんしながら、モニカは空いた方のベッドにリリエルを横たえた。

「おやすみなさい、みんな」

　魔ま法ほう石の照明を消し、机の上のランプもふっと息を吹ふきかけて消す。

　暗くはなったが、代わりに月明かりと星明かりが差し込んでくる。その淡あわい光に照らされながら、モニカは慈じ愛あいに満ちた顔で微笑み、

「いい夢を……」

　こうして、勇者一行は、抗あらがいがたい母性に吞のみ込まれて全ぜん滅めつした。
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「虎太郎。虎太郎」

「ん……ああ……？」

「虎太郎。起きなさい、虎太郎」

「んん……もう少し……」

「……起きなさいっ！」

「いたぁっ!?」

　意識があるようでない。暗いようでぼんやりと明るい。それに何より、心地ここちよい──。

　そんなまどろみに浸ひたっていた虎太郎は、頭部に感じた痛みで飛び起きた。

「えっ？　あ、あれ？　俺、寝てたのか？」

「そうよ。まったく……」

　ベッドから下り、辺りを見回す虎太郎。

　部屋こそ昨日と同じだったが、明るさがずいぶんと違ちがう。日の高さからして、もう昼前だ。そんなに長い間眠っていたなんて──そのうえ、泥どろのように眠りこけ、叩かれるまで起きられないとは、いつぶりのことだったか。

　少なくとも、中学生になってからは、朝になると自然に目が覚めていた。目覚ましなど必要なく、仮に誰だれかに声をかけられれば、すぐにも起き上がることができたのだ。

　それがどうして、今日に限ってこうなのか。虎太郎は口元に手を当て考え込み、

「そうか、モニカさんか……」

　苦々しげに呟つぶやいた。

「相変わらずすごいな、あの人の力は。心の底から癒されたって感じだ」

　エル＝クリオを代表する聖女、モニカは、癒しの力に長たけている。

　傷を治す、骨を繫つなぐなど当たり前。解げ毒どく、防ぼう疫えき、増血、浄じよう化か、ストレス解消に疲ひ労ろう回復など、およそ癒しと繫がるものなら、全てを自在に操ることができた。治すことのみの一芸特化だが、それが極きわまるとどうなるのか──という例が、モル＝モニカなのだ。

　過去、何度もお世話になった力を思い出しながら、虎太郎はぶるぶると頭を振った。

「リラックスし過ぎて、まだ頭に靄もやがかかってる気がする」

「どーせピンク色の靄でしょ」

「ぶっ!?」

「モニカのおっぱい、気持ちよかった？」

「こ、こらっ」

　ジト目でチクリと刺さしてくるエクセリア。

　虎太郎は昨夜の醜しゆう態たいを思い出しながら、額に手を当ててため息を吐はいた。

「それにしても、試練がまさかあの人だったなんてな」

「とんだ搦からめ手よね」

「でも有効だ。痛みは我が慢まんできるけど、優やさしさには抗えない……」

「娯ご楽らく耐たい性せい０だものね、あなた」

「くぅぅ……！」

　確かに、大いなる試練であった。

　特に虎太郎にとっては、これ以上ないほどの試練だ。

　迷めい宮きゆうを踏とう破はせよ。精せい霊れいの宝を集めよ。森を荒あらす魔ま獣じゆうを捕とらえよ。

　こういったわかりやすいものであれば、虎太郎のお手の物だ。仲間と助け合い、知ち恵えと力の限りを尽つくし、がむしゃらに挑いどむだけでいい。もちろん、いずれも困難なものばかりだったが、必ず乗り越こえられるという自信があった。

　しかし、今回の試練はどうだ。

　異世界の聖女を撃げき退たいせよ──とでもなるのだろうか。

　いやいや、刃にん傷じよう沙ざ汰たはまずい。相手はあくまで善意の人なのだ。邪じや魔まだからと無抵抗の人間に暴力を振るうほど、虎太郎は落ちぶれていない。さりとて、ヴォルヴィスは導きの力が示した土地だ。そこに現れた壁かべを無視しては、目標未達成ということになってしまう。

「でも、まいったな。どうすればクリアになるんだ？」

「縛しばり上げて温泉にでも沈めれば？」

「またお前はそういうことを……」

　あまりにも直接的過ぎる。

　それに、試練のために必要だと目されていたプリムローズの出る幕がない。

　まあ、肝かん心じん要かなめの彼女は、まだすやすやと眠っているのだが──。

「とりあえず、話をしてみるか」

　元の世界に送り返すにも、考え方を改めさせるにも、話をしなければ始まらない。

　虎太郎はエクセリアを連れて、聖女様の姿を探すのであった。




　ヴォルヴィスは小さな街だ。

　宿を出てしばらくもしないうちに、モニカはあっさりと見つかった。

「じっとしててくださいね」

「ああ……」

　街の中央を流れる川、その東側に設けられた広場に彼女はいた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。これならすぐに治ります」

「おお、忌いま々いましい腰よう痛つうが……！」

　年配の湯治客に囲まれて、彼らの治ち療りようを行うモニカ。

　彼女がぼんやりと光る手をかざす度たびに、老人たちの顔が穏おだやかになっていく。

「はい、終わりました。後はのんびり、お風ふ呂ろを楽しんでくださいね」

「あ、ありがとうございます。これ、ほんのお礼ですが……」

「いえ、そんな、受け取れません。好きでしていることですから」

「ですが……」

「渡わたしたつもりになって、どうぞ、ご自分のために使ってください」

「「「おおお……！」」」

　穏やかに微笑む聖女。心を震わせ、祈いのりを捧ささげる老人たち。

　まるで宗教画だ。心なしか、彼らの周りだけキラキラと輝かがやいて見えるようだった。

「後でうちに寄ってくださいね。食事ぐらいはいいでしょう？」

「はい。その時はお願いしますね」

　やがて治療も終わる頃ころ、湯治客はぞろぞろと去っていった。

　その中に宿屋の主あるじも混ざっていたのだろう。せめてこれぐらいはと誘さそう中年女に、モニカはぺこりと頭を下げた。

「いや、本当にいい人なんだよ」

　それを遠巻きに見ていた虎太郎は、全てが終わってからぽつりと呟いた。

「私たちの邪魔をしなければ、でしょ？」

「それはそうだけどさ」

　あれだけの力を持ちながら、人に尽くせるとは大したものだ。

　常人ならば、どうしても欲よくが出てしまう。助けてほしければ金をよこせと、どうしても考えてしまうものだ。立ち回り次し第だいでは、すぐにも巨きよ万まんの富を築けそうな力。それを持ちながら、モニカはあくまで無欲だった。

　尊敬できる人だと虎太郎は思った。昔からずっと、そう思っている。

　だからこそ、対立した時、かえって対処が難しくて──。

「お目覚めですか」

　とっくに気づいていたのか、最後の一人を見送ったモニカは、振り返って言った。

「おかげさまで、よく眠れましたよ」

「それはよかったです」

　心の底からそう思っている。それがすぐにもわかる微笑みだ。

　その優しさで調子が乱される前に、虎太郎は努めて気を引き締しめる。

「でも、今日だけです。俺たちは魔王討とう伐ばつの旅の途と中ちゆう。いつまでもここにいるわけには」

「いけません！」

　モニカは甲かん高だかい声で叫さけんだ。驚おどろいて、虎太郎は動きを止めてしまう。

「魔王は私が倒たおします。虎太郎さんはここでゆっくりと静養してください」

「いや、そんなわけには」

「ダメです。たまには気を休めてください」

　釈しや迦かに説法とはまた違うが、日々、信者を教え諭さとしている聖女に口で敵かなうはずがない。

　わずか一言、二言で、虎太郎はモニカのペースに巻き込まれてしまった。

「私はそのつもりで虎太郎さんに会いにきたのです。使命や責任ばかりを抱かかえ込み、自分のことはなおざりにする貴方あなたを休ませようと」

　間違ってはいない。それだけに、虎太郎は聞き入ってしまう。

「少しずれた場所に着き、初めは戸と惑まどいましたが……かえってよかったのかもしれませんね。穏やかで、過ごしやすくて、人はみな親切で……まさに天の采さい配はい。この世界、この土地は、骨休めにはぴったりの場所です」

「でも、魔王がいるんです！　平和が乱される前に倒さないと……」

「それは私が代わります。虎太郎さんにしか倒せない相手ではないのでしょう？　その力があるのなら、誰が倒してもいいはずです」

「それはそうね」

「リ、リア……！」

　敵は強大で、味方の助けも得られない。虎太郎は次第に追いつめられていく。

　それに合わせて、モニカはますます慈じ悲ひ深くなっていく──。

「何もかもを背負い込まなくていいんですよ。貴方一人が気を張らなくてもいいんです。世界は貴方が思うほど脆もろくはありません。貴方が駆かけ回らなくても、きっと、違う誰かが平和のために戦います」

「だ、だけど、それでも俺は……！」

「……吸い込まれてるわよ」

「んなあっ!?」

　いつの間にか、虎太郎はモニカの胸に顔を埋うずめていた。

　圧あつ倒とう的な吸引力──いや、包容力か。説法に耳を傾かたむけるうち、磁力にも似た力が虎太郎をモニカへと吸い寄せた。プリムローズの言葉を借りれば、それは母の温ぬくもり。抗あらがえない安らぎが、再び、虎太郎を包み込もうとしていた。

「ほら、心と体は安らぎを求めている……もういいのですよ。休んでもいいのです。すべてを私にゆだね、ゆっくりと眠ねむりなさい……」

「くそう、負けないぞ！　負けるものかぁぁぁ！」

「だから吸い込まれてるって」

　またもやモニカの胸に包まれて、それでも気き炎えんを上げる勇者様。

　何やら勇ましいことを言ってはいるが、彼の敗北は、もはや必至と思われ──。
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「「「っ!?」」」

　かすかな悲鳴が耳に届き、三人は瞬しゆん時じに身構えた。

　小さく、か細いものだったが、ただ事ではない響ひびきだ。

　声が聞こえてきた方、温泉街の一角へ、虎太郎は鋭するどく目を向ける。

「モニカさん！」

「はい！」

　今はいがみ合っている時ではない。

　意識を切り替かえた虎太郎たちは、揃そろって駆け出していく。

「まさか、魔王が……？」

　走りながら、虎太郎は腰こしの剣けんに手をかける。

　てっきり、試練とはモニカのことだと思っていたが──敵は別にいたということか。そのことに思い至らず、遊び呆ほうけていた自分に腹が立つ。虎太郎はギリリと歯を食いしばりながら速度を上げる。

　そして、風のように路地を抜ぬけた時、彼が目にしたものとは──。


「「「「ウシャァァァァァァァァッ!!」」」」



　乱らん舞ぶするおじいちゃん、おばあちゃんだった。

「………………は？」

　木刀や盾たてを手にし、パワフルに動き回る老人たち。

　予想とは大きく違ちがう光景に、柄つかに手をかけたまま虎太郎は固まってしまった。

「こ、これは一体……？」

　追いついたモニカもまた、目を丸くして驚いている。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつする勇者一行。そこへ、先ほど広場で見た女性がやってくる。

「あっ、モニカ様！　大変なんです！」

「ど、どうされたのですか、これは？」

「おじいちゃんたちが、なんか、変なテンションになっちゃって！」

「ええっ……!?」

　温泉街の住民も、事態の把は握あくができていないようだ。おろおろとうろたえるばかりで、老人たちのご乱行を遠巻きに見ている。

「ふぅぅぅ[image: ]……！　たぎる！　たぎるぞぉぉぉ……！」

「ふぉっふぉっふぉっふぉっ……！」

「全盛期の力が蘇よみがえる……！」

　お土産みやげ用の模造刀を振ふり回したり、打ち合わせたりしている老人たち。昔は傭よう兵へいか冒ぼう険けん者だったのか、剣の扱あつかいは慣れたもので、体さばきもあざやかだった。

「な、なぜ、このようなことに」

　群衆と同じようにうろたえて、手を伸のばしては引っ込めるモニカ。荒あら事ごとが苦手な聖女様に、エクセリアは呆あきれ混じりに問いかける。

「あなた、力加減を間違えたでしょ？」

「それはどういう……」

「元気にしすぎたってことよ」

　エクセリアの指し摘てき通り、暴れている老人はモニカの治療を受けた者だ。形相こそ若々しく、凶きよう暴ぼうになってはいるが、その全員にモニカは見覚えがあった。

「薬もすぎれば毒になるっていうでしょ？　そういうこと」

「そんな……！」

　モニカの力は絶大だ。重病人さえ即そく座ざに治し、活力で満たすことができる。

　ただ、どんな力もそうであるように、扱いを誤れば危険を招くことになり──。

「私はただ、いつものように……」

「虎太郎の代わりになるんだー、って張り切ってたじゃない。余計な力が入ったのよ」

「うう……」

　思い当たる節はあった。

　モニカが異世界を訪おとずれたのは、これが初めてのことだ。仕える神から話は聞いていたが、実際に異郷の地に立つのは、生まれて初めての経験だった。それに加えて、彼女には目的があった。虎太郎を休ませ、代わりに世界を救うという大きな目的が。

　勝手の違う異世界で、するべきことを携たずさえて。そのような状態で、いつも通りにできるはずがない。本人に悪意はないが、繊せん細さいさを欠いた治ち癒ゆ術は、結果としてオーバードーズを引き起こしていた。

「しかし、どうする？　このままじゃまずいだろ」

「適当に殴なぐって気絶させれば？」

「自信がないな……手加減って苦手なんだ」

「あなた、見た目はよくても中身はゴリラよね？」

　老人たちは、今は身内ではしゃいでいるようだが、すぐにも矛ほこ先さきを周囲に向けそうだ。

　止めなければならない。モニカが与あたえた過か剰じような活力が抜けるまで、大人しくさせなければならない。ただ、相手は老人だ。枯かれ木のような手足は今にも折れそうだし、殴ったらぽっくりと逝いってしまいそうだ。それがどうにも虎太郎は怖こわかった。

「縄なわか網あみでも使うか……？」

　うまくいくかどうかは、わからないけれど──。

　自信なげに虎太郎が呟つぶやいた時だった。

「とんだ騒さわぎですね」

「プリム！」

　混乱する温泉街に、一人の少女が現れた。

　小こ柄がらな体。銀色に光る髪かみ。彼女こそは最終兵器、プリムローズ！

「おかげで目が覚めました。どうやら大変なことになっているようですね」

「そうなんだ。あの人たちが、ちょっと、元気になりすぎちゃって……」

「お任せください。こんなこともあろうかと、対人鎮ちん圧あつ装備も用意しています」

「おお！」

　彼女の両りよう腕うでにガントレットが装着され、すぐにもハンマーが転移してくる。

　それを両手で支えながら、プリムローズは虎太郎に指示を仰あおいだ。

「すぐにも発動可能です。タイミングはマスターにお任せします」

「じゃあ、すぐに使ってくれ！　ここにまとまっているうちに！」

「よろしいのですか？」

「ああ！　今は一刻を争うんだ！」

「わかりました」

　そう言うや否いなや、「バシャ！」と音を立て、ハンマーが変形した。

　頭部の装そう甲こうがはね上げられて、中からいくつもの針が飛び出してくる。

「えっ」

　剣けん山ざんのようになったハンマー。その石いし突づきを地面に立て、プリムローズは、

「では、いきます」

　と、短く言った。


「「「「ギエエエエエエエエエエエエエエッ!?」」」」



　直後、ハンマーの針から電流があふれ出し、周囲一帯へ広がっていく！

「あ、あががっ……ばああああアアアアアッ!?」

　近くにいた虎太郎など、当然のように感電だ。青く輝かがやく電光は、次から次へと流れ込んでは、彼の体を駆け巡めぐっていく。

「ガアアアアアアア!?」

「ぃぃぃぃぃぃいいいいっ!?」

　老人もモニカも悲鳴を上げ、ガクガクと体を震ふるわせている。

　この中で涼すずしい顔をしているのは、耐たい電でん処理が施ほどこされたプリムローズと、幽ゆう霊れいのように浮うかぶエクセリアだけだ。

「ねえ、これ、本当に鎮圧装備なの？」

「はい。生物を無力化することにかけて、本装備の右に出るものはありません」

　とうとう地面に倒たおれ伏ふし、ビチビチと魚のように跳はね回る人々を前にして。

「ふーん……まっ、どうでもいいけど」

　エクセリアとプリムローズは、どこまでもマイペースだった。
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「虎太郎さん、私、間違っていました」

　夕焼けに染まる温泉街、ヴォルヴィス。

　いつもは人でにぎわう街も、今日だけはとても静かだった。

「経験者である虎太郎さんを差し置いて、おこがましくも魔ま王おうを倒そうなど……」

　湯けむりがたなびいて、赤い空へと消えていく。

　風ふ情ぜいのある景色の中で、一種異い彩さいを放つ区画があった。

「やはり間違っていたのですね。その驕おごりや歪ゆがみが、思わぬ事態を引き起こしました」

　累るい々るいと横たわる人々。黒く煤すすけた髪や肌はだ。辺りに散らばった模造刀。

　夕日の下、戦地のような一角で、聖女の懺ざん悔げが朗々と響いている。

「ですが、諦あきらめてはいません。私は虎太郎さんの支えとなります」

　聖女は手を組み、宣言した。

「道中の疲つかれを癒いやし、また、戦いの助けとなるため……」

　支えになると。力になると。

　自分のあやまちを認め、考えを改めた聖女は、

「仲間として、これからがんばりますね！」

　と、晴れやかに笑った──。




「も、もう、そういうことでいいです……」

　一方の勇者様はというと、それだけ言って、ぱたんと顔を伏せてしまった。

　暴動鎮圧用の電でん撃げきを浴び、どこもかしこも煤けてしまった虎太郎は、他ほかの者たちと同じように力なく倒れている。それだけならまだしも、髪かみ型がたなどアフロだ。

「はい！　がんばります！」

　そう言って、胸の前で両手を握にぎるモニカもまた、アフロ。もこもこの髪の毛に押し上げられ、ベールなどどこかに飛んでいってしまっていた。

　滑こつ稽けいすぎて逆に笑えない惨さん状じようを、プリムローズが無表情に見つめている。

「私、先に帰るわね」

　その彼女に声をかけ、エクセリアは宿へと戻もどっていってしまった。

「………………」

　その後ろ姿を、やはり無表情に見送った後。

「ミッションコンプリート」

　プリムローズは、満足げに呟くのであった。
















　幕間劇「獅し子し身中の虫」




「虎こ太た郎ろうさん。はい、あーん♪」

「あ、あーん」

「美味おいしいですか？」

「は、はい……美味しいです」

　向かい合って、ではなく、寄り添そって、虎太郎の口に食事を運ぶモニカ。

　まるで新しん婚こん夫ふう婦ふのようだが、本人にそのつもりはないようだ。どちらかと言えば、可愛かわいい息子むすこを甘やかす母のように、モニカは虎太郎の世話を焼いて──。

「チッ、チッ……」

　だが、傍はたから見れば、そのようなもの、何の違ちがいもあるものではない。

　ただ若い男と女がいちゃいちゃしているだけだ。外野にとってはそれが全すべてであり、苛いら立だちを覚えるには十分な理由となった。

「ちょっと。虎太郎を赤ちゃん扱あつかいしないで。変な趣しゆ味みに目覚められたら困るの」

「変な趣味？　それはどのような趣味でしょうか？」

「あ～……！　もう、これだから聖女ってやつは！」

「？？？」

　コウノトリやキャベツ畑を本気で信じていそうな子に、エクセリアの皮肉は通じない。

　また、対たい抗こう心や独どく占せん欲よくではなく、モニカは善意で世話を焼いているのだ。これで一欠けらでも悪意を持っていれば、エクセリアの独どく壇だん場じようとなるのだが、相手は母性本能の塊かたまりだ。そのような相手に敵かなうはずもない。エクセリアはまた、舌打ちするしかなくなって、そのうちどこかへ消えてしまった。

（こ、このままでは、まずいのでは……？）

　一方で、リリエルも強い危機感を覚えていた。

「あっ、口元に食べかすが……うふふ、しょうがないですね、虎太郎さんは」

「いいです、いいです！　それぐらいは自分で……」

「ごしごし……はーい、もう拭ふいちゃいました♪」

「うむむ……」

　迷めい惑わくをかけたお詫わびということで、食事に誘さそうのはわかる。

　疲れたでしょうということで、手ずから料理を食べさせる、というのも、かろうじて理解できる。

　だが、何から何まで世話を焼くのはどうなのだろう、と思ってしまうのだ。

　先ほどから虎太郎はろくに動いていない。じっとしているだけで、何もかもが満たされていくのだ。六人席の個室の中で、二人だけの閉じた空間が形成されつつあった。それはまるで、揺ゆりかごのようにも感じられ──。

（知ってる。あの人は『男をダメにする女』ってやつだ……！）

　天界にいた頃ころに、耳みみ年どし増まな友人から聞いたことがあった。

　この世には、善意から人を破は滅めつさせる魔ま女じよがいるのだと──。

（もしかすると、モニカさんは聖女じゃなくて悪魔なのかもしれない）

　導きの力によって、一行に加わった者なのだ。彼女もまた、旅に不可欠な仲間なのだろうが──やつは警けい戒かいすべきだと、リリエルの本能が告げていた。
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「ふん……」

　宿屋のバルコニー、その手すりに腰こしかけて、月を見上げるエクセリア。

　月はいい。どこの世界にもたいていある。変わらず夜空に浮かんでいる。

　創造神が好んで作るのもうなずけるというものだ。見ていると、心が落ち着く──。

「すみません、私、浮うかれてしまって……」

　不意に、背後から声がかかった。

　食事を終えたのだろう。月明かりの下、歩いてくるモニカの姿が見えた。

「虎太郎さんを少しでも癒してあげたかったんです。人のことばかりを考えて、自分を顧かえりみないあの人を」

　足を止めた聖女様は、反省の態度を見せていた。

「いけませんね。リリィちゃんに、やりすぎだって怒おこられました」

　ようやく『慈いつくしみの心』とやらが鎮しずまったのだろう。

　困ったように笑うモニカは、そっぽを向いたエクセリアに話しかけ続けている。

「貴女あなたにも注意されましたね。その時にちゃんと、話を聞くべきでした」

　答えがないものと割り切っているのか。それとも根気よく続けているだけなのか。

　つれない態度を取る少女に、聖女様は──。

「でも、貴女と私の気持ちは、同じものだと思っていたのですが……」

　エクセリアは答えなかった。

　代わりに、おもしろくなさそうに鼻を鳴らし、ふわりと、その場から去っていった。
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　二泊はく三日の温泉旅行……もとい、聖女の試練も幕を閉じた。

　再び駅馬車に乗り込んだ勇者一行は、半日かけてアヴァロンへと戻もどってきていた。

「ふふっ」

　とにかく腹が空すいていた。

　ほどよく発展しているとはいえ、この世界の交こう通つう網もうは、現代社会とは比べるべくもない。街かい道どうにできた微び妙みような凹おう凸とつ。性能の低いサスペンション。思い出したかのようにガタゴトと揺ゆれる馬車では、「車内でお弁当でも」などとんでもない。

　朝は軽く済ませ、昼は我が慢まんして、ようやく街にたどり着いたのだ。勇者一行は、一も二もなく、近くの食堂へ飛び込んだ。

「ん、んふっ」

　サンドイッチやパスタを平らげて、人ひと心地ごこちついた勇者一行。

　彼らは食後のお茶など注文しつつ、満足げに息を吐ついていたのだが──。

「ああ、美味おいしい」

　まだフォークを動かしている者がいる。

「聖女なのに、はしたないとは思うのですが……」

　そう言ってはにかむのは、新たに仲間に加わったモニカだ。

　彼女はナプキンで口元を拭ぬぐいつつ、恥はずかしそうに秘密を打ち明けた。

「実は私、甘いものには目がないんです」

「でしょうね」

　言われなくてもわかる。積み上げられた皿を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんというものだ。

　ケーキにアイスにタルトにマカロン。それら全すべてを幸せそうに平らげたモニカは、それでも足りないとばかりに、隣となりの席のクレープを物欲しげに見ていた。

「やはりこの世界は素す晴ばらしいですね。自然は豊かで、人々にはゆとりがあって、食文化や芸術が発展していて……」

　すでに注文していたのか、ウェイターからクレープの皿を受け取りながら、モニカはうっとりと目を細めた。洋酒とオレンジの香かおり。とけたバターの芳かぐわしさ。匂いだクレけでもープ美味しシユゼい料理ツトを前にして、モニカははっきりと断言した。

「まさに理想郷です」

「魔ま王おうはいますけどね！」

「そ、そうでした」

　リリエルの指し摘てきにあわて、パッと顔を上げる聖女様。

　彼女はすぐさまナイフとフォークを置き、背筋を伸のばして居住まいを正す。

　だが、今さらお行ぎよう儀ぎよくしても無む駄だだ。先ほどの食いっぷりは嫌いやでも印象に残ったし、テーブルの上にはまだ皿が山と積まれている。聖女然とした顔をしたところで、口の端はしには桃もものジャムがついている。勇者一行で一番のお姉さんのくせに、変なところが子どもっぽい聖女様であった。

「魔物の王にして、邪じや悪あくの化け身しん。恐きよう怖ふの魔王は今もどこかに……」

「でも、それっぽいのがいないのよね」

「うっ……！」

「リッチとかいうのは倒たおしたけど、豚ぶたのお仲間だったし」

「ゴーレムかと思えばプリムだったし」

「試練かと思えばモニカでしたね」

「うううう……！」

　軽く注意したつもりが、たしなめられたのはリリエルの方だった。

　つらい。そこを突つかれるとつらい。魔王を倒してくれと呼び出したのに、その魔王がいないのではお話にならない。案内人として、また、アイリスガーデンの住人として、彼女は非常に厳しい立場にあった。

「いや、でも、いるはずなんです。この国のどこかに魔王が」

「だから、どこに？」

「隠かくれているんじゃないかな～……と」

「なんで？」

　しどろもどろになって、とうとう口を閉じたリリエル。彼女から視線を外し、エクセリアは虎こ太た郎ろうに同意を求めた。

「そもそも、魔王って目立ちたがりなものでしょ？」

「たいてい全世界に宣戦布告して、恐おそれ戦おののけ人間たちよ！　とか言ってるよな」

「そうよね？　倒せるものなら倒してみろ、とか調子に乗ってるわよね？」

　これまでの冒ぼう険けんを振ふり返り、うんうんとうなずく二人。

　同じような経験をしたモニカやプリムローズも、そうかもしれないと考え込んでいる。

「魔王がいて、勇者はそれに立ち向かう。そういう話だと思ってたけど」

　冷や汗あせを垂らすリリエルに、白い目を向けるエクセリア。

　その視線に耐たえかねて、リリエルは言いにくそうに口を開いた。

「わたしもそういうお話は大好きなのですが……」

「ですが？」

「常識的に考えると、魔王は隠れるべきなんですよ」

「はあ？」

　虚きよを衝つかれ、エクセリアは間の抜ぬけた声を上げた。

　その隙すきに、リリエルは一気に持論をまくしたてる。

「だってそうじゃないですか。居場所を知られれば、そこに敵の戦力が集中します。軍隊が押し寄せてきますし、勇者だってやってきます。もしもわたしが魔王なら、自分が魔王だなんて人に言いませんし、宣戦布告とか絶対にしません」

　とんでもない、とばかりに虎太郎たちの魔王像を否定して、

「あくまで陰かげに隠れて、魔物を操あやつってですね。じわじわっと世界を蝕むしばんでいくのが、魔王の正しいスタンスかと」

　リリエルは、魔王はかくあるべしと結論づけた。

「理に適かなってはいるが……」

　合理的ではあるが、仮にも王としてその姿勢はどうなのだろう。

　微妙な顔をする虎太郎を代弁して、エクセリアが辛しん辣らつな言葉を吐はく。

「とんだチキンよね」

「でもでも、先代魔王もそうだったんですよ！　どこかにこっそりと隠れていて、表おもて舞ぶ台たいには出てこなくて……だからこそ、導きの天使が必要とされたわけで」

「ああ、そうだったのか」

「案内人でもあり、猟りよう犬けんでもあったということですね」

「そうそう！」

　どちらかといえば、ハウンドドッグではなく座ざ敷しき犬だ。

　尻尾しつぽの代わりにおさげをぴょこぴょこと揺らすリリエルに、エクセリアはため息混じりに問いかけた。

「それで？　そのわんちゃんは、次にどこへ連れていってくれるの？」

「ご安心を。そろそろ、浮うかんできそうです」

　リリエルはこれでなかなか打たれ強い少女だ。落ち込みもするが、いつまでもしょげてはいない。こめかみに指を当て、いつもの探査ポーズをとった彼女は、目を閉じ、導きの力に意識を注いだ。

「うーん……」

　瞑めい想そうにも似た集中の後、リリエルは、

「出ました！」

　と、晴れやかな顔で言った。

「次の目標は、【クロッサスに行く】です！」

「クロッサス！」

　虎太郎がオウム返しに目的地の名を叫さけんだ。

　さすがは導きの天使だ。これまでに力が不発で終わったことはない。

　いつも虎太郎を、次の目標へと導いて──。

「……ん？　なんか聞き覚えが」

「えっ？」

　早さつ速そく、席を立とうとしていた虎太郎は、何やら引っかかりを覚え、足元からボディバッグを引っ張り上げた。そして、中から一冊の雑誌を取り出して、仲間にも見えるようにテーブルの上に広げる。

「ええと、確か、ここに……」

　パラパラとページをめくる虎太郎。

　少女たちは何事かと身を乗り出して、彼の手元に見入っている。

「ああ、あった！」

　しばらくして、お目当てのページを探さぐり当てた虎太郎は、しわを伸ばすように雑誌を大きく開いた。すると、そこには、先ほど出てきた地名が記されており──。





「クロッサスでサマーキャンプ！　～大自然に囲まれて～」






「「「……………………」」」

　翻ほん訳やく魔ま法ほうに不調がなければ、大きく意味が異なることはないだろう。

　そもそも、ページには、森でテントを張る家族のイラストが載のせられている。これでクロッサスを迷いの森や悪魔の祭さい儀ぎ場と思うようなら、その者は頭の具合を診みてもらった方がいい。

　つまり、リリエルが示したクロッサスとは、

「キャンプ場ですね」

「うん……みたいだ……」

　プリムローズが言う通りのものであった。

「温泉の次はキャンプ？　ちょっと寄り道しすぎじゃない？」

「これが最短ルートなんですよぉ！」

「魔王軍のみなさんがキャンプでもしているのでしょうか……？」

「どんだけアットホームな魔王軍なのよ」

　旅行雑誌を囲み、わいわいと騒さわぎ始める勇者一行。

　そのなかで、虎太郎は何やら感かん慨がい深げに遠くを見つめていた。
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　いくら平和な世界だからといって、好き好んで野営をする者はいない。

　日が高く明るいうちに、街から街へと移動して、夜は出歩かないのが常識だ。

　なにせ、夜は危険に満ちている。昼間は眠ねむりについていたものが、活発に動き始めるのが夜という時間だ。夜行性の野や獣じゆうや昆こん虫ちゆう。お尋たずね者の悪漢や盗とう賊ぞく。それに何より恐ろしいのは、やはり魔物の存在である。

『ギギィ……！』

「引き下がるつもりはない、か」

　夕暮れ前にアヴァロンを離はなれ、一路、クロッサスを目指していた虎太郎も、多くの旅人と同じように魔物に襲おそわれていた。

『ギィィィィィ……！』

　異形の虫だった。様々な甲こう虫ちゆうを分解し、子どもに組み立てさせたような造形だ。

　そのうえ、大きさときたら子牛ほどもあるのだ。歪いびつに生えた角や大アゴは、人間など簡単に貫つらぬいてしまいそうだった。

「よかったわね。昆虫採集もできそうよ？」

「冗じよう談だん言ってないで、やるぞ！」

「はいはい」

　月明かりが照らす林道で、エクセリアの姿がゆらめいて消える。

　同時に、虎太郎の腰こしに下げられた剣けんが、ほのかな光を帯びていく。

「お前に恨うらみはないが、襲ってくるのなら話は別だ」

　後ろ手に柄つかを握にぎった虎太郎。ずるり、と鈍にぶい音を立て、彼は鞘さやから剣を引き抜いた。

『ギィィ……!?』

　鬼おに火びのような紫し光こうが立ち昇のぼり、一いつ瞬しゆん、魔ま虫ちゆうはたじろいだ。

　しかし、それも束つかの間、大きく羽を開いた魔虫は、虎太郎目がけて突とつ進しんをしかけた。

「いくぞ、リア」

　若い木々をなぎ倒たおしながら、大怪虫が迫せまりくる。

　ジェットエンジンのような羽音を立て、異形の魔物が襲いかかる。

　それを真っ向から迎むかえ撃うとうと、虎太郎は幅はば広ひろの直剣を正眼に構えた。

「はぁぁぁぁ……！」

『ギィィィィィィ！』

　這はうように飛行する魔虫と、剣を振り上げる勇者虎太郎。

　彼らがぶつかり合う刹せつ那な、強い光が雑木林を照らし──。




「よーし、だいぶ集まったな」

　魔虫との戦いを終えた虎太郎は、ツタで束ねたものをひょいと持ち上げた。

　細いものあり、太いものありの枯かれ枝は、両手で抱かかえるほどの量がある。いずれも水分が抜け、火にくべればよく燃えそうだった。これで一晩もつのか、そのあたりのさじ加減は虎太郎にはよくわからなかったが、足りなくなればまた集めればいい。そう思って、彼は揚よう々ようと来た道を引き返していき、

「え？　バトルシーン、たったこれだけ？」

　そばにいたエクセリアがぽつりと呟つぶやいた。

「なんだ、いきなり」

「いや、ようやくらしい展開になったなーって思ってたら……これだもの」

　エクセリアが目を横に向けると、そこには見事に真っ二つになった魔虫がいた。

　いかにも強そうな雰ふん囲い気きを出していたのに、いざ戦ってみればこれだ。あまりの手て応ごたえのなさに、エクセリアは欲よつ求きゆう不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「他ほかにもちょこちょこいたけど、いなくなっちゃってるし……」

「あいつがこのあたりのヌシだったんじゃないか？」

「あれでぇ～？」

　うえっ、とえずくように、エクセリアが顔をしかめた。

「じゃあ、ボスがやられたから、みんな逃にげ出したってこと？」

「そういうことだな」

「はぁぁぁ[image: ]……」

　続いて彼女は、大きなため息を吐ついて、虚きよ脱だつしたように全身の力を抜いた。

「やっぱり調子が狂くるうわ。あ～、やだやだ。魔王が出たら起こして」

　そして、そのまま剣の中へと消えていき──。

「………………」

　雑木林には、虎太郎一人が残された。

「平和なのはいいことだと思うんだけどな……」

　そう独りごちても、返ってくるのは虫の音ねばかりだ。

　すっかりヘソを曲げたエクセリアは、うんともすんとも言わない。

「まあ、いいか」

　ずれかけていた枯れ枝の束を抱え直し、虎太郎は林道を歩き出した。

　ゆるやかな斜しや面めんにぽつぽつと生える木々が、月明かりや星明かりを遮さえぎっているが──。

　それでも林は林だ。鬱うつ蒼そうと茂しげった森ではない。これぐらいのほの暗さは、かえってわびさびがあっていい。虎太郎はのんびりと歩きながら、時折、空を見上げ、マイペースに仲間たちのところへ帰っていった。




　クロッサスは少々特とく殊しゆな位置にある。

　主しゆ街かい道どうから離れ、森林を突つっ切り、丘おかを上った先にある行き止まりの村。

　まるで隠かくれ里のようだが、王都からは近いこと、避ひ暑しよには適していることから、ここには例年、多くの人が訪おとずれる。家族旅行はもちろんのこと、騎き士し団だん青年部による合宿が行われたり、子どもたちを集めたサマーキャンプが開かれたりする。

　そこへ至る道中も、当然、多くの往来があるのだが──それは昼間の話である。

　わざわざ夜に、夜行性の魔物が出る森を通る者はいない。ましてや、そこで野営をする者などいるはずがない。馬車に乗れば一日足らずで着けるのに、村では安全なキャンプ場が待っているのに、どうして魔物の生息域で夜を明かすのか。よほど気が急せいたのか、それとも単に馬ば鹿かなのか。いずれにせよ、そのような者は、このフランセーズには──。

「焚たき火って風ふ情ぜいがあるよな……」

　いた。どちらにも該がい当とうしそうな馬鹿がいた。

「ずっと見ていられそうだ……」

　アヴァロンとクロッサスの中間に位置する森の中。その比ひ較かく的開けた場所を選び、虎太郎は焚き火を熾おこしていた。用意のいいことで、近くにはテントが張られ、石組みのかまども作られている。その前に座り込んだ虎太郎は、手に持った棒で焚き火をいじりながら、ぼんやりと揺れる炎ほのおを見つめていた。

「ふふっ、もうちょっとマキをくべようか……」

　誰だれに言うでもなく、手元に積んだ枯れ枝から、何本かつかんでは焚き火に放ほうる虎太郎。

　枯れ枝に炎が燃え移り、パチパチとかすかな音を立てる。その様子に陶とう然ぜんとしながら、彼はまた、焚き火を棒でいじり始め、

「目がいっちゃってますよ!?」

　と、リリエルを怖こわがらせてしまった。

「あ、ああっ、ごめん！　ちょっとぼんやりしてた」

「ちょっとどころか、だいぶ危なかった気が……」

「放ほう火か魔まのようでしたよ、マスター」

「プ、プリムちゃん！」

　遠えん慮りよのない口を手で塞ふさいだが、リリエルも同じ気持ちだった。

　浮うかれているというか、なんというか。野宿だというのに虎太郎はやけにうれしそうで、テントの設営からマキ拾いまで率そつ先せんしてこなしていた。かと思えば、夕食後は焚き火の前でぼんやりだ。彼は一体、どうしてしまったのか。

「勇者さま、お疲つかれになったのですか？」

「ああ、いや。そういうことじゃないんだ」

　心配そうにたずねるリリエルに、少し言いにくそうにしながらも、虎太郎は、


「実は俺、アウトドアに興味があって……」

「実感こもってますねえ」



　胸のうちにある秘密を、搾しぼり出すようにして打ち明けた。

「え？　でも、勇者さまって何度も冒ぼう険けんされているのですよね？　じゃあ、野宿の経験も多いんじゃないんですか？」

「山とか森で寝ねた経験はあるけど、こんなふうじゃなかったな。奇き襲しゆうを警けい戒かいしながら、見張りを立てて、火も熾さずに布に包くるまって……」

「ああ……」

　つまり、野宿を楽しむだけの余よ裕ゆうがなかったということだ。

　虎太郎の暗黒青春時代を垣かい間ま見みて、リリエルはなんともいえない気持ちになった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今夜は結界を張りましたから、ゆっくり眠ってくださいね」

「私は燃料を集めておきますので、どうぞ、好きなだけ燃やしてください」

「い、いや、それはそれで何か違ちがうような」

　憐れん憫びんの情が湧わき上がったのか、モニカとプリムローズが妙みように優やさしく虎太郎に接する。

　それも仕方ないなと思いながら、リリエルも焚き火のそばに腰を下ろした。

「それにしてもどうしたんでしょうね？　馬車が運行停止になってるなんて」

「なんでだろうね？」

「森には通行止めの看板もありましたし……」

　落ち着いたところで、今日、何度目かの疑問がこぼれた。

「馬車が使えれば、途と中ちゆうで野宿する必要もなかったのに」

「歩き旅で疲れちゃった？」

「ああ、いえいえ！　わたしではなく、みなさんにご苦労をおかけしてはいないかと！」

「アウトドアが楽しめたから、逆によかったな」

「私は巡じゆん礼れいで鍛きたえられていますので」

「関節磨ま耗もう、疲ひ労ろう蓄ちく積せき、いずれも問題ありません」

「みなさん、タフですねぇ……」

　感心したように息を吐くリリエル。虎太郎は小さくなっていた焚き火に枝を放り込みながら、彼女を元気づけるようにおどけてみせた。

「まあ、何があったか、明日あしたになればわかるよ」

「……そっか。それもそうですね」

　おおかた、土ど砂しや崩くずれなどの災害で、道が塞がっているのだろう。

　王都にいた御ぎよ者しやたちも、たまにあることだと口を揃そろえて言っていた。

「それじゃ、そろそろ寝ようか。火の番はするから、先に寝てていいよ」

「それだと勇者さまのご負担が大きくないですか？」

「いいよ。お茶でも飲みながらのんびり過ごすよ」

「ですが……」

「ここだけの話、実は、こういうシチュエーションにも憧あこがれてたんだ……」

「相当ですね!?」

　クロッサスで何が起きたのか。

　それを深くは考えず、勇者一行は、穏おだやかな夜を過ごしていた。
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　風ふう光こう明めい媚びという言葉は、クロッサスのためにある。

　彼かの地をこよなく愛した詩人は、このような一文を遺のこしている。

　さもありなん。

　これほど美々しく、清すが々すがしく、何もかもが澄すんで見える土地はまたとない。

「って、書いてあるんだけど……」

　森を抜ぬけ、丘を上り、とうとうクロッサスにたどり着いた虎太郎たちは、

「ここで合ってる……よな？」

　率そつ直ちよくに言って、困こん惑わくしていた。




「くそおっ、くそお……！　なんで、なんでこんなことに！」

「ひでえよ！　こんなのねえよ！　ありえねえ……！」

「どうにかならないの？　いくらなんでも、こんなこと……！」




　雄ゆう大だいな山脈を南に臨のぞむ高原地帯。

　そのほぼ中心に位置する村は、どんよりとした空気に包まれていた。

「ううっ、ひっく……ひっく……」

　老いも若きも男も女も、皆みな一様に暗い顔を見せていた。多くの者は涙なみだを流し、洟はなをすすり上げては、また目元をこすっている。それ以外の者も、何かに耐たえるように厳しい顔をして、拳こぶしを握にぎり締しめている。

　天気もそれに合わせるかのように、空には灰色の雲が立ち込めていた。石造りの家々にもすっかり影かげがかかっている。これでは先人が称たたえた景観も台無しである。

「みなさん、どうなさったのでしょう……？」

　モニカが気き遣づかわしげに呟つぶやいているが、虎太郎にも事情がわからない。

　とにかく、聞いてみないことには話が始まらない。勇者一行は、草原から村へと入っていったが、

「えっ!?　お客さん!?」

「そんな、まずいよ……ちょっと、誰か呼んできて！」

「え？　え？　え？」

　あれよあれよという間に村人たちに取り囲まれてしまった。

「まいったな。封ふう鎖さしてたのに、わざわざ歩いてきたのか？」

「こんなときじゃなけりゃ、歓かん迎げいしてやるんだけどな……」

　青年団らしき男たちが前に出てきて、苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのような顔をする。

　ただ、乱暴しようというわけではなさそうだ。それを察した虎太郎は、物もの怖おじせずにはっきりとたずねた。

「何かあったんですか？」

「何かあったも何も……」

　一いつ瞬しゆん、言いよどんで、

「ドラゴンだよ。龍りゆうが出たんだ」

　やけになったかのように吐はき捨てた。

「ドラゴンですか!?」

　真っ先に反応したのはリリエルだった。

　急に青ざめた彼女は男に詰つめ寄って、わめくように質問をぶつけ始める。

「ドラゴンって、種類はなんですか!?　色は!?」

「種類っつっても、わかんねえよ。色は真っ黒だったけどな」

「うわあああ……！　あ、暗黒龍だ……！」

　リリエルは先ほどの村人のように、頭を抱かかえてうずくまってしまった。

　しかし、置き去りにされた虎太郎たちには、何が何やらわからない。大変なのだろうということはわかるが、いまいち要領を得ず──肝かん心じんなことだけは聞いておこうと、虎太郎はリリエルの肩かたを叩たたいた。

「えっと……それって強いの？」

「最悪の部類です！　スライムやリッチとは比べ物になりません！」

「そんなに？」

「何しろ、ドラゴンですから。それも上位種の！」

「ああ、そうだよ。めちゃくちゃつええんだ」

　虎太郎とリリエルの話に、男が割って入ってきた。

「こんな村ぐらい、オレたちもろとも丸焼きだ」

「それが嫌いやなら、騎き士し団だんに通報せず、大人しく生いけ贄にえを差し出せとよ」

　青年団の男たちも、次々と不満を吐き出してくる。

「生贄？　そのドラゴンは生贄を要求してるんですか？」

「そうだよ！　しかも、若い女を四人もよこせときた」

「大した女好きだよ、ったく……」

「くそがっ……！」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、男たちは歯を食いしばっていた。

（暗黒龍……生贄……ここが目的地……）

　対照的に、勇者一行は何やら考え込んでいた。これまでがこれまでだっただけに、すぐには信じられなかったが──他ほかには考えられない。

「リリィちゃん。ひょっとして、次の目標って」

「ええ！　そうかもしれません！」

　ここにきて、そのような王道があるとは、逆に驚おどろきだったが、

「出ました！　ずばり、次の目標は【暗黒龍を倒たおす】です！」

　導きの力は、ようやく英えい雄ゆう譚たんらしい目標を勇者一行に示した。

「えっ、ドラゴンを倒すって……」

「遊びじゃねえんだぞ！」

「わっ、わわわっ!?」

　ただ、タイミングが悪かった。さらに言えば、勇者一行の見た目もよくなかった。

　細身の少年一人に、胸の大きいシスター。それに十歳そこそこの子どもが二人。

　これでどうやってドラゴンを倒すというのか。騎士団でさえ、ドラゴンと戦う時は何千人と動員し、バリスタや大たい砲ほうなどの大型兵器を用意する。それがたった四人のパーティーで、装備らしい装備もなく龍殺しに挑いどむなど──おふざけが過ぎるというものだ。

「いえ、俺たちは本気です！」

「そうです！　この方こそ、女め神がみイリスさまに選ばれし勇者さまで……！」

「女神ぃ？」「勇者ぁ？」

「「「いつの時代の人間だよ!!」」」

「ひ～ん!?」

　身分を打ち明けてみても糠ぬかに釘くぎだ。

　それどころか、ますます怒おこらせてしまったようで、今にも石が飛んできそうだった。

「……もしかして、女神様や勇者って知名度が低い？」

「イリスさまはインドア派の人見知りで、先代勇者さまは三百年前の人物ですから……ダメ元で言ってみましたが、やっぱりダメでした」

「ああ、うん……」

　今まで女神や勇者のネームバリューを使わなかったことに疑問を持っていたが、今回の一件でそれも氷解した。つまり、女神や勇者は物語上の存在なのだ。過去にいたかもしれないが、今の世に現れるわけがない。

　現代日本で「やあやあ、我こそは徳とく川がわ家家臣、本ほん多だ忠ただ勝かつ！」と名乗りを上げるようなものだ。魔ま王おうも姿を見せない現状では、悪質なごっこ遊びと思われるのも無理はなかった。

「お前ら、いい加減にしろよ。こっちはマジなんだ……！」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ、ピリピリとした緊きん張ちよう感かんがその場には満ちている。できればトラブルは避さけたいが、うかつに動けば衝しよう突とつを招いてしまう。どうしたものかと、虎太郎が頭を悩なやませていた時、

「マスター。ここはお任せを」

　マフラーをたなびかせながら、一人の少女がずいと前に出た。

「なんだ、このチビ」

　自分たちの腹あたりにしか届かない体。細く華きや奢しやな手足。軽かる業わざでも見せるつもりか。村人たちはそう思ったが、

「戦せん闘とうモード起動。ハンマー、アクティブ」

「「「おお……っ!?」」」

「よく見ていてください……やっ！」

「「「おおおおおっ!?」」」

　ガントレットに巨きよ大だいハンマー。自分の装備を装着したプリムローズは、村人たちの輪から離はなれていき、草原に埋うまっていた岩を叩き割った。

「性能に疑問を持たれた場合、デモンストレーションが有効です」

　百聞は一見にしかず、ということだ。ぐだぐだと口で説明するよりも、確かに、この方が早い。小こ柄がらな少女が大おお金かな槌づちを振ふり回し、身の丈たけを越こえる岩を破は砕さいするというのは、何よりも説得力があった。

「じゃあ、俺も」

「「「おおお……っ!?」」」

「それでは、私も」

「「「おおおおおおおっ!?」」」

「わ、わたしもっ！」

「「「おおおおおおおおおっ!!」」」

　プリムローズに倣ならい、虎太郎が、モニカが、リリエルが、村人たちに力を披ひ露ろうする。

　近くの置き場にあったマキを拾い、それを空中で細切れにする虎太郎。怪け我がをしていた子どもを見つけ、癒いやしの力で治すモニカ。リリエルはしまっていた天使の輪や羽を出して、それを少し動かしただけだったが──ここまでくれば、もう何でもありだ。村人たちは、今や勇者一行の見方を完全に変えていた。

「も、もしかしたら、本当に……？」

　おとぎ話のようだが、これだけの力を示されれば、信じざるをえない。

　もしかして、もしかすると──彼らは、本物の勇者？

「いや、でも、生贄は四人だ！」

「誰だれかついていかなきゃ……」

「待て待て！　本当に任せる気かよ!?」

　しかし、それでも、暗黒龍が与あたえた恐きよう怖ふは根強かった。常人離れした怪かい力りきや剣けん技ぎを見せつけられても、彼らのなかには漠ばく然ぜんとした不安があった。

　あと一押し、何かが必要だ。有う無むを言わさぬ、何かが──。

『ふふふ……あはは……』

「なんだ……？」

　その時、どこからともなく笑い声が聞こえてきた。

　甘く妖あやしい少女の声が、クロッサスの村に響ひびいている。

　村人たちは背筋をぞくりと震ふるわせながらも、魅み入いられたかのようにあたりを見回す。

　しかし、何も見つからない。この場で笑っている者など、どこにも──。

「トカゲ一いつ匹ぴきに大おお騒さわぎしちゃって……ふふっ」

「「「……っ!?」」」

　黒くろ髪かみの少女が、ふわりと宙に浮うかび上がった。

　紫むらさき色いろの光をまとい、少年の剣けんから抜ぬけ出てきた少女。幽ゆう玄げんとした美しさを持つ彼女は、とても、この世のものとは思えない。彼女の登場により、村を包む空気さえも変わってしまったようだ。

「あんたは……」

「精せい霊れい……いや、女神様……？」

　何人もの男がふらふらと近づくが、一定の距きよ離りまで来るとぴたりと止まった。

　神聖さとはまた違ちがう。少女が持つ幻げん想そう的な魅力は、どうしようもなく人を惹ひきつけながらも、触ふれることはためらわせた。

「任せなさい。ドラゴンぐらい、サクッと倒してあげるわ」

「「「ははーっ！」」」

　妖花のような少女を前に、いつしか村人たちは平へい伏ふくしていた。

　──このお方に比べれば、暗黒龍りゆうなど何するものぞ。

　彼女から、何か大きな力を感じ取った村人たちは、今度こそ不安を取り払はらうのだった。




「……美味おいしいところだけ持っていかれましたね」

「まあ、そういうやつなんだ」

　今の今まで剣の中で眠ねむっていたかと思うと、見計らったかのようなタイミングで現れる。思わせぶりに微ほほ笑えんでは、これぞという角度で人々を魅み了りようする。自分の活いかし方をよく知っているエクセリアには、人心掌しよう握あくなど造作もないというわけだ。

　歴史を紐ひも解とけば、国を傾かたむけるほどの美女、すなわち傾けい国こくが度たび々たび登場するが、彼女も立場が違えば、そうなっていたかもしれない。

　村人の心をつかんだエクセリアを見つめながら、リリエルはぼんやりと、そのようなことを考えていた。




　　　　４




　クロッサスの高原には、湖や森が点在している。

　そのうちのいくつかがキャンプ場として開放されており、暗黒龍が生贄の祭壇として指定したのも、まさにそうした場所だった。

「それでは、わたしどもはこれで……」

　と、おっかなびっくり引き返していく村人たち。その背中を見送った後、リリエルは拳こぶしを天に突つき上げて、

「よーし、みみみみなさん、がんばりままままま……」

「歯の根が合ってないわよ」

　ぬれた子ネズミのようにガタガタと震えていた。

「す、すみません。いざ暗黒龍と戦うとなると、なんだか怖こわくなっちゃって」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私がしっかりと守りますから」

「俺も前に出るから、安心していいよ」

「そ、それはわかっているのですが……」

　虎太郎やプリムローズ、モニカの実力は、これまでの旅でよくわかっていた。

　彼らのうちの一人でも、ドラゴン程度ならどうにかできそうという気持ちはあった。

　ただ、「暗黒龍は怖いもの」と聞いて育ったリリエルだ。幼い頃ころからの刷り込みは、彼女に生理的な恐怖を植えつけていた。

「暗黒龍はおとぎ話にも出てくるぐらいですからね。先代勇者さまの英雄譚でも、暗黒龍との戦いは大きな山場として描えがかれていますし……実際に見たことはありませんが、これまでで最大の敵だと思います」

「スライムとかリッチとか豚ぶたに比べたら、何でも大きく見えない？」

「まあ、そうですけれども！」

　比ひ較かく対象が悪い。リリエルもそう思ったが、

「ドラゴンは魔ま物もののなかでも力が強く、暗黒龍は通常のものと比べて４倍の強さがあるといわれています。いわば４ドラゴンです、４ドラゴン」

「４ドラゴン……」

「いくら勇者さまでも、さすがに苦戦するかと思われます」

　腐くさっても鯛たい。世界は違えど、ドラゴンはドラゴンだ。強敵の代名詞でもある魔物が相手ならば、さしもの虎太郎もただでは済むまい。

「わかった。気をつけるよ」

　善意からの警告に、虎太郎は真面まじ目めな顔でうなずいた。

「では、生いけ贄にえのふりをしましょうか。虎太郎さんは少し離れた場所へ」

「はい」

　敵の強さを認にん識しきしたところで、早さつ速そく、作戦実行だ。

　キャンプ場の中心に積まれた貢みつぎ物の山。そのそばには、ご丁てい寧ねいに生贄用の椅い子すが設置されている。そこに四人の少女が座れば、暗黒龍がやってくるという寸法だ。この仕し掛かけを利用して、虎太郎たちは敵をおびき出すつもりだった。

「リリィちゃんは私の隣となりに……」

「あっ、は、はい！」

「リアさんとプリムちゃんで、両りよう脇わきを固めて……」

「了りよう解かい」

「はいはい」

「それでは、みなさん。静せい粛しゆくに」

　哀あわれな生贄に化け、奇き襲しゆうをかけようとする少女たち。彼女らはみなうつむいて、いかにもか弱そうなふりなどしつつ、暗黒龍がのこのことやってくるのを待っていた。

　しかし、

「うーん……」

　一時間が経たち、

「まだでしょうか……」

　二時間が経ち、

「周囲に敵てき影えいなし」

　三時間が経っても何も起きない。

「どういうこと？　何も来ないじゃない」

「タイミングがずれた、ということでしょうか……？」

「先方にも都合がありますからね。急に押しかけても、対処できない時もあるでしょう」

「アポ必ひつ須すってこと？　ビジネスライクなドラゴンねえ……」

　座っているのにも疲つかれた少女たちは、段々とだらけつつあった。

　口数が多くなり、姿勢は崩くずれ、悲ひ嘆たんに暮れる生贄らしさがなくなっている。プリムローズだけはマネキンのように座っていたが、モニカやリリエルはもじもじとお尻しりを動かし、エクセリアに至っては膝ひざに頰ほお杖づえを突いていた。

「もうちょっと待ってみてくれ」

「勇者さま」

「今がちょうどご飯時だ。昼ご飯を食べに、ドラゴンがやってくるかもしれない」

「それはそれでイヤですけど……」

　近くの茂しげみががさごそと揺ゆれて、隠かくれていた虎太郎が顔を出した。

　その顔や腕うでは枝葉にまみれ、服にはトゲだらけのひっつき虫がついている。勇者ともあろう方が、そのような姿になってまで耐たえているのだ。自分たちもがんばらなくてどうする。二時間、三時間ぐらいがなんだ。そう思ったリリエルは、しゃんと背筋を伸のばし、

「とにかく、待ち続けてみますね！」

　と、萎なえかけていた気力を奮い立たせるのだった。

　しかし、彼女のやる気に反し、

「もう少し、もう少しで……」

　さらに一時間、

「来ませんね……」

　二時間と経過し、

「レーダーに感なし」

　合わせて六時間も待ち続けたが、やはり、暗黒龍は現れなかった。

「あー！　もう！　止やめ止め！」

　最初に声を上げたのは、やはりエクセリアだった。

「これじゃ待ちぼうけじゃない。このままじゃ日が暮れるわよ」

　椅子に座ったまま手足を投げ出し、ぐったりと背もたれに体を預けるエクセリア。

　彼女はだるそうにプリムローズに目を向けると、だらりと空を指差した。

「プリム。あなた、あの乗り物飛ばしなさい。空からだったらすぐに見つかるわ」

「よろしいのですか？」

「いや、ダメだ。変に警けい戒かいされて、逃にげられても困る」

「そりゃそうだけど……」

　不満げな顔のエクセリアは、なおも何かを言おうとして、結局、口を閉じてしまった。

「でも、なぜ、来ないのでしょうね？」

　膝を抱かかえるエクセリアの隣で、モニカが首を傾かしげる。

「昨夜、マスターが交戦した魔物と同じなのでは？」

「夜行性ということですか？」

「先代勇者さまは昼間に戦われたようですが……ここのは夜型なのかもしれません」

「夜型ドラゴンかぁ……」

　内うち弁べん慶けいみたいな響きがある。少なくとも、不ふ摂せつ生せいな生活を送っていそうだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、暗黒龍が矮わい小しように思えてきて、一行はドッと気が抜けてしまった。

「しかし、もうこんな時間か。昼過ぎには終わると思ってたんだけどな」

「朝から始めてもうすぐ夕方よ？　もうくたくた」

　うんざりとした顔のエクセリアが、自分のお腹なかをなでた。

「腰こしはだるいし、お腹も空すいたし……」

「確かに、腹は空いたな」

　戦いがないとわかると、急に空腹感がこみ上げてくる。

　出るぞ、出るぞと思って、食事もとらずに暗黒龍を待ち続けたのだ。

　まだ日は高かったが、昼食をとるには遅おそすぎる時間となっていた。

「村に戻もどって、何かもらおうか？」

「ダ、ダメですよ！　そのタイミングで暗黒龍が出たら……」

「そうか。それはまずいな」

　生贄がいないとわかると、暗黒龍が何をしでかすかわからない。

　お腹が空いたからと村に戻り、そのままブレスで焼やき払われては目も当てられない。

　かといって、鳴く腹の虫には勝てそうもなく──。

「これを食べればいいのでは？」

　悩なやんでいたところで、プリムローズが背後を指差した。

　そこには、わずかな金貨、銀貨のほか、果物や肉、魚などが積まれている。暗黒龍りゆうへの貢ぎ物だ。確かに、これを食べれば腹を満たすことができる。近くにありすぎたせいで逆に気づかない、盲もう点てんというものだった。

　相変わらず暗黒龍は姿を見せないが、食しよく糧りよう問題はこれで解決だ。

　プリムローズは早速、瑞みず々みずしいプラムに手を伸ばそうとしたが、

「ダ、ダメだよ、プリムちゃん！　それはお供え物で……」

「食料は食料です。カロリー源であることに、なんら変わりはありません」

「で、でも……」

「どーせ倒たおすんだから、ちょっとぐらいいいでしょ？」

「ああ、食べちゃった……」

　止めようとするリリエルを無視し、エクセリアはいちじくをひょいとつまみ上げ、皮をむいてかぶりついた。

「これで何とかなりそうだけど、果物だけってのもな」

「長期戦になるのなら、しっかりとしたものを食べたいですね」

「でも、すぐに食べられそうなものは……」

　虎太郎やモニカもすっかりその気だ。こうなったら止めようがない。

　それに、どうせ倒す相手のものだから、というのも間ま違ちがってはいない。これからいなくなる相手に気を遣つかっても仕方がない。そもそも、暗黒龍が求めているのは、生贄である少女たちなわけで──。

「う～ん……まあ、いっか」

　エクセリアほど割り切れないが、リリエルも貢ぎ物に手を出すことにした。

「果物と……チーズ？　うーん、まあ、これだけあれば」

　酒は飲めない。乾かん物ぶつは硬かたい。生肉や生魚は、そのまま食べるには適さない。

　と、なると、やはり選せん択たく肢しは限られてくる。あまり乗り気ではなかったが、リリエルは拳こぶしほどのチーズを手に取り、リスのようにかじりつこうとして、

「……いや！　ここは火を熾おこそう！」

　驚おどろいて顔を上げた。見ると、虎太郎が火打ち石を手に持っている。

「道具はあるし、ここは元々、キャンプ場だ。肉も焼けるし、お湯も沸わかせる」

「まあ、それはそうですが……」

「それに、煙けむりが立てば、それが目印になる。暗黒龍がやってくるかもしれない」

「……っ！　な、なるほど！　狼煙のろしを上げるということですね!?」

「ああ！」

　さすがの慧けい眼がんである。まさに一石二鳥の策だ。歴戦の勇士は、やはり着眼点が違う。リリエルは、惚ほれ直したとばかりに目をキラキラと輝かがやかせた。

　一方で、エクセリアは冷めた目をしていた。お前の考えなどお見通しだと、じっとりと虎太郎を見つめ、彼女はぽんと一つの疑問を投げかける。

「……それで？　その本心は？」


「これならバーベキューができる……！」



「そんなことだと思ったわ」

　肩かたをすくめて息を吐つくエクセリア。

　リリエルの熱も一気に冷め、虎太郎は冷たい視線にさらされた。

「い、いやっ、違うんだ！　狼煙になればと思ったのは本当で……！」

「はいはい、そうね。あなたの言う通りだわ」

「ですね。じゃあ、わたし、マキを集めてきますね」

「うう……」

　妙みよう策さくだったのは間違いない。

　ちゃんとした食事がとれて、居場所を知らせる狼煙にもなる。それは本人も、彼の周囲も認めることだったが──欲よく望ぼうに負けたことが後ろ暗くて、虎太郎は、何やらいたたまれない気持ちになってしまった。




　時間が過ぎるのは早いもので、夏空に浮うかぶ太陽も、すっかり落ちかけていた。

「炭は熾せたよー」

「はーい！　ちょっと待ってくださーい！」

　食事はまだとれていなかった。虎太郎に賛同したわけではないが、どうせならと、バーベキューをすることにしたからだ。

「プリムちゃん、切れた？」

「少々お待ちください。食材の大きさを揃そろえるため、最適な角度を計算中です」

「ふふっ、ざっくりとでいいのですよ」

　枯かれ枝を燃やし、炭に火を移し、食材を切り、金かな串ぐしに刺さしておく。文字にすればたったそれだけのことだったが、野外アウト活動ドアには不慣れな者ばかりで、思った以上に時間がかかってしまった。

「よーし、それじゃ、焼くぞ！」

　それでも、苦労した分、感動もひとしおだ。これだから男の子はと、虎太郎を呆あきれ顔で見ていた少女たちも、今はかまどの前で胸を高鳴らせている。

「何だかわくわくしますね」

「ですよねっ？」

「あんまり浮かれないの」

　熱された金かな網あみの上で、肉や野菜、魚などがジュウジュウ、パチパチと音を立てる。

　その音と香かおりに、虎太郎たちは釘くぎづけだ。そわそわと金串を回しながら、まだかまだかと唾つばを飲み込む。

「そろそろいいかな？」

　やがて、八割がた、食材に火が通った頃ころ。

　勇者一行は、いったんかまどの前から離はなれ、虎太郎を中心に集まった。

「結局、暗黒龍は来なかったけど……でも、まだ夜がある！　それに備えて、みんな、しっかり食べよう！」

「「「「おー！」」」」

　こんな時だけはまとまりのあるパーティーだ。

　虎太郎の乾かん杯ぱいの音おん頭どならぬ完食の音頭に、少女たちは元気よく返事をした。

「それじゃ、いただきまーす！」

「「「「いただきまーす！」」」」

　そして、一同は喜色満面、かまどの方へと向き直り、


　ボォォォォォオオオオオオオオオオオオオオ！



「………………………………」

　何かが。

　何かが、起きた。

　炎ほのおの柱が……目の前を、横切っていった……ように見えた。

　そして、自分たちで用意したバーベキューが、予備の食材もろとも、炎に包まれ──。

『グハハハハハハハハハ！』

　すっかり暗くなったキャンプ場を、赤い炎が煌こう々こうと照らしている。

　そこに大きな影かげが舞まい降りた。漆しつ黒こくの翼つばさを持つその魔ま物ものは、まさしくドラゴン。

『約束通り、生いけ贄にえを用意したようだな！』

　全長五メートル。巨きよ大だいな体を誇ほこる暗黒龍は、吼ほえるように声をかけた。

　哀あわれな生贄に。脆ぜい弱じやくな生き物に。そして、美味なる嗜し好こう品に。

『なかなかの上玉ではないか。それに、恐きよう怖ふのあまり声も出んと見える。いいぞ！　それでいい！　人間の負の感情こそが、最上の調味料となる！』

　暗黒龍は上じよう機き嫌げんだった。戯たわむれにクロッサスに手を出して正解だと思った。

『さあ、誰だれから喰くろうてやろうか……？』

　ぞろり、と生えそろった牙きばをむき出しにし、ますます獲え物ものを威い嚇かくする暗黒龍。

　通常であれば、ここから楽しいディナーが始まるのだが、

『……ん？　なんだその目は？』

　今回は、相手が悪かったとしか言いようがない。

　無言で剣けんを引き抜ぬいた虎太郎と、臨戦態勢を取った少女たちは。

　いぶかしむ暗黒龍に向かって、ゾンビのように、ゆっくりと近づいていった。




「これだけ大きいと焼くのも大変だな……」

　十数分後、虎太郎たちはバーベキューを再開していた。

「小分けにしちゃう？」

「ただちに切り分けますが」

「いや、それだと雰ふん囲い気き出ないよ」

　キャンプ場の中心で、炎を囲んで食材を炙あぶる虎太郎たち。

　先ほどと、さほど変わりない光景だったが──焼いているのは暗黒龍だ。

「こういうのは、やっぱ丸焼きにしないと……」

「それもそうね」

　暗黒龍が撒まき散らした炎のブレス。それが引火した食材や道具を一いつ箇か所しよに集め、ついでに炭や木材を大量に放ほうり込み、大きなキャンプファイヤーを作る。その上に叩たたきのめした暗黒龍をドスンと載のせて、新たなバーベキューの始まりだ。

「ドラゴンステーキって、一度、食べてみたかったんだよな……」

　虎太郎の目は完全に据すわっている。

　当然だ。念願のバーベキューを邪じや魔まされたのだから。

「ドラゴンとは食用に適しているのでしょうか？」

「いけるんじゃない？　トカゲって美味おいしいって聞くし」

「お腹なかを下しても私が治しますから、安心してくださいね」

　プリムローズとエクセリア、モニカの様子もおかしい。

　こちらも仕方ない。彼女らもまた、バーベキューを楽しみにしていたのだから。

「さあ、こんがり焼いてやるぞ、ドラゴン……！」

　勇者一行の怒いかりを買い、復ふく讐しゆうの炎に包まれた暗黒龍は、もはや応こたえることもできない。

　このまま芯しんまで火が通り、美味しくいただかれるだけなのだ──。




　と、いう光景を近くで見ていたリリエルは、虎太郎たちとは反対に冷静だった。

「あわわわわ……！」

　自分たちがしでかしたことの非常識さを十分に理解していた。

（あの暗黒龍を……お話に出てくるドラゴンを……！）

　まさか、晩ご飯にしてしまうだなんて──。

　畏おそれを知らない勇者たちの行動に、リリエルはすっかり引いてしまっていた。




「「「「マイムマイムマイムマイム……♪」」」」




　おかしなテンションも高まって、とうとう、勇者たちは炎を囲んで踊おどり始めた。

　サバトのような光景を目に焼きつけながら、カクカクと足を震ふるわせるリリエルだった。







　幕間劇「その世界、ノルウェー」




「ドラゴンステーキって、案外、美味しいんだな」

　と、満足げに息を漏もらすのは、暗黒龍りゆうの肉を平らげた虎こ太た郎ろうだった。

「少し硬かたかったけど、味は良かったわね」

「調理次し第だいでもっと美味しく食べられたかもしれません。たんぱく質分解酵こう素そを、元の世界から持ってくるべきでした」

「主よ、この食事の恵めぐみに感謝します……」

　新たに熾おこした焚たき火を囲み、思い思いに余よ韻いんに浸ひたっている少女たち。

　せっかく用意した食材が焼失してしまった時は、どうしようかと思ったものだが──禍わざわいを転じて福となす、というやつだ。ドラゴンを焼いて食べるなど、ちょっとした冒ぼう険けんではあったが、最終的には満足できる結果となった。

　アクシデントとトラブルへの対処も、キャンプの醍だい醐ご味みというものなのだろう。

　焚き火に淡あわく照らされた勇者一行の顔は、どれも満足げなものだった。

　──たった一人を除いては、だが。

（と、とんでもないことをしてしまった……！）

　こんがり焼けて、美味しくいただかれた暗黒龍の残ざん骸がいを見つめつつ──。

　天使リリエルは、青い顔でぶるぶると首を振ふった。

（こんなの、人に話せない。友だちに知られたら、絶対、引かれちゃう！）

　生贄を要求する悪龍を、生贄に化けて退治する。

　素す晴ばらしい話だ。英えい雄ゆう譚たんのお手本のような活かつ躍やくである。

　しかし、その後がよろしくなかった。食材を燃やされたからといって、腹いせに暗黒龍を焼いて、そのうえ食べてしまうとは！　完全にやりすぎだ。「あたしさあ、ドラゴンの野や郎ろうを焼いて食べちゃったんだぜ！　あいつ、クソ雑ざ魚このくせにやたら美味しかったぜ、ゲハハハハハハ！」と、武勇伝と思って人に話せば、ドン引きされてしまうような案件だ。

（このことは、ずっと胸にしまっておこう……）

　墓まで持っていくことが、どんどん増えていくリリエルだった。

「でも、本当に勇者さまはお強いですね。ドラゴンをトカゲ扱あつかいだなんて」

「ん？」

「ずっとあの調子で戦っていたのですか？」

「いや、そんなことはないぞ。これで結構、苦戦も多かった」

　紅茶を注いだカップを配りながら、虎太郎に問いかけるリリエル。

　それを受けて、虎太郎はいくつかの激げき闘とうを思い出す。

「まず、初めての冒険。魔ま神じんであるリアはめちゃくちゃ強かった」

「あなたが弱かったのよ」

「次に、モニカさんの世界。五回くらい死にかけては、モニカさんに助けてもらった」

「がんばって癒いやしました」

「プリムの時もすごかったな。敵方の最終兵器は、もうこの世のものとは思えなかった」

「それを倒たおすマスターも大たい概がいですけどね」

「はぁ～……」

　軽い調子で語ってはいるが、どれも死地と呼べる代しろ物ものだったのだろう。

　想像を絶する世界に触ふれて、リリエルは長く深い息を吐ついてしまった。

「ああ、でも、あの世界はきつかったな。流石さすがにもうダメかと思った」

「え？　どんな世界ですか？」

「【概がい念ねん喰ぐい】って魔物に襲おそわれた世界だったんだけど……」

「【概念喰い】？」

　名前からして大物そうな魔物だ。

　虎太郎の険しい表情も手伝って、エクセリア以外の少女が、ぐっと身を乗り出した。

「やつに喰われた概念は、その世界から消失する。虫食いでボロボロにされた辞書のようになっていくんだ。それをどうにかするために俺が呼ばれたんだけど、その時にはもう、手て遅おくれになる一歩手前で……ノルウェーという概念しか残っていなかった」

「「「ノルウェー？」」」

　一体、どういうことなのか。いぶかしげな顔をする少女たちの前で、虎太郎は、

「ああ、だから、ノルウェーに着いた俺は、ノルウェーたちに出で迎むかえられて、ノルウェーに向かったんだけど、そこにはノルウェーと化したノルウェーがいて、その頃ころにはもう頭がどうにかなりそうで、でも、ノルウェーがノルウェーだから、訳もわからぬままノルウェーして……」

「し、しっかりしてください！」

　段々と様子がおかしくなっていく虎太郎を必死に揺ゆさぶって、なんとか「あっちの世界」に行くのを食い止めるリリエル。

「あ、ああ。大だい丈じよう夫ぶだウェイ」

「後こう遺い症しようが残ってますよ!?」

　こうなるまで戦い抜いた虎太郎なのだ。この世界で気が抜けてしまうのも、仕方のないことだと、彼女は思い始めていた──。
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『……ドラス様。ヴォルドラス様』

　静せい寂じやくのなか、かすかな音が生まれる。

『ヴォルドラス様、お話が』

　蠅はえの羽音にも似たそれは、聞き覚えのあるものだった。

『……ヴォルドラス様？』

　だが、彼は答えない。答える必要はない。どうせくだらないことなのだ。

　人間を殺せ。国を滅ほろぼせ。威い厳げんを示せ。恐きよう怖ふを振り撒け。お決まりのお小言は、もう聞くのもうんざりだった。どうして自分がそのようなことをしなければならないのか。そういった些さ事じは、部下が受け持つものだろう。わざわざ自分が出向く必要もない。

　自分にとって重要なのはただ一つ。それは──。

『ヴォルドラス様。暗黒龍がやられました』

「……なに？」

　思いがけない話を聞いて、彼のまぶたがゆっくりと開く。

　筋骨隆りゆう々りゆう。威風堂々。武人然とした鎧よろいに身を包み、しかし、人ならぬ姿を持つ男。

　ヴォルドラス・コア＝レヴリスは、話を持ってきた執しつ事じに問いかける。

「やったのは誰だれだ？　騎き士し団だんか？　それとも……」

『人間です。それも、わずか五名の』

「ほう」

『あの戦せん闘とう力、おそらく、勇者かと』

「そうか……」

　ヴォルドラスはそう呟つぶやくと、また目を閉じ、背もたれに身を預けた。

　彼の胸に去来するのは、感かん慨がい、安あん堵ど、興奮、不安……入り混じる感情のなかに、復讐心はない。そのようなものを抱かかえるほど、彼はセンチメンタルではない。

　ただ、大きな喜びだけは、はっきりと感じられた。

　ようやく敵に出会えたという、溢あふれそうなほどの歓かん喜きが──。

『あの、ヴォルドラス様……？』

　口を閉じてしまった主あるじを不ふ審しんがる執事。蠅のような頭を持つ異形を、ついぞ気にかけることなく、ヴォルドラスは玉座から立ち上がった。

「出かけてくる」

『えっ!?　ど、どちらへ!?』

「新しい勇者とやらの顔を拝みにだ」

　そう言って、真しん紅くのマントをひるがえし、ヴォルドラスは玉座の間から出ていこうとする。それに執事が追いすがり、何とか彼を止めようとした。

『お止やめください！　お一人でなどと、とんでもありません！　今の勇者は、暗黒龍を一ひと太刀たちで斬きり捨てるような猛も者さで……！』

「案ずるな」

　ぶんぶんと飛び回る執事へ、ヴォルドラスは、

「それくらいなら、己オレにもできる」

　爛らん々らんと光る目を向け、言い切った。




　　　　２




「昨日はすごい騒さわぎでしたね！」

　早朝、薄うす靄もやがかかる森の中を、勇者一行は歩いていた。

「皆みなさん、あんなに喜んでくれて……」

　ててて、と先を走ったかと思うと、くるりと振り返るリリエル。まだ余韻に浸っているのか、彼女の表情は明るい。

「でも、よかったんですか？　何も言わずに出てきて」

　はたと足を止め、リリエルは虎こ太た郎ろうに問いかけた。

　そうだ。クロッサスから夜よ逃にげをするように出てきてしまった。

　せめて挨あい拶さつぐらいはするべきだと、彼女は思ったのだが、

「いいよ。話ならいっぱいしたし。それに……」

「それに？」

「無理にも出ないと、ずっと引き止められてそうだ」

「それもそうですね」

　リリエルは苦く笑しようした。何しろ、村人たちの騒ぎっぷりときたら、天地がひっくり返ったようだったのだ。村を襲った未み曾ぞ有うの危機が、勇者によって解決される。まさにおとぎ話のような展開に、誰も彼もが大喜びだった。

　飲めや歌えの大だい宴えん会かい。それは夜遅おそくまで続き、主しゆ賓ひんである虎太郎たちは、その間ずっと、誰かにからまれていた。若い女だったり、赤ら顔のおじさんだったり、勇者に憧あこがれる子どもだったり、涙なみだをこぼす老人だったり。引きも切らないとは、あの状態を指すのだろう。そしてそれは、次の日も、また次の日も続くことは安易に予想できた。

　だからこそ、早々に退散したのだが、

「えっと、道はこっちで合ってたかな」

「はい、マスター。次の三さん叉さ路ろは左です。そして、そのまま蛇だ行こうし……」

「ふむふむ」

　朝と夜では森の印象が違ちがい、また、来た道を引き返すのも難なん儀ぎなものだ。きちんと別れを告げ、手間賃を払はらい、馬車を出してもらえばよかったと思う一行であった。

「リリィちゃん。次の目標はなんでしょう？」

「あっ、はい。少し待ってくださいね」

　虎太郎とプリムが顔を突つき合わせている間、モニカはふと思い立って聞いた。

　暗黒龍りゆうを倒した今、次にするべきことはなんなのか、と。

「大物っぽいのも倒したし……そろそろ、魔ま王おう軍の幹部とか、魔王軍の将軍とか出てくるんじゃない？」

「ふふっ、そうだといいですね」

　何しろ、魔物の中でもとびっきりのものを倒したのだ。これ以上となると、魔王軍の重じゆう鎮ちんしか思いつかない。ただ、ドラゴンであの弱さだ。何が出てこようとも、大した脅きよう威いにはならないだろう。

　安心感からか、はたまた余よ裕ゆうからか。エクセリアとモニカは、冗じよう談だん半分に話していたのだが──。

「え……？」

　リリエルの様子が、どこかおかしかった。

「そんな、噓うそ……いたっ!?」

　いつものポーズを取ったかと思うと、急に頭を抱えてうずくまってしまった。

「ど、どうされたのですか？」

　あわててモニカが駆かけ寄り、反射的に治ち癒ゆ術を使う。

　だが、それでも痛みが治まらないのか、リリエルは苦痛に顔をしかめている。

「なにか、おかしいんです。いつもとは、力が、全然違ってて……」

「力が違う……？」

　異変に気づいて近寄った虎太郎に、リリエルが縋すがりついた。

　彼の手をきつく握にぎり締しめ、息切れしながらも、リリエルは何かを伝えようとする。

「魔王が来る！　魔王が来る！　って、警告みたいに……」

「魔王!?」

　不ふ穏おんな響ひびきに、その場に緊きん張ちようが走った時だった。

　森の奥から、何かが近づいてきたのは。

「マスター。お気をつけください」

「ああ、わかってる……」

　姿は見えない。音も聞こえない。

　しかし、木々の向こうに「何かがいる」。それだけはわかる。伝わってくる。

「リリィちゃんは私の後ろに」

　普ふ段だんは温おん厚こうなモニカでさえ、柳りゆう眉びを逆立てて警けい戒かいしている。

　この圧あつ倒とう的な存在感。リリエルが口にした魔王という言葉。

　まさかこの場で、とは思ったが──その男を前にした時、疑ぎ惑わくは確信に変わった。




「なるほど、貴様が勇者か」




　黒くゆらめく瘴気をまとい、悠ゆう然ぜんと現れた偉い丈じよう夫ふ。

　全身鎧を着た男にも見えるが、赤しやく銅どう色の肌はだ、側頭部から生える角は人外のそれだ。

「いい面つら構がまえをしている。場数を踏ふんだ戦士の顔だ」

　男は品定めをするように虎太郎を見つめ、満足げにうなずいた。

「名乗れ、人間。名を覚えてやろう」

「そちらが先に名乗れ。それが礼れい儀ぎだ」

「ほう、度胸もある。ならば、敬意を払わねばなるまいな」

　腰こしの据すわった虎太郎に、男はくつくつと笑い、腕うでを組んで言った。

「己オレの名はヴォルドラス。ヴォルドラス・コア＝レヴリス」

「レヴリス……！」

「ああ。その名が示す通り、己は魔王の息子むすこ……そして、今の世の魔王だ」

　隠かくす必要もないということか。それとも、気づいているだろう、と嗤わらっているのか。

　魔王は、一人、名前に反応を示したリリエルに目を移す。

「そうか、貴様が導きの天使か」

「え、ええ！」

「すると、己は貴様の力にまんまと釣つられたということか？　それとも、己が貴様らを釣り上げたのか」

「ど……どういうことですかっ？」

「暗黒龍だよ。あのハネトカゲだ。やつを倒たおした者がいる。それがどうやら勇者らしい。己はそう聞いて、ここまでやってきたのだ」

「貴重な戦力を倒され、報復にきたわけですね……！」

「貴重な戦力？　報復？　ク、ククッ、ハハハハハハハハハッ！」

　ヴォルドラスは心底おかしそうに笑った。

　これほど愉ゆ快かいなことはないと、腹を抱えて大笑した。

「何がおかしいんですかっ！」

「いやいや、とんだ思い違いだと思ってな」

「……思い違い？」

「ああ。暗黒龍は貴重な戦力ではない。あれはいわば……餌えさだ。強者を釣るための、な」

　胸の前で拳こぶしを握り締め、ヴォルドラスは言った。

「己は戦いが好きだ。強者との戦いを何より愛している。しかし、この世界には弱者ばかりが溢れており、眼鏡に適かなうのはほんの一握りだ」

「そうか。なら、暗黒龍は強者を選別するための……」

「そう、まさに餌なのだ。己が相手にするなら、あれぐらいは楽に倒せる実力がほしい」

　にやりと獰どう猛もうな笑えみを見せるヴォルドラス。

　まったく悪あく趣しゆ味みなことだ。人々を救うため、龍や魔ま獣じゆうと戦った英えい雄ゆうたち。この魔王はそうした豪ごう傑けつに目をつけて、自分の趣しゆ味みのために狩かっているのだ。彼らの最さい期ごを思うと、悲痛で胸が締めつけられる。

　しかし、それで魔王が現れたのなら、勇者一行にとっても好都合だ。

　虎太郎は剣けんに手をかけながら、魔王をにらみつけた。

「だったら、俺たちは合格ということか」

「そうだ……と、言いたいところだが」

　ヴォルドラスは言いよどむと、

「たるんでいる。緩ゆるんでいる。いまいちしっくりとこない……さては貴様ら、この世界のぬるい空気に毒されたな？　ほんのわずかだが隙すきが見える」

　興きよう醒ざめしたのか、笑みすら消してしまった。

「どうせ剣を交えるならば、全力の貴様らと戦いたい。そうでなければつまらない」

　そう言って、踵きびすを返すヴォルドラス。

「少し猶ゆう予よをやろう。性しよう根ねを叩たたき直し、我が城へ来い。場所はその天使に聞くといい」

　それだけ言い残すと、彼は振ふり向くことなく森の奥へと去ろうとしたが──。

　虎太郎はその背中に、鋭するどい殺気を叩きつけた。

「待てっ！　逃にげられると思っているのかっ！」

　勝手な言い分に従う理由はない。魔王に戦う意思があろうとなかろうと、彼が世界の敵である事実は変わらないのだ。わざわざ居城に出向くまでもない。ここで倒してしまえば、それで全すべてが終わる。

　そう判断した虎太郎は、改めて剣を抜ぬき、ヴォルドラスに切っ先を向けたのだが、

「こ、この力は……!?」

　魔王の全身から湧わき上がる闘気に押され、思わずたじろいだ。

　この威い圧あつ感かん、この迫はく力りよく。やはり、こいつは何かが違う。

　少なくとも、この世界で、これまで戦った相手とは一線を画している──。

「よもや貴様ら、己の父や、父が生み出した魔物を基準にしているのではあるまいな？」

　戸と惑まどう勇者一行に、ヴォルドラスは振り向きざまに問いかけた。

「前回の戦いくさから三百年。その間、己が何もしていなかったとでも？」

　やはり油断していたな、と。

　楽に倒せると思ったな、と。

　その思い上がりを正すべく、魔王ヴォルドラスは勇者一行に向き直った。

「父はより強く、より多くの魔物を生み出し、数の力で世界を支配しようとした。だが、己は違う。己が求めたのは個の力。何者にも屈くつしない、己自身の力だ。そのために三百年の時をかけた。雌し伏ふくの時を、ただ鍛たん錬れんにのみ費ついやした」

　その言葉を証明するかのように、ヴォルドラスは全身に力を込めた。それだけで周囲の木々は倒れ、地面には亀き裂れつが走る。

「だが、まだ足りぬ。まだ己には上がある。それを目指すためには、もはや一人では不可能だ。強者と戦い、死線を越こえ、新たな境地に至る必要がある」

　空気が震ふるえ、森の小鳥が一いつ斉せいに地に落ちる。地中の虫は這はい出して、瘴気に触ふれて息絶える。魔王の周囲が、死の空間と化していく──。

「貴様はそのための贄にえだ。待ち望んでいた極ごく上じようの獲え物ものだ。だからこそ、貴様は最もいい状態で味わいたい」

　一帯を地じ獄ごくと変えた魔王は、その中心で殺意をむき出しにした。

　食しよく欲よくにも似た闘とう争そう本能を露あらわにし、勇者一行をにらみつけた。

　そして、最後に虎太郎を指差したかと思うと、

「もう一度言う。性根を叩き直し、我が城へ来い！　名はその時に改めて聞こう。再会を待ち望んでいるぞ、勇者よ！」

　今度こそ魔王は、瘴気に包まれて姿を消した。

　勇者一行は、とうとう最後まで、一歩も踏み出すことができなかった。
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　冷や水を浴びせられたようだった。

「……図星だったな」

　突とつ如じよとして現れた魔王。

　ヴォルドラスの言ったことは、全て正論だった。

「油断があった。気が緩んでいた。この世界なら、ドラゴンだろうと魔王だろうと、簡単に倒してしまえると……心のどこかで思っていた」

　苦々しげに語る虎太郎。剣を握ったその手は、力なくだらりと垂れている。

「もしもあのまま戦っていたら……きっと、ただでは済まなかった」

　同じことを考えているのか、少女たちは誰だれも口を挟はさまず、黙だまって彼の話を聞いている。

「だから、動けなかった。魔王を見み逃のがしてしまった……」

　悔くやしげに呟つぶやき、それきり虎太郎は口をつぐんでしまった。

　その場を重々しい沈ちん黙もくが支配する。それを破る賛同の声も否定の声も上がらない。

　荒あれ果てた山道に立ち尽つくす勇者一行。彼らはただ、沈しずんだ顔でうつむいて、

「ご、ごめんなさい！　わたしのせいです！」

　リリエルの大きな声につられ、彼女を見た。

「わたしがもっと、ちゃんと力のことを考えていれば……」

「どういうこと？」

　涙なみだを浮うかべたリリエルは、体を震わせながら、自分の考えを語り始める。

「暗黒龍りゆうを倒すことなら、勇者さまだけでもできました。でも、導きの力は、仲間を集めてからようやくクロッサスを示しました。わたしはてっきり、生いけ贄にえ役をそろえるためだと思っていたのですが……」

　そこで区切りを入れたリリエル。

　少しだけ逡しゆん巡じゆんした彼女は、やはり間ま違ちがいないと思い、話を続けた。

「必要だったのはみなさんの戦力だったんです。暗黒龍を倒した後、やってくる魔ま王おうに対たい抗こうするための……」

　導きの力に無む駄だはない。全て必要なことなのだ。

　母からそう聞いていたのに──リリエルは自分が情けなくて、ぽろりと涙をこぼした。

「すみません、それを進言できていれば……」

「いや、リリィちゃんのせいじゃない。魔王の言う通り、俺たちに油断があったんだ」

「世界は穏おだやか。魔物は弱い。そう思い込んでいたので、反応が遅おくれました」

「いや、しょうがないでしょ。なんなの、あれ？　一人だけレベルが違ちがうじゃない」

「三百年分の鍛錬と試合のたまものなのでしょうね……」

　慰なぐさめのためではない。むしろ、自分たちのミスと、魔王の強大さを認にん識しきするため、虎太郎たちはリリエルのもとへ集まってくる。

「やつは強い。少なくとも、気を抜いて勝てる相手じゃない」

「ええ、そうね。でも……」

「ああ。倒せない相手でもない」

　勇者としての本能、蓄ちく積せきされた経験が告げていた。

　倒せる。魔王は倒せる。十全に力を発揮すれば、必ず打だ倒とうできるのだと。

「俺たちならやれる。俺たちなら勝てる。みんなで力を合わせれば、必ず！」

　虎太郎の目に強い意志が戻もどっていく。それに合わせて、仲間たちの目にも光が宿る。

　濁にごっていた心が、溜たまっていた熱が、清風で吹ふき払はらわれていく──。

「さあ、行くぞ！　魔王討とう伐ばつだ！」

「「「「おー！」」」」

　そして、勇者の鼓こ舞ぶを受けた一行は、歩みも力強く、山道を下っていった。




　目指すは魔王城、ヴォルドラスが待ち受ける地。

　天使リリエルに導かれ、勇者虎太郎は前へ、前へと進み続ける。

　もう迷いはない。油断もない。彼にあるのは、勇者としての矜きよう持じだけだ。

　虐しいたげられる人々を、どうにもならぬ理り不ふ尽じんを、きっとどうにかしてみせる。

　幼い頃ころに芽生えた、青あお臭くさいまでの正義感は、今や炎ほのおとなって燃え上がっていた。

　そうだ。これが虎太郎だ。勇者、八や坂さか虎太郎だ。

　もう彼が惑まどわされることはない。魔王相手に隙を見せることもない。

　魔王城へ向かうべく、アヴァロンへ立ち寄り、駅馬車を待っている間も、花の都の魅み力りよくに惑わされるようなことは、決して──。

「クロッサスに行けるようになったって？」

「ああ。なんでも、ドラゴンに襲おそわれていたらしい」

「は？　それじゃ行けねえじゃん」

「倒されたのさ。遺い骸がいもあるそうだ。それを見物しようと、街かい道どうは大混雑だ」

「だろうな。オレも見てみてえ……って、ちょっと待て。じゃあさ……」

「そうだ。今日も明日あしたもキャンセルだらけだ」

「はぁぁぁぁ!?　おい、どうすんだよ！」

「キャンセル料金は徴ちよう収しゆうできたが……このままだと足が出るな」

「だからって、予約もなしに頼たのむやつはいねえだろ」

「腐くさらせるのはあまりに惜おしい。こうなれば……」

「うっわ、やっぱりそうなる？」

「ああ。十食限定ではあるが、思い切って格安の『高級食材コース』を出そう」

「ひえ～！　太っ腹だねえ」

「なぁに、かえっていい宣伝になる」

「はー、まあ、いいや。んで？　メニューはどうすんだ？」

「そうだな、肉や魚はもちろん使って、スープやサラダ、デザートもつけて……」




　壮そう年ねんの細身の男、そして、恰かつ幅ぷくのいい中年男が、話しながら路地へと消えていく。

　その先には店へと通じる裏口があり、視線を移せば、通りに掲かかげられた看板が見えた。


『ビストロ・ベアティチュード』



　何とはなしに耳を傾かたむけ、男たちを目で追っていたリリエルは、そこに高級料理店があることに気がついた。由ゆい緒しよ正しき名店なのだろう。木骨の煉れん瓦が造り。四階建てのどっしりとした佇まい。全体的にくすみ、趣おもむきのある建物は、いかにも老舗しにせのものだった。

　まあ、今はそんなことはどうでもいい。魔王討伐が最優先だ。

　リリエルは料理店を視界から外し、再び前を向こうとしたが、

「えっ!?」

　虎太郎たちがよだれを垂らしているのに気がついた。

　何やら様子がおかしい虎太郎、モニカ、プリムローズの三名。

　さては話を聞いていたのか、彼らは食い入るように料理店を見つめている。

「ダ、ダメですよ！　これから決戦なんですから！」

　事情を察したリリエルは、必死に虎太郎たちへ呼びかける。

　しかし、魅み入いられたように店を凝ぎよう視しする彼らは、リリエルに見向きもしない。

「ほらー、足りません！　お金、足りませんよ？」

　声をかけるだけではなく、財さい布ふを開いて中身を見せつけるリリエル。

　宿に泊とまり、美味おいしいものを食べ歩き、馬車にも乗り、アウトドア用品も買った。

　おかげでそろそろ懐ふところが寂さびしい。いくら格安とはいえ、高級料理店での食事などもってのほかだ。その厳しい現実をつきつけて、リリエルは仲間たちを正気に戻そうとしたが──それでも、虎太郎たちは動かない。

　彼らの脳内に浮かんでいるのは、この世界で味わってきたものだけだ。夢のような快楽と、考えもしなかった美食の数々。これまでストイックな生活を送ってきた彼らにとって、それはまさしく禁断の果実だった。

　砂糖の味を知った者が、菓か子しやジュースを断たてるか？

　電化製品に触れた者が、その快適さを手放すことはできるのか？

　答えはＮＯだ。一度味わえば、簡単に忘れることなどできはしない。

　ダメだダメだと思っても、理性が快楽に抗あらがえない──。

「パン！　パンがあります！　これをかじりましょう！　ね、ね？」

　虎太郎たちは答えなかった。

　代わりに、腹の虫が切ない声で鳴いた。
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　楽しみだった。

　これから始まる戦いが、楽しみでしょうがなかった。

　ヴォルドラスは武をこよなく愛する魔王である。力と力のぶつかり合いこそ、この世で唯ゆい一いつ、価値のあるものだと考えている。その彼にとって、虎太郎たちは待望の強敵であり、格好の獲え物ものであった。

「ククク……」

　このぬるい世界に浸ひたっていたせいで、腑ふ抜ぬけてしまっていたようだが──。

　素質は悪くない。悪くないどころか上物だ。あれで一本芯しんが入れば、どこまで強くなるのか、ヴォルドラスには見当もつかない。もしかすると、あえなく惨ざん敗ぱいしてしまうかもしれないが、

「ク、フフフ……」

　それでも構わないと思った。それぐらいでなければ意味がないと考えていた。

　闘とう争そうとは本来、極限状態で行うものだ。一いつ切さいの虚きよ飾しよくを排はいし、全すべての力を振ふり絞しぼり、優ゆう劣れつを競きそい合う究極の世界。それこそがヴォルドラスの求めるものであり、また、生きがいでもあった。

　死線を越こえる度たびに強くなれる。刃やいばを交える度に腕うでが上がる。

　限界はまだ見えない。まだこんなものではないはずだ。

　強くなって、強くなって、強くなって。

　──そして、いつかは。

『ギャァァァァ!?』

　物思いに耽ふけっていたヴォルドラスは、外から聞こえてくる音にまぶたを開けた。

『ギィィィィィィィ!!』

『ガァァァァァァァァ!?』

　配下の悲鳴が聞こえる。それが玉座の間へと近づいてくる。

「感じる。感じるぞ！　強い力を……！」

　同時に伝わる強者の気配。ヴォルドラスは歓かん喜きに心を躍おどらせ、

「さあ、貴様らの本当の力を見せてみろ！」

　そう言うや否いなや、玉座の間の扉とびらが吹き飛んだ。

　そして、煙けむりの中から現れたのは──。
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　ヴォルドラスは絶句した。

　入ってきたのは、勇者一行だ。それは間違いない。

　しかし、服装がおかしい。服装というか……そもそも服を着ていない！　下着のみだ！

　あれでは裸はだかも同然だ。まったくＴＰＯをわきまえていない。

「な、なんだ貴様ら！　なんのつもりだ！」

「決まっている。お前を倒たおしにきたんだ」

　おまけに会話が成立しない。

　ヴォルドラスは、彼らの身だしなみについて質問したのだ。なのに、返ってきたのは魔ま王おう打だ倒とうの意気込みだけ。まったく意思疎そ通つうが図はかれそうにない。そのくせ、燃え上がるような闘とう志しはビンビンと伝わってくる。

「俺は虎太郎。八坂虎太郎。忠告通り、覚かく悟ごを決めて参上したぞ」

「ひぃぃぃ……!?」

「さあ、勝負だ魔王……！」

　鬼き気き迫せまる表情の虎太郎、モニカ、プリムローズの三名。

　リリエルの制止を振り切り、服を質しちに入れてでも美食を貪むさぼった彼らに、もう後はない。

　ここで魔王を倒さねば示しがつかない。欲よく望ぼうに負けた自分を戒いましめるためにも、世界を救うためにも、ここで全力を尽つくさなければならない。その強い意志は凄すごみとなって、魔王ヴォルドラスを圧あつ倒とうする。

　──ただ、やはり、格好が問題なわけで。

「近づくな！　近づくでない!!」

　こんなのと剣けんを交えれば、それだけで末代までの恥はじとなる。

　誇ほこりある魔王として、名を汚けがすような真似まねは絶対にしたくない。ヴォルドラスは玉座から立ち上がり、逃にげ出そうとする。

　しかし、勇者一行はそれを許さず、徐じよ々じよに魔王を追いつめていく。

「や、止やめろぉ！　金ならやる！　それで……」

　服を買ってこい。魔王はそう言おうとしたが、

「今さら命いのち乞ごいか？」

　勇者は聞く耳を持たなかった。
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　七月の空に、爽さわやかな風が吹ふいた。

　草原から吹きつけたのか、青あお臭くさい香かおりのする涼りよう風ふうは、道行く人から暑気をサッと払はらう。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのことだ。燦さん々さんと降り注ぐ太陽と、街の熱気に中あてられた人々は、繁はん華か街がいへと吸い寄せられるように進んでいく。こんなに暑い日は、さぞ冷たいビールが美味しいことだろう。冷れい菓かや果物をつまむのも悪くない。せっかく、アヴァロンにいるのだ。水や粗そ食しよくで済ませてしまうのは、もったいないというものだ。




「おーい、どいてくれー！　荷物が通るぞー！」

「おつかれー！　やー、今日も暑かったねー！」

「ちょっと待てって！　そんなに急ぐと迷子になるぞ!!」




　様々な人が行き交かう、お祭り騒さわぎのような日常。

　だけども、いつもと変わらないアヴァロンの光景。

　街の外、小高い丘おかの上からそれを見つめていた虎こ太た郎ろうは、眩まぶしそうに目を細め、


「見た目は何も変わってないな」

「それは言わない約束でしょ？」



　ついつい、ツッコんでしまった。

「いや、だって、魔王を倒したのに変化が少なくて……」

「誰だれも見てないところで、誰も知らない魔王を倒したのが悪かったんでしょ。こうなるのはわかっていたことじゃない」

「まあ、それはそうだけどさ」

　別に誰かに褒ほめてほしいわけじゃない。

　ただ、達成感に欠けるというか、平和を取り戻もどした実感がないというか。

　これまでに劇的な変化、感動的なエンディングばかりを迎むかえてきた虎太郎にとって、アイリスガーデンは最後の最後までしっくりと来ない世界だった。

「勇者さまー！」

　エクセリアと二人、感かん慨がいに耽っていた虎太郎は、声が聞こえた方へ視線を向けた。

「お待たせしました！」

　金色のおさげをパタパタと揺ゆらし、丘を駆かけ上ってきた少女。

　導きの天使、リリエルの後ろから、モニカとプリムローズもやってくる。

「ミッションコンプリート。プリムローズ、ただいま帰き還かんしました」

「おつかれ」

　虎太郎に頭をなでられ、どこか誇らしげに見えるプリムローズとは対照的に、モニカの顔はいまいち晴れない。胸の前でギュッと手を組んで、謝意を示す聖女様は、申し訳なさそうに眉まゆを下げていた。

「ごめんなさいね、私のせいで。暑かったでしょう？」

「いえ、そんなには。逆にそちらの方こそ大だい丈じよう夫ぶでした？　服は買い戻せたみたいですが」

「ええ。プリムちゃんががんばってくれたの。ねっ、プリムちゃん？」

「市に流れた物品の追つい跡せきなど、お茶の子さいさいです」

「すごいな、プリムは」

　魔王を倒した後、虎太郎たちは質に入れた服を買い戻そうとした。

　幸いにして、金は十分にあった。魔王が貯め込んでいた財を拝借したので、虎太郎などは、すぐにも一いつ張ちよう羅らを取り戻すことができた。しかし、問題は女性陣じんの方であり──なんと、彼女らの服は、好こう事ず家かたちの取り合いとなっていたのだ。

　特にモニカの服は、かなりの値で取引されていた。中には非合法な手段で手に入れようとする者もいた。聖女が身につけていたものが、諍いさかいの種になりかけていたのだ。聖人らしいと言えばらしいのだが、いささかゾッとしない話だった。

「それにしても、お金に目が眩くらんで、質屋が質を流すなんて……」

「モニカさんは聖女だものな。霊れい験げんあらたかな法衣は、欲しがる人も多いだろうさ」


「そういうことじゃないと思うわよ？」



　どう考えても、原動力となったのは、物欲ではなく性欲である。

　あれだけ豊満な胸をぶるんぶるんと揺らし、魔ま王おう討とう伐ばつへ赴おもむいたのだ。男どもが大いに発奮し、ブルセラ紛まがいの取引を持ちかけたのも、致いたし方ないというものだ。ただ、まあ、そのおかげで、いささか時間が取られてしまったのだが──。

「さて、と。それじゃ、行こうか」

　アヴァロンの街へともう一度目を向けて、ふっと息をした虎太郎。

　変則的な旅であったが、見事、魔王を討うち果たしたのだ。これにて一件落着、アイリスガーデンにも、真の平和が戻ってくるだろう。そうなると、勇者はお役御ご免めんである。寂さびしい気持ちもあったが、別れもまた、勇者の宿命というもので、

「はい！　では、次の国に向かいましょう！」

「………[image: ]？」

　元気よくうなずいたリリエルに、虎太郎は、ビシリ！　と、音を立てて凍こおりついた。

「いや、ちょっと……え？　次の国？」

「はい……まだ、魔王は残っていますので」

「えええええええええええ[image: ]っ!?」

　咆ほう哮こうじみた大声に、リリエルはビックリしていたが、驚おどろいたのは虎太郎たちの方だ。

「魔王は残ってる？　一人だけじゃなかったのか!?」

「は、はい。どうやら先代魔王は子こ沢だく山さんだったようで、後こう継けい者しやはたくさんいるみたいです」

「そんなに……!?」

　ざわつくベテラン勇者組。

　てっきり、魔王を倒せばそれでおしまいだと思っていたのだが──。

　思い返してみれば、魔王が一人しかいないなどとは、誰も言っていない。それどころか、「世界中を荒あらし回って」と、各地に存在するようなことは、確かに示し唆さされていた。虎太郎は話と現実の食い違ちがいにギャップを感じたが、なんのことはない。ただ、話を深くまで聞いていなかっただけなのだ。

「あ、安心してください！　導きの力は絶対です！　どこに隠かくれていようが、必ず、魔王を探し当ててみせます！」

「そ、そういうことではなくて……！」

「慣れているのも問題だったわね、虎太郎」

「ううっ……!?」

　イリスやリリエルの説明不足は否いなめないが、虎太郎たちにも非はあった。

　第一声を発し、次いで出した言葉が「慣れてますから」だ。経験者にべらべらチュートリアルを語る者はいない。今回の一件は、アイリスガーデンの諸事情を、典型的な勇者と魔王の物語だと決めてかかったのがあやまちだった。

「それで、どうするの？　止やめる？　それとも続ける？　完かん璧ぺきに終わったつもりだったのに、それをなかったことにして？」

　こんな時こそ、エクセリアは嬉うれしそうだ。

　にやにやと虎太郎の頰ほほをつつく少女は、魔神というよりは小悪魔のようだ。

　一行の中で、唯ゆい一いつ、面おも白しろそうに事の推移を見ている彼女に対し、虎太郎は──。

「もちろん、続けるさ！　途と中ちゆうで放ほうり出せるわけがないだろう！」

「ふ～ん？」

　ことさら勇ましいことを言い、自分とパーティーを励はげます姿は、まさに勇者といったところか。

「ただ、プリムとモニカさんは、無理についてこなくても……」

「いえ、マスター。まだ状じよう況きようは継けい続ぞく中です。離り脱だつはありえません」

「そうですよ。虎太郎さんは放っておくと無理しますからね。目を離はなせませんし、私自身、この世界を救いたいと思っているんですよ？」

「みんな……」

　志を同じくする者たちの、なんとありがたいことか。

　仲間の尊さを再さい認にん識しきした虎太郎は、感動に胸を震ふるわせながら、大きく右手を突つき上げた。

「よし、じゃあ、行こう！　目指すは全魔王の討伐だ!!」

「「「おー！」」」

　団結の輪にリリエルも加わって、決意を新たにする勇者一行。

　彼らは虎太郎が大きく広げた世界地図を前に、まだ見ぬ異境を想おもうのであった──。










「……あっ、これ、旅行雑誌だ!?」

「えっ……」

「「「──────ッ!?」」」

　視界に広がる『世界ぐるっとサマーバケーション！』の特集ページ。

　言われて初めて、それが旅行雑誌だと気づいた虎太郎たちは、戦せん慄りつに体を震わせた。

「ば、馬ば鹿かな……！　いつの間に……！」

「みんな、しっかりしてくださぁーい！」

　愕がく然ぜんとする勇者様に、逆にこちらが啞あ然ぜんとしてしまいそうだ。

　手を振ふり回し、必死に虎太郎たちを引き戻そうとするリリエルを見つめながら、

「やれやれ、ね」

　エクセリアは、面めん倒どう臭くさそうにため息を吐つくのであった。







あとがき




　新シリーズ、「勇ゆう者しや一いつ行こうぶらり旅たび」を手に取ってくださり、ありがとうございます。

　はじめましての方も、そうではない方も、楽しんでいただけたのなら何よりです。

　タイトルの通り、本作は旅をテーマとしておりまして、異世界アイリスガーデンの豊かな文化に触ふれ、勇者がわき道に逸それていくような話となっております。導入部に当たる一巻ではオーソドックスな国が出てきましたが、以降はキワモノだったり、異国情じよう緒ちよ……異世界情緒？　溢あふれる場所だったりを旅する予定なので、どうぞお楽しみに！

　最後になりましたが、本作品を書くに当たって尽じん力りよくしてくださった担当編集Ｏさん、編集部のみなさま、イラストレーターのホロすけさん、今回は本当にお世話になりました。続く二巻でもどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、また、二巻でお会いしましょう。ではでは。
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